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    １たま　廃屋における魔法少女との遭遇について


    



    



    【問題】　夜が近づいてきた夕方の廃校で出会うものな～んだ？


    



    【答え】　魔法少女。


    



    　できれば「お化け」や「幽霊」と答えたいところだが、目の前に現実がいらっしゃるのだから、仕方ない。もしかすると魔法少女の幽霊だったり、魔法少女というお化けがいるのかもしれないが、話が混線するので例外は脇わきに置いておく。


    　ちなみにどうして魔法少女とわかるかというと、そういう服なのだ。


    　世の中には相撲すもう取とりっぽい格好というのがある。まわしをして、髷まげを結ゆっていたら、それはほぼ確実に相撲取りだ。そんな姿のウエイターや看護師はあまりいない。いてほしくもない。


    　そして、目の前の少女はどう見ても魔法少女っぽい服装なのである。しかも、猫耳カチューシャに尻尾しつぽまでついている。とりあえず萌もえそうな要素を足してみましたという業者的発想なのだろうか。


    「誰だれもいないわね。ふふふ、まさか、こんな廃校に魔法少女がいるとは思わないでしょ」


    　絶妙なタイミングでの独り言だった。俺が知らないだけで東京で大流行のファッションだったらどうしようかと思ったが、自分から魔法少女と言ったのだから、確実である。


    　ただ、誰もいないわけではない。俺がいる。机の陰にかがんで隠れている。入った瞬間、人の気配があったので反射的にそう動いたのだ。


    　でも、魔法少女が誰もいないと思うのも無理はない。


    　ここは昔のニュータウン建設時代、子供が急増してできた小学校だ。しかし、ニュータウンの高齢化とともに子供も激減、十年も前に廃校となった。埼玉県ではこういう地区がほかにも出てきており、問題となっている。


    　場所が辺へん鄙ぴなため、コミュニティ施設として再利用されることもなく、朽くちるがままにされている。むしろ、現在進行形で朽ちている。


    　こんなところで喜ぶのは廃はい墟きよマニアと麻薬密売人ぐらいのものだと思っていた。


    　だが、そこに今日からは魔法少女も加えないといけないかもしれない。


    　あるいは魔法少女のコスプレをした廃墟マニア、もしくは魔法少女のコスプレをした麻薬密売人かもしれないが混線するので例外は脇に置いておく。


    　さて、教室の魔法少女に目を戻そう。


    　彼女は、自宅のごとくリラックスしていた。


    　まさか、ここで寝泊まりしてるのか？　そんな魔法少女、勘弁してほしい。子供の夢とか守れなさそうっぽい。魔法少女は、夜はふわふわのベッドで眠っててほしい。


    「どうして魔法少女って、世間的に認知されないのかしら。たとえば、今時、メイドさんが喫茶店にいても違和感ないでしょ。神社に巫み女こさんがいても違和感ないでしょ」


    　どうやら、この魔法少女、独り言が多いタイプらしい。人間って孤独だと独り言増えるらしいけど、魔法少女も孤独なのだろうか。


    　そんなふうに観察しているのだが、俺はこれからどうすればいいんだろう？


    　俺に廃はい墟きよ探たん訪ぼうの趣味はない。これは、れっきとした業務（日帰り出張）である。


    　近隣住民からの「何か、最近、廃校で変な物音がする。つきたまの仕し業わざではないか。見にきてほしい」という依頼を受けて、やってきたのだ。


    　猫でも住み着いてるんだろ。つきたまは大きな物音なんてたてない。そう思っていた。


    　そこまでは俺の読みの通りだ。つきたまはいるにはいたが、対策の必要もないレベルだった。とっとと庁舎に帰ってＯＫな流れである。


    　でも、魔法少女と出会った場合は、どうすれば……？


    　もう、「異常なし」と報告して帰ろうかな。変質者は俺の管轄じゃない。警察の管轄だ。公務員の伝家の宝刀、見て見ぬふりを使うしかないのか。


    　ただ、まだ魔法少女の独り言が終わっていない。


    「さあ、今日こそ、成功させるからね」


    　魔法少女は錠剤を入れるような小こ瓶びんを出した。


    　まさか、怪しげなクスリでも服用する気か？　それはいくら魔法少女でも、通報せざるをえないのだが……。


    　だが、その瓶にはおよそクスリとはかけ離れたものが入っていた。


    　つきたまが何体も詰めこまれている。


    　たしかに、つきたまは圧縮できる。でも、あんなに無理矢理押しこめるんだ……。ソーセージ袋詰め放題二百円に参戦するおばちゃんでも、あんなに詰めこまない。


    　というか、あのつきたまで何をする気だ……？


    　魔法少女は、出番とばかりに小瓶のふたをひねる。


    「さあ、つきたま、マナを与えて！　キックオフ！」


    　なぜサッカー用語なのか謎なぞだが、文脈上、何かが開始されるらしい。


    「今こそその力を我われに与えなさい！　手はじめにこの教室の物を消滅させるわ!!」


    　まさか、教室の机や椅い子すやらを消滅させるのか。まあ、廃校の備品が消えても、誰だれも困らないというか、むしろ処分の手間が省けてありがたいので、いいことなのだろうか……。


    　あれ？


    　吞のん気きに見ていたが、もしも、もしも、もしも、あいつが本物の魔法少女ですごい力が使えるとしたら────ここにいると、俺も一緒に消滅するのではなかろうか？


    　まさかとは思う。現実的ではない。でも、そもそも魔法少女の姿をした人間と出会う時点で非現実的なのだ。


    　嫌いやな汗が出ていた。


    「さあ、この部屋の物を虚空へと飛ばしなさい！　マナは二百％セットオフッ！」


    　どんだけオフやねん。


    　待て、ツッコミを入れてる場合じゃない。虚空へ飛ばすとか言ってる！　この世とは違うどこかに飛ばされる！


    「消滅魔法リムーブスペル、テイクオフッ！」


    「命ばかりは！　金なら出すから！　危害もオフにしてくれ！」


    　死にたくはなかったので、必死に叫んだ。危険手当も出ないこんな仕事で殉じゆん職しよくしてたまるか！　俺はただの一地方公務員なんだ！


    　安定した将来をくれっ！　いや、安定してなくてもいいから、せめて命ばかりは！


    　だが、しかし。


    　何も起きなかった。


    　少なくとも、椅い子すも机も何も消えていない。俺もこの場にいる。
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    「ま、また失敗……？　体調も、つきたまの数も、何もかも完かん璧ぺきのはずなのに……」


    「あ～、怖こわかった。二十代半ばで失禁するかと思った……」


    「これでも、成功する時もあったんだから。もうすぐ、この薬やく師し寺じエナは魔法少女で天下をとるのよ。いわば魔法少女業界の織お田だ信のぶ長ながよ！」


    「それ、天下とれそうでとれなかった人なんじゃ……。最後、裏切られて殺される人でたとえていいのか？」


    「でも、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしも、あとで一族滅亡してるし、大名として細々と続いてる織田家のほうがマシじゃない？」


    「そんなマジに答えられても困るわ！　魔法少女業界の坂さか本もと竜りよう馬までも、魔法少女業界のナポレオンでも、勝手になれ！　そもそも魔法少女業界とかあるのかよ！」


    「信じていれば道は開けるわ。業界も生まれるわ」


    「いや、それは信じるだけじゃ無理だろ」


    「そして、そこからあらゆる世界にスピンオフするの。魔法少女のフロンティアへね」


    「わかった、わかった。……いや、よくわからんが、夢を持つのはいいことだ。どんな世の中だろうと、若者は夢を持ってないといかん。俺みたいに無難に公務員を選ぶよりいいかもな」


    　あと、サービス残業の多さに愚ぐ痴ちをこぼすよりはいい。くそっ、何が「予算が足りない」だ。足りないなら、増やせ。いや、予算は増やさなくていいから、人を増やしてくれ。慢性的に職員が不足している。足りてないのにどうして削減するんだ。世界的に見ても極めて公務員の人数の少ない国で、さらに削減するとか正気の沙さ汰たじゃないだろ。有休もとりづらいぞ。そのくせ形だけ「有休をちゃんととろう」なんてポスター、職場に貼ってるし。たくさんとったらどうせ陰口叩たたかれるんだろ。ダブルスタンダードめ、爆発しろ。


    



    「ところで、あんた、誰だれなの？」


    



    　魔法少女が不審そうな目でこちらを見る。


    　お前のほうが明らかに不審だろうが。いや、そんなことはどうでもいい。


    　見つかってしまった。


    　というか、なし崩し的に会話してしまっていた。勇み足だった……。


    　まずい。


    　この子と関わると絶対に面倒くさいことになると直感が告げている。


    　むしろ、すでにかなり面倒くさい。


    　すでに夕方六時前だ。（サービス）残業時間に突入しているのだ。早く車に乗って、庁舎に戻って、スーパーで弁当買って帰りたい。窓口勤務の職員は確実に帰っているだろう。俺も出張業務はこのあたりにしてしまいたい。


    　よし、ここはテキトーなことを言って誤ご魔ま化かすか。


    「すみません～、わたくし、通りすがりの廃はい墟きよマニアです。この廃校、実にいい感じですね～。古い机の傷とか、最高ですね～。さて、そろそろ帰りますかね～」


    「あなた、さっき、公務員って言ってたわよね」


    　しまった。ばれている。


    　もしや、公務員というだけでとりあえず目の敵かたきにしてくるモンスター市民なのだろうか。ちなみに豆知識として、そういうクレーマーに限って、公務員試験に落ちた経験があったりするから要注意だ。はっきり言ってつきたまよりタチが悪いので排除したい。


    「そ、そうだな……公務員だな。でも、考えてみてくれ、人は誰だれだって世の中のために生きている。つまり、ある意味、人類はみんな公務員だと言えるのではないか？」


    　全然違う役所の名前（たとえば県の土木事務所の職員、備品管理で来た市の教育委員会の職員など）を言って、誤魔化す手も考えたが、素性を堂々と偽いつわるのは何かの倫理規定にひっかかる気がしたので、こんな回答になった。わたくし、好きな二次熟語は保身です。


    　このまま、言葉巧みにうさんくさいことを言って、ここからテイクオフしたい。


    「で、どこの役所の人？」


    　魔法少女が俺に詰め寄って来る。テイクオフ失敗である。


    　というか、さっき薬やく師し寺じエナと名前を言っていたな。有名クレーマーか、利用者リストで調べておこう。でも、見た目、高校生ぐらいだけどな。でも、この詰めてくる感じはクレーマー体質なんだよな。さらに、自分の非を棚に上げてくるタイプは要注意である。


    　だが、聞かれた以上は答えるしかないか。


    「こんにちは、私たちはつきたま公共対策事務所、略してつきたま事務所です。ひと言で言えば、つきたまに関する迷惑対応の窓口です。七年前に埼玉県でも開設されました。県の主要都市などに七か所置かれております。つきたまに対する悩みや心配がありましたら、お気軽にお越しください。土曜日も開庁しておりますが、日曜日は閉庁日となりますのでご注意ください」


    　お役所的な教科書どおりの説明でここはいいだろう。


    「ああ、別にタメ口でいいわよ。こっちもタメ口でしゃべってるし」


    　むしろ、お前は年下っぽいから敬語使えよと思ったが、話が脱線するのでスルーする。


    「それで、つきたま事務所の人がどうしてこんな廃校に来たの？」


    　ここで、また敬語を使ったらかえってイラっとさせそうなので、タメ口に移行するか。クレーマーの要求は受け入れられるところは素直に受け入れたほうが無難だ。


    「この廃校、うじゃうじゃつきたまがいるだろ。この教室はとくに数が多いんだよ。だから、調査に来たわけだ」


    　薬師寺エナの後ろにも、教室の隅にも、半透明な怪しいモノがいる。


    　目らしきものがあるが、何を見ているのかは不明。目なのかも不明。


    　そもそも生物なのかどうかも不明。


    　一部の人間にだけくっきりと見え、触さわれる。大半の人間には、稀まれに見えるだけ。


    　それが、つきたまだ。


    　ひと言で言えば「まったく怖こわくないお化け」というところかな。これが十年ほど前から急に見えるようになり、気づくと世界中で発見された。最近では野良猫より頻ひん繁ぱんに見る。


    　最初こそ騒然としたものの、どうも無害なうえに大半の人には見えも触れもしないので、対策もなおざりになっている。ただ、気味が悪いという人も多少はいるので、県に何か所か専用の窓口を設けているというわけだ。


    　ハチの駆除と思ってもらえばいい。でも、ハチに刺されると痛いが、つきたまに刺されることはない。触れたとしても、ぷにぷにしてるだけです。


    　でも、どうして、ここ、こんなにつきたまがいるんだろ？


    　ここも人工物だから、ありえないとは言えないが、それにしても多い。見える人なら調査依頼を出してもおかしくはないよな。


    　けど、今の問題はつきたまではない。


    　むしろ人間だ。


    「よりにもよって、つきたま事務所と会うなんて……」


    　薬やく師し寺じエナは、すご～く嫌いやそうな顔をした。厄やつ介かいな奴やつに遭ってしまったという顔。


    　いやいやいや、見た目では、明らかにお前のほうが社会的にアブノーマルだろ。


    「仕方ないわね、やるしかない」


    　瓶びんの中のつきたまに、薬師寺エナは目をやる。


    　その瓶のつきたまが黄金こがね色いろに発光をはじめる。


    　──ちょっと待て。は、発光!?


    　なんだ、この神秘的現象は……。ありえん……。


    　つきたまが光るということは、極めて珍しい──いや、珍しいどころの騒ぎじゃない。


    　こっちは腐ってもプロだが、こんな現象、見たことも聞いたことも読んだこともない。


    「お前、瓶の中に蛍光塗料でも入れてるのか？　どこの東京ハンズで買ったパーティーグッズだよ。クリスマスに使ったらちょっと良さそうだけど」


    「商品なわけないでしょ。つきたまなんだから。つきたまが光ってるだけよ」


    「つきたまが光るわけないだろ！　ホタルイカじゃないんだから！」


    「うるさいなあ！　つきたまは光るの！　──この公務員の記憶をターンオフ！」


    　ターンオフだと……？


    　俺の公務員試験レベルの英語力で考えると、ＴＵＲＮ　ＯＦＦは「消す」だ。


    　寒気が全身に走った。


    　殺やられる……。


    「待て待て待て。記憶を消すってどういうことだ？　まさか、その瓶びんを凶器にして殴なぐるんじゃないだろうな……？　そういう犯罪はもっと大都市で発生するべきだ。こんな廃校なんかで行われるべきじゃない！　人口が百万以上の都市でやってください！」


    「そんな野蛮なこと、するわけないわ。魔法の力で消すだけよ、悪者の国家公務員」


    「ふざけるな！　あと、俺は国家公務員じゃない！　地方公務員だっ！」


    「ふん、私の立場からしたらみんな同じよ。三十年から四十年、あるいは四十年から六十年の間の記憶を消してあげる」


    「おおざっぱすぎる！」


    「悪かったわね！　親みたいなこと言わないでよ！　『お前はテキトーすぎる、もう少し繊せん細さいな心を身につけなさい』って聞き飽きるほど言われてるわ！」


    「親にも言われてるんだ！　ほら、紅茶かコーヒーでも飲んで休憩しないか。な、な？」


    「紅茶もコーヒーも同じようなもんでしょ」


    「やっぱり、おおざっぱだ！」


    　この鶴つる見み満みつ流る、二十四歳（独身）の記憶がすべて消し飛んでしまう。消してほしい記憶もあるが、このおおざっぱさでは、そんなえり好みはできんだろう。


    　──逃げなければ。


    　だが、足がすくんで動こうとしない。唐突にやってきた記憶消滅の恐怖のせいだ。


    　残り半分は、発光しているつきたまのせいだ。新種か、これ？


    「あのね、魔法少女であることは人にばれてはいけないの。それは警察官が飲酒運転して電柱にぶつかってそのまま逃走するぐらい不祥事なわけよ、わかる？」


    「それ、その警察官が百パー悪いだろ！　わかってたまるか」


    「魔法少女は正義。その魔法少女に不都合なことをしたあなたは悪」


    「くそっ！　話し合えねえ！」


    　じわじわと薬やく師し寺じエナはこちらに近寄ってくる。


    「魔法少女なら、愛とか法律とかの味方だろ！」


    「魔法少女はＬＡＷロー　ＯＦＦオフ、つまり、超法規的存在なの」


    「いろんなことをオフしすぎだろっ！　というか英語として合ってるのか、それ！」


    「私が正義だと思うことが正義。私が愛だと思うことが愛。私は正義と愛のために戦う。そして、自分のためにも戦う！」


    　なんという自分中心主義だ……。これが現代人の行き着く先なのか……。そして、誰だれともわかりえない「個人」ばかりが増えていくのだ。いやいや、そんなドキュメンタリーチックに語っている場合ではなかった。


    　慈悲を乞こうても無駄なようだ。


    　俺の記憶を消すと魔法少女の不都合になるような理由を考えろ。それしか生き延びる道はない……。記憶が一年消えるぐらいならまだいい。でも、完全にリセットされてしまったら、人生が詰んだのと同じだ。しかも、支えてくれる恋人とかもいない。親が病院に来るだけだ。そんな人生、俺は認めない！


    「冷静に話し合おう。きっと些さ細さいな誤解が原因なんだ。ボタンのかけ違いなんだ。俺はこれでも口が堅い。中学の時、吉よし田だ君が偽にせラブレターに騙だまされて誰だれもいない校舎裏に行ってしまったという恥辱を十年間も誰にも言わずに黙ってきた」


    　あれは本当に悲惨だった。この世の春とばかりにうかれていた吉田君の顔が数時間後、どんな拷問を受けたんだってぐらい無表情になっていたからな。


    「今、思いっきり話してるじゃない。吉田君の触れられたくない過去を！」


    「しまった」


    　恐怖に屈して話してしまった。ごめん、吉田君。


    「いや、ほら……そうだ、民間人を攻撃すると魔法少女の内申とか勤務評ひよう定ていとかそういうのに、響いてきちゃうのでは……？」


    「魔法少女はそんなことは気にしないの。自分の信じるべき道を進むだけ！」


    「くそ、おおざっぱがエスカレートして反社会的なレベルになってるぞ！」


    　逃げるんだ。


    　足がすくもうと、折れようと、助かるためには逃げるしかない。


    　ひどい猫背で俺は走りだした。


    　車は校舎のすぐ横に停とめている。そこまで逃げて、不審人物がいたとでも通報すれば──


    　ぷにっ。


    　よく女性の胸にぶつかった時に使われる擬音だが、そんなことはない。あいつにぶつかったりはしてない。そもそも、あいつにはあんまり胸はない。当たってもこんな音はしないと思う。


    　閑かん話わ休きゆう題だい、「ぷにっ」の理由についてだ。


    　何か、やわらかいクッション状のものを踏んだのだ。


    　そのせいでバランスを崩した。


    　「おっとととと！」


    　そのまま尻しり餅もちをついた。


    　足もとにつきたまがいた。そいつを踏んでしまったというオチだ。かなり弾力が強いので、そういうアクシデントはありうる。


    　踏んだぐらいでは死なないので罪悪感を覚えずにすむのがいい。生とか死とか概念としてあるのか不明だけど。


    　──でも、おかげですぐ追いつめられた。


    　視線をあげると、薬やく師し寺じエナがいる。


    「もう、逃げられないわよ、公務員。今日偶然、ここに来ちゃったのが運のツキね」


    　すごく邪悪な笑みを浮かべている。


    「お前、魔法少女のくせに台詞せりふが悪人すぎるぞ。正義の魔法少女よ、早く来てくれ……」


    「それなら、ここにいるじゃない」


    　薬やく師し寺じが自分を指差した。どこまで自分の正義をゴリ押ししてくるんだよ……。


    「それじゃ、いくわよ」


    　薬師寺エナが瓶びんをさかさまにする。


    　ぺちょん、ぬちょん。


    　俺の頭にぬめっとしたものが落ちてきた。


    　つきたまだ。なぜか、少しとろけている。


    　なんだか、ハチミツを頭にかけられたような感じだ。いや、さすがにそんな変態的なシチュエーションは経験したことないが。


    　しかも、腹のあたりに移動してきた奴やつはさっき以上に金色に発光している。


    「シルシオモイヨ、キエテウシナワレヨ、ヤブレハテヨ、コノオトコノミナモトノミナモトカラ……」


    　よくわからんが、なんとなく俺の記憶を消すためと解釈できそうな呪じゆ文もんが詠唱されている！


    　せめて、もうちょっと幸せになってから、こんな悲劇に遭いたかった！　たぶん、そこまで悪いことしてないはずなのに！　無難に生きようとしてたのに！　どうしてですか、神様？　前世の報いとかそういう発想ですか？


    　でも、肝心の記憶はまだ残っている。


    　公務員試験で経済学を間違えまくって落ちこんだこととか、大学入試の小論文で全然書けずに落ちこんだこととか、高校時代に受けた模試でＤ判定が出て落ちこんだこととか、ちゃんと覚えていた。というか、俺の人生は落ちこんでばっかりだな。


    　つきたまは、依然として発光している。


    　だが、それだけだ。そいつが爆発したり、錬金術的に何か異質の物になったりもしない。


    「あれ……？　何も起きない……。シルシオモイヨ、キエテウシナワレヨ、ヤブレハテヨ……」


    　今、何も起きないと言ったな。


    　効果がないため、薬師寺エナの呪文詠唱も二周目プレイに入った。こういうのって、二回やったからって二回目でどうにかなるようなものなのだろうか？


    　どうでもいいけど、こいつ、ゲーセンでぬいぐるみ取れるまでクレーンゲームにカネを投入し続けるタイプだと思う。競馬とか教えたらいけないタイプ。


    　やはり、コスプレの痛い人なのか？　自分のことを魔法使いであると思いこんでいる、残念な、心から残念な女子高生なのか？


    　とにかく、俺が平穏であって無事であることは間違いない。


    「そんな……。どうして上う手まくいかないの……？　いったい、何が悪いの？　運？　人間力？」


    　人間力一択だろ──とすごく言いたかったが怖こわいのでやめておいた。公務員に最も大切なのは、一線を越える勇気ではなく、踏みとどまる勇気である。


    　お気楽公務員川柳①　働きすぎ かえって問題 多くなる


    　公務員は一人が足並みを乱すと大混乱になる危険がある。たとえば、誰だれかがサービスをしすぎたせいで、職員全員にそれが強要されたら困る。


    「どうやら不発らしいな」


    　軽くびくびくしながら立ち上がる。文句を言ってやりたい気持ちはあるが、このまま帰らせてもらおう。


    「人をからかうのはたいがいにしとけよ。こっちも、仕事で来てるんだからな。あんたの冗談で発生した残業代は税金から出てるんだ。サービス残業だけどな……」


    　ウサ晴らしは出張復ふく命めい書しよの中でしてやる。「魔法少女を名乗る十代半ばぐらいと思われる女がおり、瓶びんを持って職員に襲おそいかかってきた」とか書いてやる。


    　名前を出すのはかわいそうだし、やめておいてやるか。でも、この子、ほうっておくと、ほかの人間も犠牲にするかもしれんな。


    　そこは帰りながら考えよう。廃校は考え事には向かん。


    　家に帰るまでが遠足であり、庁舎に帰るまでが出張なのだ。


    　しかし、帰るにしては気になる声がした。


    「うう……やっぱり、私はもうダメなんだ……。つきたま、昔みたいに力を貸してよ……」


    　薬やく師し寺じエナが床に座りこんで、泣きだした。


    　どこにも泣くようなところはなかったと思うが、何に悲しんで何に笑うかは本人の自由だ。


    「何が変わっちゃったんだろ……。魔法少女っぽい格好までして、猫耳に尻尾しつぽまでつけたのに何が足りないんだろ……」


    　むしろ足りないのではなく、猫耳関係は過剰なのでは……。


    「あっ、そうか、ダメかもしれないって思ってた私の心がいけないんだ。私は魔法が使えるって自分を信じられてないんだ……」


    　薬師寺エナの反省と涙は止まらない。


    　善良な市民か変質者なら、ここで「どうしたの？」と声をかけるのかもしれないが、俺は前者でも後者でもないので、スルーして帰らせてもらうことにする。


    　気にはなる。泣かれているのだから、気になりすぎる。これがマジ泣きだってことぐらい、俺にだってわかる。お気楽公務員ではあるが木ぼく石せきではないのだ。


    　でも、この子と関わったら、あとあと、すごく厄やつ介かいなことに巻きこまれるだろうな……。


    　本能が告げていた。まともに定年まで勤め上げるならここは立ち去れと地方公務員の本能が。


    　世の中にはトラブルも問題も腐るほどある。だが、そのすべてを解決することなんてできないし、まして俺ができることなんて、本当にごく一部にすぎない。


    　冒険はするな。俺はしがない一地方公務員だ。勇気ある撤退……。


    「おい……どうして泣いてるんだよ……？」


    　声をかけてしまった。


    　俺が示さないといけなかったのは撤退する勇気だったはずなのに、踏み出すほうの勇気に負けてしまった。違う、勇気に負けたのではなくて、あまりにもクエスチョンが多すぎて、聞かずにはいられなかったのだ。つまり、好奇心に負けたのだ。


    　スーツのポケットには幸い、未開封のポケットティッシュが入れてあった。駅前でもらった携帯ショップの宣伝のやつだ。


    「ほれ、ティッシュだ。涙拭ふけよ。泣くような要素など何もないぞ」


    　薬やく師し寺じエナは少しためらっていたようだが、ティッシュを受け取った。


    「うっ……私って本当に無能だ……。こんな公こう僕ぼく一人の記憶も消せないなんて……」


    「お前、こういう時ぐらい、言葉選べよ……」


    「こんなに無ぶ様ざまな思いをするなら、最初から才能とか何もなければよかった……。そしたらごく普通の高校生になって、友達も彼氏もたくさんできて、今いま頃ごろリア充してたのに……」


    「人生甘く見すぎだろ。あと、彼氏がたくさんできるのはリア充じゃなくて、修しゆ羅ら場ばだ」


    「どうして、こんなにダメなんだろう……。何が悪いんだろう……。政治が悪いのかな。国が悪いのかな。時代が悪いのかな……」


    「お前が悪い。そう言い出すケースだと、だいたいにおいて悪いのは自分だぞ」


    　早くも声をかけたことを後悔している。


    「しかも、魔法少女ってこともばれちゃったし……最悪だ……」


    「いや、お前は一度も魔法に成功してないけどな……」


    「私は魔法少女なの！」


    　薬師寺エナは断言した。


    「…………少なくとも、昔はそうだったの……」


    「早速、補足事項付きかよ」


    「ほら、子供の頃はね、誰だれだって魔法が使えるのよ。でも、大人になっていくに従って、それを忘れていく。もう、私たちには猫っぽいバスも見えないの」


    　なお、俺は子供の頃も、猫っぽいバスは見えなかった。というか、正しくはバスっぽい猫なのではないだろうか。


    　もしかすると、この子もかぶれちゃったクチなのか。


    　つきたまが発見された当初、世界中のオカルトファンが踊りあがった。


    　一部の人間にだけ見えて触さわれる、ゼリー状の何か。勝手に動く。


    　未知の知的生命体だとか、科学的世界観を根本からゆるがすとか、無責任極まりない言説が飛び交かいまくった。


    　それぐらい、つきたまは謎なぞで非常識な存在だった。


    　そいつの力でつまらない世の中を楽しくすることができるんじゃないかと思った人間も一人や二人じゃなかった。


    　しかも、はっきりと見える人間は限られていたから、そういう奴やつは余計に選ばれた人間だと思いこむ節ふしがあった。この薬やく師し寺じエナもその一人なのかもしれない。


    　──もっとも、世界は何も変わらず、今も動いている。


    　人間に対する害がなく、何の役にも立たないことがわかってきた時点で、人類はつきたまに対する興味を捨てた。いまや、たんなるぷにぷにしたものでしかない。


    　ふと、気づくと、つきたまが彼女のところに集まってきていた。


    　青いやつも、赤いやつも、黄緑のやつも、珍しい二色混ざったやつも。


    　つきたまはしゃべらない。


    　そもそも感情があるのかも一切わかっていない。


    　少なくとも、俺の職場の公式見解では感情なんてないことになっている。非生物とされているものに感情など存在するわけがない。見ようによっては、二つの目があるように見えるだけで、これは物なのだ。


    　だが、俺にはつきたまが薬師寺エナを慰なぐさめているように見えた。


    「ありがとう、みんな……」


    　薬師寺エナは感謝の言葉を、つきたまに言った。


    「つらいけど、頑張るね……。あなたたちの力を平和に使うからね……」


    　見たり触れたりできる人間に、つきたまは寄ってきやすい。


    　ああ、こういう体験を昔からしていれば、自分を特別だと思うことも、さもありなん。


    　ぷに。ぷに。


    　薬師寺エナがつきたまをつかんだ。というか、もんだ。


    「ああ、つきたま、手にちょうどフィットして気持ちいい」


    　ぷに。ぷに。ぷにぷにぷに。


    　ぷにぷにぷにぷにぷにぷに。ぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷに。ぷにぷにぷにぷに。


    「おい、もみすぎじゃないのか……？」


    　だが、薬師寺エナの顔を見て、俺は言葉に詰まった。


    　なんか、すごく悦よろこびに満ちたような顔をしていたのだ……。


    「はぁあ、ぷにぷにすると、すごくいい気持ち……なんだろ、この不思議な感覚……」


    　漏もれ出る吐息もちょっと熱い。


    　まさか、これはこういうプレイなのか？


    　そんな話、聞いたことないぞ……。というか、これ、絵的にまずいだろ……。女の子のこういう表情を見るのはなんというか……倫理規定的にまずいだろ……。


    「はうぅ……こうやってぷにぷにしてると、嫌いやなことをすべて忘れていくのぉ……。テストのこととか、数学のこととか、数列のこととか……」


    「お前が数学を苦手にしてることだけは理解した」


    　少しためらいを覚えつつも、薬やく師し寺じエナの胸元に目をやった。


    　あんまり胸はなかった。さっき、ちょっと目視で確認していたので、あんまりないことはわかっていたが、再検査でも胸はなかった。


    　評価：Ａランク（カップ的な意味で）


    　やはりか。


    　つきたまをもみたがる人間がいることは知っている。なんか安心感があるらしい。ただ、不思議なことに、こういうスレンダーな女性になぜか多いんだよね（俺調べ）。


    　おそらく、ないものへの代償行為（主に胸部に関する）なんだと思う。言うともれなくセクハラになるから言えないけど。訴訟とかされたら怖こわい。


    「今、どんな感じだ？」


    「気持ちいい……なんだか、自分にないものがここにはあるような気がするの……」


    　ストライクど真ん中だった。


    「あっ、あっ……つきたまありがと……。あっ、ふうぅ……。あっ、ああっ、あっ！」


    　もう、これは完全にあえぎ声ですね……。けしからんですね。


    「ちなみに男の前であんまりしないほうがいいぞ……。いや、同性の前でもしないほうがいいけど。それ、自分の家の部屋とかトイレでやれ」


    「あっ、あぁっ……………………あれ？　…………きゃあああああああ！」


    　こっちの目にやっと気づいたのか、すぐに薬師寺エナは行為をやめた。


    「こ、こ……これは変な意味じゃないから……。一般的なコミュニケーションっていうか……こう、ぷにぷにしてると嫌なことを忘れていって、あんな感じになっちゃうの……」


    「誰だれも何も聞いてない」


    　でも、つきたまのおかげで薬師寺エナはリフレッシュできたらしい。


    「ちょっと元気出たよ、みんな」


    　少し笑顔になって薬師寺エナが笑った。俺にではなく、つきたまに。


    　よし、これで仕事の後味はよくなりそうだ。とっとと立ち去ろう。


    「そしたら、俺は帰るぞ、薬師寺エナ。県の報告書には何もなかったとは書けないけど、お前の名前は隠しておいてやる。ありがたく思え」


    「うん、ありがと、公務員……」


    　一応、礼を言われた。公務員名義だが。本名を明かしてないから当然ではある。


    　だが、まだ終わりではなかった。


    　ズボンのすそを引っ張られた。


    「待って。渡してほしいものがあるんだけど」


    「何をだ？　ウソつかないって誓約書か何かか？」


    「あなたの名刺」


    　きっと、俺の口元が少しだけ引きつったと思う。


    　はっきり言うと、渡したくなかった。


    　いや、こうして一回限りの出会いならいいんだが、この子、絶対今後もトラブル起こすだろ。もう、そういう体質なの、明らかだし……。


    



    【問題】　二次元の世界だと立てるべきだけど、現実では立てないほうがいいもの、な～んだ？


    



    【答え】　魔法少女とのフラグ。


    



    　ここは気楽に名刺をばらまいてはダメだ。貞操を守るがごとく、慎重に対処することが求められているのだ。


    　薬やく師し寺じエナはいろいろと過剰でおおざっぱな、トラブル体質である。一方で、俺は公務員という、ほどほどが大事でトラブルなんてもってのほかの立場である。


    　これはアニメでもゲームでもない。現実だ。


    　お気楽公務員人生を踏み外してはいけない。


    「あ～、悪い悪い。名刺、持ってくるの、忘れちゃってさ～」


    「さっき、ポケットティッシュ出す時に名刺入れが見えた」


    　そんなところまでチェックしてたのか！　おおざっぱなんじゃなかったのか！


    　たしかに同じポケットに入れていた。


    　名刺は出張の時は常備しているのだ。なにせ、こうやって廃校に来たりするからね。怪しいと近隣住民に思われた時に、身分を証明するのに便利だからね。


    　でも、怪しい人間に渡すリスクは想定してなかった。


    　まだだ、まだ誤ご魔ま化かす手段はある。人間、諦あきらめてはいけない。


    　わざとらしく、名刺入れを開けて、すぐに閉じた。


    「あっちゃ～、名刺入れ、空からになってたや。そっか、補充忘れてたな～。庁舎に戻ったら入れておかないとな～。失敗失敗～」


    　俳優の道を志さなかったことが悔やまれるほどの名演技である。


    「中、見せて」


    　どうして、こんなところばかり、しっかりしてるんだよ！　だったらもっと堅実な生き方してくれよ！


    　やむなく、俺は名刺を渡した。


    



    　埼玉県　箕み原はらつきたま公共対策事務所　市民相談課　鶴つる見み満みつ流る


    



    「市民相談課の電話番号書いてるけど、連絡するなよ！　絶対に連絡するなよ！　あるいは百歩譲ってかけてきてもいいけど、俺の名前は出すなよ！」


    「ふ～ん、変な名前。アナグラムっぽい」


    「文句は親に言ってくれ」


    　もう、帰ろう。やることは全部すんだ。むしろ、やらなくていいことをたくさんやった。


    「だいぶ暗くなってきたし、そっちも早く帰れよ。本物の変質者が来たら危ないからな」


    「うん、今日はもうおひらきにする」


    「ところで、そっちは名刺ないのか？」


    　半分以上冗談で聞いた。魔法少女が名刺を持ってたらギャグもいいところだ。


    「あっ、そうだね……もらったのに渡さないわけにはいかないよね……」


    　照れくさそうに、薬やく師し寺じエナはごそごそコスチュームをあさり、名刺を出してきた。あるんだ……。


    



    　市民団体　つきたまを護まもり育てる会　代表　薬師寺エナ


    



    　ん？　どこかで聞いたことがある気がするが、気のせいだろう。


    「魔法少女じゃないじゃん」


    「名刺に魔法少女だなんて書いてたら変な奴やつだって思われるでしょ」


    「お前、やっぱり魔法少女に自信ないんじゃないのか？　早く現実見つめろよ」


    「だから公務員はダメなのよ」


    　公務員ということ自体をダメ出しされてしまった……。


    「あなたみたいな大人はすぐに現実を見ろとか言う。でも現実を見てないのはあなたたち大人じゃない！　ちゃんと現実を丁てい寧ねいに見たら、魔法が存在することもわかるんだから！」


    　澄んだ瞳ひとみで真まっ直すぐに見つめてくる。その表情は思っていた以上に真剣で、熱がこもっていて──なんか本当に悪いことを言ってしまった気がした。


    「でも、今、魔法が使えないのは事実なんだけどね……」


    　そこで薬師寺はため息を吐つく。


    「ほら、やっぱりそんなことありえな──」


    「だから、この子で証拠の代わりにさせて」


    　薬師寺が一体のつきたまを手にとる。


    　そのつきたまはスイッチが入ったように発光した。


    　光るつきたまを薬やく師し寺じは俺のほうに差し出してくる。


    「触れてみて」


    「あ、ああ……」


    　俺はおそるおそる、そのつきたまに手を載せた。かすかにあいつの手にも触れてしまった。


    「あったかいな……」


    　つきたまに温度を感じたのは、そういえば初めてかもしれない。


    「ねっ。この熱こそつきたまが私たちに与えてくれるマナ──魔法の力なの」


    　真偽のほどはわからない。俺にわかるのは、つきたまが光り輝いているということだけだ。不可解といっていい現象が起きていた。


    　そのつきたまの奥で薬師寺が笑っていた。


    　薬師寺の言ってることは何も理にかなってない。デタラメだ。


    　なのに、俺にはこいつの言葉が正しいものに聞こえた。


    　つまり、その瞬間だけ、薬師寺が正真正銘の魔法少女に見えたのだ。


    　やがて発光も終わり、俺も手を放す。


    「必ず、魔法が使えるようになってみせるから、それまで待ってて」


    「いや、待たんぞ。使うなら、勝手に使えるようになってくれ。俺は関わらんからな……」


    　なんか、照れくさいのでもらった名刺に目をやる。市民団体の代表ねえ……。


    「お前、まだ、高校生だよな？　その歳としで団体の代表やってるの？」


    「文句ある？　もう、武たけ田だ信しん玄げんは初うい陣じんを飾ってた歳だからいいの」


    「自分を信玄公と同一に扱うなよ。何様だよ」


    「それじゃあね！」


    　魔法少女は、廃校舎を走って出ていった。もちろん、空を飛んだりはしなかった。


    



    　庁舎に戻ったのは七時前。上司の六ろく条じよう課長補佐は食事に出ているのかいなかった。


    　ひとまず、廃校に行ったら怪しい人に会いました、怖こわかったですという出張復命書を書いた。書いたら、すぐに帰った。


    　弁当でも買おうとスーパーに寄ったが、全部売り切れていた。


    　あの魔法少女──薬師寺エナに会って、運が全部吸い取られたのかもしれない。

  



  
    



    


    ２たま　つきたま事務所における一般的な業務内容について


    



    



    　八時七分。


    　俺がつきたま事務所に出勤してくる平均時刻だ。


    　電車が事故などで遅れない限り、この時間になる。箕み原はら市は関東といっても、北関東という言葉が近いような、のどかな街である。


    　業務開始は八時半からだが、市民相談課の窓口は八時半になった瞬間、利用者と応対しないといけないこともあるので、このぐらいの時間に来ておかないといけない。市民相談課と書いてあるが、箕原市民でなくても、もちろん利用できる。


    「おはよーございまーす」「おはようございます」「うぃいす」「おはようございまーす」


    　入り口付近にいる職員と、おはようございますの応酬を経へて、自分の席に座る。


    　席といっても相談窓口である。


    　市民相談課の職員は専用のデスクを持っていない。


    　スペースの関係上、置ける場所などないし、大半が窓口業務と近隣地区への見回りのため、会計処理のような、いかにも事務ですといった事務作業もあまりないのだ。


    　ロッカーは二階にあるが、わざわざ荷物を置きに行くのも面倒くさいので、椅い子すの下にぶちこんでおく。ちょっと見苦しいが、利用者には絶対に見えないのでよかろう。


    　デスクには何か紙がテープで貼はってあった。


    「小こ松まつ町ちようの件、無事に解決しました　三み好よし」と書いてあった。


    　三好さんも無事に済んだんだな。


    　小松町と廃校舎、どっちに出張に行くか、三好さんとじゃんけんで決めたのだ。


    　そして、じゃんけんで勝った俺は愚かにも何もしなくてよさそうと思って廃校舎を選んだ。そこで魔法少女と以下略。


    　今の部署の仕事は原則、窓口応対なのだが、もう一つ大事な仕事がある。


    　つきたま駆除やつきたまの苦情のあったところに出向く作業である。よく、「外」とか「出張」とか呼ばれている。順番で、週に一回ぐらいのペースでまわってくる。それで俺と三好さんが当番だったというわけだ。


    　すると、ちょうど三好さん本人がやってきた。ちょっとタバコ臭い。


    「ああ、鶴つる見みさん、小松町のほう、楽でしたよ。つきたまをゴミばさみではさんでいくだけ。十五分で終わりました」


    「そうですか……。そしたら、俺でも二十分あれば終わったかな……」


    　増えすぎたつきたまは、袋に入れたりして処分場に持っていく。そこまで含めて出張である。


    　俺の場合は手袋をつけて、がしがしつかんでは袋に、つかんでは袋に押しこむ。ある意味接客より気楽だが、かがんで作業するので意外と腰に来る。


    「それで廃校舎はどうだったんですか？」


    「聞かないでください……。そのうち、復命書がいきますから」


    　説明をするだけで疲れそうだったし、そもそもあんまり説明したくない。


    　自分用の端末のパソコンの電源を入れる。


    　ここまでが出勤してからの一セット。


    　ここからが二セット目である。二セット目のほうがちょっと緊張する。


    「六ろく条じよう課長補佐、おはようございます！」


    　なぜか隣の席に座っていらっしゃる課長補佐にあいさつする。本来なら、かなり偉い役職のはずなのだが、このお姉さんは現場がお好きらしい。


    「ああ、鶴つる見み君、おはよう」


    　何やら書類を読んでいた顔があがる。


    　相変わらず、美しい。


    　そして怖こわい。


    　六条滝たき理り、二十七歳女性。花の独身。


    　県の職員ではなく、文部科学省の特別出向職員という妙な立場の人だ。人によっては、あれは国からのお目め付つけ役だという人もいる。


    　国の組織はよくわかってないのだが、おそらくキャリアにあたるのだろう。少なくともできるだけ楽をしようというマインドがいっさい感じられない。キャリアのシステムはよくわからないが、こうやって地方に数年行って、地方の雰囲気を感じとらせて中央に戻ってこさせたりするらしい。少なくとも左遷ではない。


    　パラメータで人間の能力が測れると仮定すれば、一般の県職員の五倍ぐらいの数値が観測できると思う。とにかく有能だ。かつ、やる気がある。いや、まともに勤務しようというぐらいのやる気は地方公務員でもあるはずだ。しかし、この人の場合はやる気がありすぎる。


    　ただ、そういう有能な人が隣に座ってると、すごくやりづらいのも、ゆるぎない事実。こっちには、さほどやる気もないし。


    「ああ、そうだ、鶴見君、君が昨夜作った復命書を読んだのだが」


    「はい、なんでございましょうか、課長補佐？　不都合な点がございましたか？」


    「あった」


    　くそ、誤ご魔ま化かされてはくれないか！


    「この『廃校の教室内で、きらびやかでどことなく子供っぽい服装をしている十代半ばとおぼしき少女がいた。少女は魔法が使えると言い出し、つきたまを入れていた瓶びんをこちらに向けて、何やら呪じゆ文もんめいたものを唱えた。つきたまは発光したようにも見えたが、それ以上の変化もなく、業務妨害にも傷害事件にもあたらないと判断し、廃校に立ち入らないよう伝えて帰庁した』という部分に問題がある」


    　ほぼ全文だった。


    「あの、それはふざけているように見えるかもしれませんが事実です。光ったように見えたのも事実で……」


    「私も鶴つる見み君がウソを書いてるとは思ってない。上司に忠実な立派な部下だからな」


    　なぜ、部下を褒ほめている発言なのに、目が笑ってないんですか、課長補佐。


    　笑ったら無茶苦茶かわいいのに！　宝の持ち腐れじゃないか。いくら年上とはいっても、これほどチャーミングな方はこの庁舎にいないぞ、マジで。


    　そんなこと言ったら、誰だれもやりたくないような仕事をする部署に配置されたりとかマジでありうるので言えないが。君くん子し危あやうきに近寄らずである。


    「しかし、この『業務妨害にも傷害事件にもあたらないと判断し』というところが気に入らない」


    「それは、どうまずいのでしょうか……？」


    「このレベルの判断を君がしてどうする？　私に連絡しろ」


    　そりゃ、そうですよね……。
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    　やはり、まずかったか。どうにかなるという甘い考えが悲劇を生んでしまった。


    　だが、報告すると、薬やく師し寺じエナというあの痛い女の子が痛い目に遭うのが想像できたのだ。痛い子とはいえ、おおごとにするのも気まずいし、穏便に済まそうと思った。あと、俺のほうの業務が増える危険もあるし。


    「それで、この子はかわいかったか？」


    「は……？　あの、どういう意味でしょうか？」


    「言ったとおりの意味だ。明らかに何か問題があったのに、かわいい子に泣かれて許しちゃったとか、警察に通報するのをやめにしたとか、まさかそんなことはないだろうな？」


    　やはり六ろく条じよう課長補佐は怖こわい。性せい悪あく説せつで世界を見ている。


    　しかも、微妙に合ってる。


    　今思えば、あれは泣き落としと言えなくもなかったのではないか……。泣いているからって、許してはいけなかったのではないか……。ごめんですんだら警察も謝罪会見もいらないってわけだ。


    「まさか。僕はもっとドライな人間ですよ。そんなこと、ないですよ」


    　課長補佐の前では「俺」という一人称は使いづらいので、「僕」にしている。下げ僕ぼくの「僕」だ。


    「そうか。それでは、私の性格が少し悪すぎたみたいだな」


    　つい、「はい、そうです」と言おうとして止やめた。


    　世の中、本音を言えばいいというものではない。建前によって日本文化は成り立っているのだ。俺は文化と伝統を守りたい。


    「心配するな、これでも性格が悪いという自覚はある」


    　自分がそう思っているからといって、俺が言えるということにはならない。「私ってバカだよね」って言う女性に「うん、お前はバカだ」と追認する男はたぶんモテない。


    「つまり、こういう性格の悪い人間に詮索される隙すきが、この復命書にはあるのだ。いいか？


    鶴つる見み君自身の身を守るためにも、こんな書き方はダメだ。『課長補佐に経過を報告した』と書き換えておくように」


    「わ、わかりました！」


    　恭うやうやしく復命書を受け取る。


    　怖かろうとなんだろうと、しっかりと後輩を指導してくれる先輩には間違いない。


    「それから、この謎なぞの女の正体がわかるものはあるかな？」


    　ぎくっ！　ほんと、要点押さえてくるな、この人……。


    　実は名刺があるのだが、渡すと人として大切なものまで渡しちゃう気がした。


    　おそらく渡せば課長補佐は「鶴見君のそういう従順なところは好きだ」などと笑ってない目で言うだろうが、そんなまったく心のこもってない睦むつ言ごとを囁ささやいてもらうために、薬師寺エナを売るのはひどい気がする。どうせ、黙っていれば絶対わからないのだし。


    「いえ、逃げられました。もしかして、怪しい団体が廃校を使ってたとか、そんな話があるんですか？」


    「あそこが使われていた実績はない。だが、厄やつ介かいな団体はこのへんにいるからな」


    「厄介な団体？　暴力団系統ですか……？」


    「つきたまを守れと言ってる団体はいろいろとあるだろう。弱小から小物から雑ざ魚こまでいろいろとだ」


    　全部恐るるに足らずかよ。


    　ただ、つきたまを守れと言ってる団体と言われれば察しはついた。なかなかうっとうしい連中だ。


    　現在、つきたまに対する世論は大きく三つに分かれている。


    　まず、無害らしいし、どうでもいいやという意見。これが大多数。どうでもいいので、何も気にしてない。なんか見えないものがあるらしいけど、問題もないのだったら、そりゃ気にはしないだろう。人間にも環境にも悪影響をおよぼさない細菌がいたとして、そんなものに興味を示す人間はほとんどいない。


    　次に、よくわからないけど気持ち悪いし、むしろよくわからないということが気持ち悪い。もしも有害だったら困るので排除してくれという意見。


    　県としてはあんまり金をかけたくもないが、住民の声を無視するわけにもいかないし……ということで、我々の組織、つきたま事務所が作られた。我々はいわばガス抜き機関である。


    　最後に、つきたまは人類のパートナーだから仲良くしていこうという意見。


    　根拠はよくわからないが、ラブアンドピースを主張している団体はいつの時代もいる。そして、根拠はよくわからないが、こういう団体は政府とか役所に対してはサーチアンドデストロイの精神で向かってくる。俺たちにもラブをくれ。


    　往々にして、動物というのはかわいいと思う人にはかわいいし、キモいと思う人にはキモく見える。人間の顔みたいなものだ。かわいく見える側からすれば、駆除されるのは心苦しいのだろう。だから市民団体を作って立ち向かってくる。


    　ん……？　市民団体？


    　薬やく師し寺じエナの名刺にそんな言葉が書いてあった気がする。


    「どうした？　何か思い当たることでもあったか？」


    　課長補佐はこちらの表情の変化を見み逃のがさない。生きている監視カメラである。


    「いえ、なんでもありません。昨日会った子は、いかにも小娘って感じでしたし、そういう団体というか、集団行動とか取れなさそうなタイプでしたよ」


    「小娘か。でもな、鶴つる見み君、女は化けるのだよ」


    　妖よう艶えんな狐きつねのような笑えみが課長補佐の顔に宿る。


    「私も十年前はそんな小娘だった」


    「ははは、またご冗談を。課長補佐に限って、ありえません」


    　…………しまった、つい言ってしまった……。


    　作らなくてもいい敵を作ってしまう行為はすべてマイナスだ。楽しく公務員生活を送るには、仕事の量が少ないことも大事だが、環境がもっと大事である。どんなに楽な仕事でも、両隣がゾンビだったら俺は退職する。


    　お気楽公務員川柳②　思っても 口にはチャック まず吟ぎん味み


    　あなたは十年前から絶対黒かったですよ。生徒会とか陰でコントロールしてたでしょ──とまでは言わなかったが、小娘ではないとまでは言ってしまった……。


    「先輩の過去を否定するな。バカ……」


    　課長補佐は少しむっと不機嫌な顔をされた。顔もちょっと赤くなっていた。


    　ただ、感情が外に出る分、いつもよりかわいく見えた。新ジャンル、怖こわかわいい。


    「すみません、以後気をつけます……」


    「長生きしたかったら、そうしろ」


    　課長補佐、もはや冗談なのか、比ひ喩ゆなのか、本気なのか、さっぱりわかりません。


    「あと、敵にまわす人間は選ぶようにな。私と戦って勝てる自信がないなら、無理はせんことだ」


    「腕うで相撲ずもうですら負けそうです。委細承知しました」


    「いくらなんでも、そんなことはないだろう。だったらやってみるか」


    「そしたら、受けてたち──やっぱり、いいです……」


    　課長補佐の手をぎゅっと握るというのは、なんかセクハラ的でまずい気がした。こういうところは避けて通るにこしたことはない。


    　と、そこに場違いなほど元気な声が聞こえてきた。


    「あっ、おはようございます！　おはようございます！　おはようございますっ！」


    　出勤するなり、全職員にあいさつをしてまわる、パワフルな女子、初はつ瀬せ射鹿いるか、二十四歳、独身。彼氏がいるのかどうかは未確認。


    「あっ、鶴つる見みさ～ん、おっは～！」


    「ああ、おはようございます、いるかん」


    　いるかん、というのは初瀬さんのニックネームである。


    　あほっぽい呼び名だが本人は気に入っているらしい。


    　というか、本人の一人称でもある。マジで。


    「今日も元気に頑張りましょうね～。いるかんも頑張りま～す！」


    「いるかん、ところで、昨日までにやってって言ってた相談者のデータ入力作業、終わった？」


    「あっ、忘れてた～、てへっ」


    　わざとらしく、いるかんは自分の頭を小こ突づいた。「てへっ」じゃねえよ。


    　人によっては、小こ突づいた十倍の威力で殴なぐってやろうかと思うらしいが、俺は心が広いのか、諦あきらめがいいのか、そういう感情は起こらない。殴るのは一瞬、処分は永遠だ。


    　いるかんは臨りん時じ任にん用よう職員とかいう立場の人で、早い話が期間に定めのあるパートみたいなものだ。勤務日数は月に二十日。


    　これでもつきたま駆く除じよ士し二級の資格はあるらしく、もちろん窓口業務もこなせることになっているのだが、窓口に立たせるとトラブルの元になるので、裏方を中心にやらせている。しかし、その裏方でも決して活躍しているとは言いがたい。


    　ひと言で言うと、使えない奴やつなのだ。


    　ぶっちゃけ、大半の職員は真ま面じ目めにやってるのだが、こういうキャラが目立つせいで、公務員全体がダメな感じになったりしてしまう。そりゃ、ダメな奴を探せばいくらでもいるわけで、悪い奴探しではなく、いい奴探しをしてほしいと思うことがままある。


    　そもそも、いるかんは臨時任用に採用されたはいいが、将来どうするつもりなんだ？　そのうち契約期間が終わると思うのだが。稼ぎのいい夫を見つけるつもりなのか？　でも、稼ぎのいい人はこの人を嫁にするの、ためらうと思うぞ。


    　表現に問題があるが、かわいいだけがとりえ、なのだ。


    　ちなみに、女性差別じゃないぞ。だって、この発言をしたの、六ろく条じよう課長補佐だから。


    　六条課長補佐はいるかんを蛇だ蝎かつのごとく嫌っておられる。いるかんは天然すぎるので気づいてないらしいが、課長補佐はいるかんの前だと目も顔もいっさい笑わない。たいてい、顔ぐらいは笑うんだけどな。


    「そしたら、いるかん、今日中に入力やっておいてもらえる？」


    「え～、面倒くさいな～」


    　期限を破られたのに、なんでこんなこと言われるのだろう……。きっと俺は試されているのだ。ここで感情を乱さなければ解げ脱だつとか悟さとりとかそういう境地にいけるのだ。だが、その前にストレスがたまって胃い潰かい瘍ようになりそうだ！　肉体を超越することはできん！


    　しかし、それでも公務員たるもの、耐えねばならん、こらえねばならん。


    　こう考えよう。いわば、いるかんは神なのだ。


    　神だから人間とは違う価値観で動いている。人間が想像できないところで笑い、人間が想像できないところで怒る。人間の論理にあてはめようとすること自体無駄である。


    　なので、こんなふうに対処するが吉。


    「面倒くさくてもお願いします。今度、お土産みやげ買ってくるから」


    「わ～い、じゃあ、やります！」


    　具体的な期日を何も言ってないのがミソだ。どうせ、そのうちお土産のことも忘れてしまうので、金銭的リスクもない。


    　さて、いるかんは俺へのあいさつを終えたので、隣の席に向かった。


    「滝たき理りちゃん、おはようございます」


    「はい、おはよう」


    　泣く子も黙る課長補佐を滝理ちゃんと呼べるのは、世界広しといえども、いるかんだけだと思う。


    　もちろん、最初の頃ころは身分とか立場とか考えろと言われていたのだが、守る気がないので課長補佐もスルーすることにしたらしい。俺にとってはエベレスト登頂ぐらいの難易度のことをいるかんはやり遂げたのだ。そこんところは評価せざるをえまい。でも、よく考えたらエベレストに登ったことで誰だれかの役に立ったりはあんまりしない。自己満足の要素が強いよね。


    「初はつ瀬せさん、もう少し真ま面じ目めに仕事してほしい。そうでないと、次の仕事の更新もできなくなってしまう。クビになったら君も困るだろうに」


    「やっだな～、クビだなんて～。まっさか～」


    　いやいや、いるかんの場合はありうるよ！　リアルにありうるよ！


    「そうか。初瀬さんは自己反省能力が高いから、きっと大丈夫だろうな」


    　課長補佐、皮肉が直接的すぎます。


    「はい、頑張ります！」


    　そして、気づかないいるかん。


    　ああ、いるかんと仕事するのは今年度がラストかもしれない。新卒の子が入らないと職場の平均年齢があがるな……。


    　不穏極まる職場環境で鶴つる見み満みつ流るはたくましく生きています。


    　そんな朝の洗礼を受けているうちに、八時半のチャイムが鳴る。


    　業務開始の時間だ。


    　住民からのつきたまに対する苦情・相談を聞くのが我々の仕事だ。苦情といっても、こっちが直接怒られるわけではないから、さほどつらくはない。あくまでも問題を起こすのはつきたまであって、こっちはトラブルを解決してやる側である。


    　あんまり面倒なことにならなさそうなおばあさんが発券機から番号札をとったのが見えたので、コールボタンを押す。


    　ここだけの話、窓口の人間は、郵便局にしろ、銀行にしろ、客の顔を絶対に見ている。機械で呼び出そうと、呼び出す人間は機械ではないのだ。


    　こいつ、うっとうしいなと思われると、呼ぶのをためらわれたりするので、窓口ではまともな人間として振る舞ったほうが無難である。マジで。


    『２番の番号札でお待ちのお客様、７番窓口へお越しください』


    　聞き慣れた女性ヴォイスのアナウンスが館内に響く。


    　なお、五分以上待たせている場合は、『お待たせいたしました』と枕まくら詞ことばがつく。


    　十分以上待たせている場合は『たいへんお待たせいたしました』とさらに丁てい寧ねいになる。


    　三十分以上待たせると、たまに待たされている客が文句を言い出す。


    　今回は待ち時間なしなので、お互い気楽だ。


    「おはようございます、鶴つる見みと申します。今日はどういったご相談ですか？」


    「あのね～、近ちか頃ごろ、近所のゴミ捨て場にね～、つきたまがたくさん集まってるらしいんよね～、ただ、わたしにはよう見えんのやけど、どうもそうらしくてね～、もし県のほうでどかしてもらえるんやったら、どかしてもらいたいな～と思ってね～」


    「はいはい、ご住所、どこか教えてもらえますか？」


    「長なが堀ほり町ちようの三丁目なんやけどね」


    　ここでパソコンに住所を入力する。具体的な場所を確定しておくのだ。


    「はいはい、長堀町三丁目ですね。ええと、このへんですかね？　わかりました。それで、何か具体的なトラブルになっているとか、そういうことはないですか？」


    「別にそういうもんはないみたいなんやけど……」


    「そうですか。県のほうでも繰り返し言っているんですが、つきたまが集まることによる被害というのは、とくに報告されていません。それで病気になるなんてことはありませんし、心のほうに悪影響を与えることもありません」


    「はあ、そういうものなんやね～」


    「ただですね、一部の人には見えてしまうわけで、そうなると、気になるというか、落ち着かないということはあるわけですね。もし数が多すぎるようでしたら、排除を県のほうで行いますので。ただ、なにせ、つきたまはどこにでもいるでしょう。だから、すべてを排除しようとするとお金が足りないんですね。税金は有限ですから。そこはご理解ください」


    「ようわかったわ～。では、よろしくな～」


    　おばあちゃんは帰っていった。


    　これが基本的な窓口業務である。


    　慣れれば同じようなことをひたすら話すだけなので楽だ。


    　ただ、全部が全部楽な人ではない。


    　たまに難なん癖くせつけるのが目的みたいなクレーマーとか、つきたまのせいで運気が悪くなったとか、就職に失敗したとかいう変な連中が来る。そういう奴やつに限って暇ひまなので、長く居座ったりする。そんなのに昼前にぶつかったりすると食事時間がまるまるつぶれたりする。十二時になったら、すぐにご飯を食べにいって、のんびり十三時前に戻ってくるのが理想の昼休みである。


    　そしたら、昼休みの十二時から十三時の間は誰だれが窓口をやるのかという話だが、これは昼当番というのが決まっていて、数人で乗り切ってもらう。昼当番のメンバーは十三時半から休憩に入る。


    　どうして十三時から休憩しないのかというと、十三時になった瞬間にはよほどすいてない限り、昼当番のメンバーは窓口で接客中なので、昼休みが削られてしまうからだ。休憩に関して不公平がないよう最大限の努力が払われているのだ。


    　相談窓口とは、窓口職員と客との戦いの場なのだ。戦いである以上、勝ちたいものだ。さっきのおばあさんは弱い敵だった。


    　でも、たまに自分たちのやっていることは、ちょっと危ういのではないかと思う時もある。


    　人類はつきたまという、よくわからないものにあまりにも慣れすぎてしまっている。普通は目にも見えないし、触れることもないし、害もなさそうだからということで、大半の人間が気にもとめず、生きている。


    　でも、それって、昔の人が不思議な現象をタヌキやキツネのせいにしたように、今の人類にはよくわからないものを「つきたま」として処理しているだけなのではないか？　五百年後の人類に、「当時の人はこの現象を『つきたま』だと考えていたらしいね」とか言われたりすることになるんではないだろうか？


    　つきたまが何なのかという謎なぞは残っているのに、現時点でわかっていることだけで、仕事をこなしていくのって、どこか気味の悪いことではある。だからといって、つきたまを宇宙人だとか、神が顕けん現げんした姿だとかテキトーにほざく連中にも賛同できないが。


    　今のところ、つきたまを生物と見なせる根拠は何もない。自己複製もしないし、ＤＮＡとかもない。なら、いったい何なのか。どうして一部の人間に見えて触さわれるのか。


    　ときどき、不安になるのだ。自分のしていることは正しいのか、正しくないのか。


    　もちろん、職員にできるのは業務をこなすことだけなんだけどね。


    「いつも、あのおばあさんみたいに物わかりがいい客だったらいいのだが」


    　隣の六ろく条じよう課長補佐がため息をついて言った。この人は、いわば戦場の司令官である。


    「そうですね。でも、この窓口そのものがガス抜きみたいなもんですからね。今にも爆発しそうなのが来ても仕方ないです。来てほしくないですけど」


    「まさしくな。全部の案件を実行する予算もないし時間もない。あんまり予算をかければ、つきたまに興味もない大半の側から金を使いすぎだと叩たたかれる。だから、話だけは聞きますということで作ったのが、この部署だ」


    　職員間なら、建前なんて一切不要というのが課長補佐のスタイルだ。


    　本来、つきたまの駆除だけが目的なら、相談窓口なんていらないのだ。排除する人間だけ揃そろえておけばいい。ようは、住民に我慢させるために窓口を設置したわけだ。


    　世界が善人だけなら警察はいらないが、常に悪人はいるので警察がなくなることはないのと同じだ。不満を持つ人が存在する限り、つきたま事務所も存在し続ける。


    　ところで話は変わるが、こういう窓口は曜日によって忙しさというものが違う。


    　土曜は、まず確実に忙しい。


    　なので、土曜に出勤する人は大変だ。誰だれもやりたくないから、シフト制で決めている。ちなみに土曜に出勤すると代休はもらえる。本来は週休二日だからな。


    　そしたら日曜はどうやねんと思われるかもしれないが、日曜は閉める。皆様もつきたまのことなんて忘れて日曜ぐらいゆっくり休んでください。


    　週の頭の月曜日もたいてい忙しい。


    　土日の間に「そうだ、相談に行こう」などと決心がつくのだろうか。月曜だけ三割引きとかそういう特典は何一つないのに、なぜか混こむ。


    　逆に週の後半の木曜や金曜はすいていることが多い。


    　理由はよくわからないが、そうなっている。混んでる日に来る人には、木曜や金曜はすいてますよとアナウンスしているのだが、なかなか改善されない。


    　そして、今日は金曜日なので、正直、楽な日だった。


    　昨日のように調査目的の出張が入ったりすると話が違ってくるが、本日は窓口勤務だけだから、そういう心配もない。


    　よーし、帰りにタツヤでＣＤでも買って帰るか。マノ・フランクの新譜も出たはずだし。安い賃金だがお布ふ施せに貢献せねばならない。


    　マノ・フランクは人気沸騰中のギターロックバンドである。曲もいい。歌詞もいい。演奏技術も高い。そして、なによりヴォーカルのマノの表現力がハンパない。あれで、まだ高校三年生というのだからおそれいる。


    　聴きもしない奴やつに限って、高校生だからウケているだけだとか言うのだが、「バカめ」としか言いようがない。女子高生だけでウケたら、音楽業界は女子高生ヴォーカルばかりになってなきゃおかしい。そんな単純な話なわけないだろうが。


    　むしろ、ハイクオリティのバンドサウンドに負けない歌唱力があるからこそ、マノ・フランクは一つのバンドとして成立しているのだ。もし、ちょっとでも歌に力がなければ、その弱点がかえって目立ってしまう。大人に立ち交じって、大人に負けない力を発揮しているのだ。そこんところは忘れないでほしい。


    　歌ってる時のマノは何かが宿ってる。ちょっと人間じゃないんじゃないかって空気すらある。はあ、もうちょっと職場に音楽について話し合える人が多ければな……。


    　ずいぶん雑念だらけでだらけているが、それぐらいすいてるのだ。誰だれか来ても、ほかのみんなも手が空すいてるから俺の落ち度にはならないだろう。


    　でも、前線が平和だからといって、後方部隊まで平和かどうかはわからない。


    　というか、明らかに後ろの事務作業用の机で何やら事案が発生していた。声が聞こえてくるのですぐわかる。


    「初はつ瀬せさん、ちょっといいか」


    　六ろく条じよう課長補佐が後ろに行って、初瀬さん（つまり、いるかん）に話をしている。また、何かやらかしたんだろう。


    　露骨に振り向くのはどうかと思うし、ここは音声だけで楽しむとしよう。


    「はい、何でしょうか～、滝たき理りちゃん」


    「会計用の書類作成なんだが、これ、鶴つる見み君のほうから君に振ってる仕事だよな」


    「はい、そうですけど～」


    「シュレッダーにかける不要書類の中に、請求書の原本や契約書が入っていた」


    　何だと……？　思わず振り向いた。


    　寒気がした。


    　そういえば、忙しくて初はつ瀬せさんが仕分けしたもののチェックをやっていなかった。


    　なお、これはどういう仕事かというと、つきたま事務所で購入する商品の支払い書類を、「資料として残さないといけないもの」と「あくまで参考用に添付していただけなので処分してもいいもの」に分けてもらう作業だ。


    　なかでも大切なものが、事務所内で購入決定の決裁をとった紙・事務所内で支払いの決裁をとった紙・契約書・業者から送ってきた請求書などになる。


    　これをいいかげんにしておくと、架空に何か請求していたんじゃないかとか、粉飾があったんじゃないかとかいろいろと疑いをかけられる。


    　つか、リアルなところでは、隣の県で、買ってない二百万の物を買ったことにして、着服していた事件があった。きっと、逮捕された人は人生終わったんだろうな。少なくとも、公務員として終わったのは間違いない。二百万で終わる人生とか割りに合わなすぎる。


    　お気楽公務員川柳③　犯罪は 自分を殺す 危険物


    　いや、公務員じゃなくても犯罪はしちゃダメだが……職業柄、ニュースにされるリスクも高いし、余計に危ない。


    　さて、自分から犯罪やるのは論外としても、支払いの書類も必ず残しておかねばならない。犯罪かと疑われるおそれがあるからだ。


    　県の上のほうから監査に来られることもある。


    　市民団体からチェックされることもある。


    　だから、会計処理は透明ですよ、すっけすけですよということを示すためにも支払い書類の管理は大切なのだ。


    



    　その大切な書類を初瀬さんが誤って捨てようとしていたらしい。←今ココ


    



    　まさか、こんなことが……。作業自体はすごく単純な仕分けだから、間違うこともないだろうと思っていたのに……。


    「言うまでもないことだが、契約書を捨てたら大変なことになる。そこんところ、わかっているかな？」


    「あ～、いるかん、甘かったですね～。最後に鶴見さんがチェックするからいいかな～って」


    　いるかん、さりげなくこっちに責任転嫁か。見事な処世術だぜ……。敵ながらあっぱれだ……。でも、俺に聞こえるところで、その発言はマイナス百五十点だな……。


    　たしかに最終的には職員の俺がチェックすべきことだけど、これ自体はいるかんのミスだろう……。そこは素直に「ごめんなさい」って言うのが日本人の美徳じゃないの……？　それとも、俺の日本人観が古臭いの……？


    「鶴つる見み君がチェックしないといけないのは事実だ。管理責任者として鶴見君には問題がある」


    　ズバっと課長補佐が言った。そうですよね、原則論だとそう言うしかないですよね……。


    「だが、初はつ瀬せさんもチェックしないといけない。鶴見君が忙しくて、チェックが遅れることもある。もし間違ったまま破棄されてしまったら、大変なことになっていたぞ」


    　しかしながら、今回ばかりは六ろく条じよう課長補佐もさすがに俺をフォローしてくれた。


    　課長補佐、部下を守ってくださって本当にありがとうございます。このお返しはやれたらやります。


    「は～い、これからは気をつけます」


    　ほんとに気をつけてくれよ、いるかん……。くそ、たまっていた事務作業を、少しいるかんに振ろうとしたが、無理だったか……。


    　リスクがあまりにも高すぎる。悪魔との契約みたいなもので、大切な何かを失ってしまうかもしれない。具体的には、書類とか。


    「あとで鶴見君にも報告しておくから、初瀬さんもひと言、鶴見君に謝っておいてくれ。それで話が円滑に進む」


    「あれ？　いるかんが悪いんじゃないんですよね？」


    　課長補佐の背後に殺意の黒い炎があがったのがわかった。


    　管理職って大変だな……。


    「たしかに制度上の責任は初瀬さんにはない。でも、初瀬さんのイージーミスで起こったことだろう。そこはわかっておいてほしいな。これは君の人間としての器が試されているのだと思ってくれればいい」


    「いるかんは大器晩成型だって友達が言ってました！」


    　話がかみ合っていなかった。


    「そうか、死ぬまでに大成できたらいいな。早く、君の実力に応じた職場が見つかることを祈っている」


    　事実上のクビ宣告じゃないか、これ……。


    　やはり、人間、コミュニケーション能力は必ひつ須すだ。これがないせいで、職を失うこともあるということだ。あなおそろしや……。


    　しかし、いるかん無む双そうはこの程度では終わらなかった。


    「ところで、初瀬さん、さっきから何を食べている？」


    「『きのこの山脈』と『たけのこの農村』ですよ～。どっちを買うか迷ったから、いっそ両方買っちゃえって思って～」


    　あれを両方買うってすごいな。意外と高いぞ、チョコレート系菓子は。


    　だが、問題はそんなところではなかった。


    「あのな、ここで広げるのはまずい」


    「お菓子、おいしいですよ？」


    　いるかん、文脈を読めてない。どう考えても「まずい」の意味が違う。


    「ここの席はな、たしかに裏方ではあるが、窓口に座ってるお客さんから見える。公務員が勤務中にばりぼりお菓子食べてるように見えるのはあまりよくないわけだ」


    「いるかんは臨りん時じ任にん用ようですよ～」


    「そういう問題ではない！」


    　ストレートに課長補佐が突っこんだ。ちょっと、怒鳴りかけてたな……。


    　今のくだりはヤバかった。俺が課長補佐ならリミットブレイクしていた可能性があった。バールのようなものを振りかざしかねなかった。


    「滝たき理りちゃんもお菓子いりますか？」


    　ここでお菓子を勧めるとか、いるかん、マジ豪ごう傑けつ！　張ちよう飛ひぐらいには豪傑！


    　妙に間まがあった。
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    　課長補佐も精神を落ち着けているのだろう。


    「甘いものは好きではないんだ……」


    　課長補佐の発言が事実かどうかは神と課長補佐のみぞ知る。でも、今後間違っても、「きのこの山脈」と「たけのこの農村」は勧めないほうがいいだろう。


    　今の課長補佐の心の声を代弁すると、きっとこんな感じになるだろう。


    （一を聞いて十を知れとは言わない。だが、せめて十を言ったら五ぐらいはわかってくれないか。こっちだって忙しいんだよ。お前の相手なんてしてられねえんだよ。バールのようなものをお前に向かって振り下ろすぞ）


    　おそらくだいたい合ってると思う。


    「もう一度だけ言おう。ここは一般の会社じゃない。あまりお菓子をばりぼり食べるのが見えるとよくない。投書されたりしてルールが厳しくなると、みんなが迷惑する。それに窓口の人間は食べながら働けないわけだ。そこのところはもう少し考えてあげてほしい。お菓子を持ってくるのはいいが、少なくともお客さんの目から見えないようなところに入れておいてくれ。ほら、机の引き出しに入れるとか。わかった？」


    「は～い」


    　課長補佐、お疲れ様です。管理責任者って大変ですよね。ほんと、ヒラでよかった。


    「あっ、鶴つる見み君」


    　あれ、声がこっちに……。


    「手が空あいたら、来てくれ。というか、今、手が空いてると思うから来てくれ」


    「呼び出しですか……。校舎裏ですか？　屋上ですか？」


    「ここは校舎ではないし、屋上は防犯上の問題から原則立入禁止だ。小会議室に来てくれ」


    　謎なぞの呼び出しを受けた。


    　しかも、明らかにいるかんのせいで機嫌悪くなってる時に……。


    



    　なお、小会議室は本当に小さくて狭い。六人ぐらいが入るといっぱいになる。ここ、マジで取り調べ室……。密室と呼んでいる人すらいる。


    　ここで話されることの九割は公言がはばかられることだ。コピー用紙を複写機に補充する仕事など、とくに今やる必要のない雑用を行って時間を稼いでから部屋に入った。もちろん、おそるおそる……。


    　テーブルに紙コップに入ったお茶が二つ置かれていた。


    「課長補佐、何でしょうか？」


    「鶴見君、バカとハサミは使いようという言葉があるな」


    「はい、あります」


    「鶴見君、君はバカの使い方が下へ手ただ」


    　いるかんのことですね、わかります。わかりすぎます。


    　婉えん曲きよくといえば婉曲なのだが、隠す意図のない表現だった。


    「そうですね……。思った以上にこれが曲くせ者ものでして……」


    「正直、私もあのクオリティの人間は見たことがなかったので、よくわからない」


    「ええ、枠に収まりきらない人物だと思います」


    「鶴つる見み君、物品で買いたいものがあるんだが、起案を作ってくれないか」


    「はい、何でしょうか？　そんなの十分もあればできますよ。でも、まさか、バールのようなものとかじゃないですよね？」


    「正解だ」


    「何に使うつもりなんですか！」


    「いや、酒に酔った変質者が乱入してきた時の防衛手段や、何度言ってもこっちの言うことが理解できない部下を指導するための目的で使えるのではないかと思ってな」


    「後者での使用しか想定してないでしょう、それ」


    「私は善人でも悪人でも組織の役に立つならそれでいいと思っている。だが、使い物にならないのは困る」


    「わかります！　よくわかりますが、こらえてくださいっ」


    　ああ、本当に溜ためこんでたんですね、課長補佐！　あんまり溜めこまないでください。こっちに、とばっちりが来る危険もあるので。


    「はあ……地道に教育していくしかないか。私も十年前はあんなふらふらした娘だったしな」


    「いや、それは絶対ないです」


    　しまった、また言ってしまった……。とはいえ、課長補佐、最近、十年前を捏ねつ造ぞうしすぎですよ。いくら、失われた過去の検証が難しいからといって、脚色が強すぎます。そんなんだったら、俺も十年前は聖剣を片手に魔王を倒しに行っていたとか言いますよ──とまでは言えない。


    「鶴見君、最近言うようになったじゃないか」


    「いえ、これはジョークでございまして……」


    「やられたほうがセクハラと思えばセクハラだ。ジョークでないと思えばジョークではない。その点を覚えておいてくれ」


    　ああ、また舌ぜつ禍かが……。でも、今の課長補佐は目も顔も笑っているから一応大丈夫なんじゃないのかな……？　過去の観測からすると、そうなるはずなんだが。


    「それで、ちょっと、ものは相談なのだが、あ、お茶は飲んでくれ」


    　そういえば、いれてもらっていたのだった。


    　偉い人にこういうことをやらせるのは恐縮だが、入室した時点で用意されていたのだから、やむをえまい。


    「それじゃ、いただきます」


    「それで、話というのはな、ほかでもない鶴つる見み君に特命を与えたいのだ」


    「と、匿名？　まさか、初はつ瀬せって職員がダメだとか利用者を装よそおって投書しろとかそういうことですか？　ご意見ボックスはたしかに設置してますけど、それはいくらなんでも！」


    　いるかんに多大な問題があるとしても、そこまではできない。本音を言うと、手を汚したくない！　余計な罪悪感とか意識したくない！


    　お気楽公務員川柳④　暗躍は こわいあぶない 割りに合わない


    「…………鶴見君、とくめい違いだ。名前を秘するのではなく、特別な命令のほうの特命だ」


    「あ、なんだ、よかった……。たんなる特命かあ。あれ、特命？」


    　いったい、何を……？


    



    「貴殿を初瀬射鹿いるか教育係長に任命する」


    



    「きゃ、きゃ、きゃ、却下しますっ！」


    　早口言葉に失敗したみたいになってしまった。それぐらいびっくりした。


    「そんな五人中三人が任期途中で心を病むような、ゲリラ戦の真まっ只ただ中なかみたいな仕事困りますよ！　しかもオリジナルな役職だから役職給もつかないじゃないですか！」


    　はっきり言って汚れ役もはなはだしい。明らかに若手に嫌いやな役を押しつけておこうという魂胆が見える。こんなの、あんまりだ。


    「今、私がいれたお茶飲んだよな」


    「えええ！　このお茶にそんな伏線がっ！」


    「ちなみにお茶はコンビニで百五円で売ってる、一リットル紙パックのやつだ」


    「そんな一杯二十円程度のもので、『うん』と言わせる気ですか！」


    　いくら薄給とはいえ、それは安すぎるだろう。せめて「たけのこの農村」一個分ぐらいは出してほしい。それでも安いけど。


    「それじゃ、月に一回、私がご飯をおごってあげるというのは？」


    　大幅に待遇がよくなった。


    　いや、心労を考えるとそれでも割りに合うかわからないのだが、なんというか、課長補佐みたいな人がどういうお店で食べているのか、純粋に気になる。


    　それに課長補佐のような美しい人とご一緒できるなら、悪い話ではあるまい。


    　──などと無理矢理、自分を納得させようと試みている。たぶん、断れないんだろうし……。


    「上司の言うことは聞くものだ」


    　ダメ押しでパワハラ系の発言が来た。


    「そのかわり、ちゃんとした店でおごってくださいよ。牛丼チェーンとか、ファストフードとか、そういうのはナシですよ……」


    「わかった。これは私の格も見られるわけだからな、それなりの店にご案内しよう」


    　おお、これは期待のできる発言だ。急にやる気が出てきた。


    「わかりました、それで話を飲みましょう……」


    　こうして、俺は初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長（県非公認人事）に昇進したのだった。


    「それじゃ、早速だが、今日の駆除の出張、初瀬さんと一緒に行ってくれ」


    　本当に早速だった。


    　二日連続、出張かよ……。


    



    「わ～い、ドライブ、ドライブ～」


    　机から離れられるだけで、いるかんはテンションが高い。こういう何気ないことに喜びを感じられる人生って、とても幸せなことかもしれない。


    　当たり前だが車は駐車場にある。つきたま駆除の出張は小型ワゴン車で行う。こいつの後ろにつきたまを入れておくためだ。


    　そういえば、二人でつきたま駆除というのは久しぶりだ。


    　公務員になりたての頃ころは勝手もわからなかったから、ほかの先輩についていっていたが、慣れてきてからは一人で動くのがメインになっている。


    　一か所に二人が出ていくと、二か所だけで四人も抜けることになる。そんなに減ると、さすがに窓口のほうにしわ寄せが来る。


    「ところで、いるかんって運転できるの？」


    「毎日乗ってますよ、自転車なら」


    「……俺が運転しよう」


    「あっ、いるかんも免許持ってるんですよ。四度目で受かったんです」


    「三回の不合格で済んでよかったね」


    「教官の人に『免許はあげるけど、あまり乗らないようにしてほしい』と言われました」


    「そんなんで合格させるなよ、教習所！」


    　運転をいるかんに任せて助手席に乗るのは、ジェットコースターよりもスリルが味わえそうだ。本当に事故になるかもしれないというドキドキ感がやみつきになるかも。でも、やみつきになる前にいろいろと終わりそう。主に人生とか。


    「今日は、どこに行くんですか～？」


    「市内のスーパー。つきたまが増えすぎて、見える人にとって仕事の邪魔だから、どうにかしてくれということらしい。スーパーは優先度合いが高いからね」


    　横からチョコレートのにおいがしてくる。


    　またもや、「たけのこの農村」を食べているのか。あんまり車内に粉を落とすなよ。


    　ほかの部署が車使った時に、車内が汚れてるとけっこう文句言われるんだよ……。このままだと「チョコレートの匂においするんだけど」とか絶対に言われるわ……。


    「あっ、農村が転落しました！」


    「ギャアアアア！　いきなりやった！　帰ったら、掃除機で吸っといてね！」


    「はいは～い」


    　すっごく、気楽に言われた。俺も気楽になりたい。


    



    　スーパーに着くと、バックヤードの搬入口に案内された。


    　そこに、つきたまが集まっているらしい。裏方にいるというのは、人目をあまり気にしなくていいのでありがたい。営業時間内だから、どっちみちお客さんがいるところで作業はできないだろうけど。


    　行ってみると。倉庫に百ほどのつきたまが巣食っていた。これは邪魔だ。


    「思ったより大変そうだな」


    　大変だからこそ、早めに駆除作業に取りかかったほうがよさそうだ。


    　ボロい白手袋をつけて、勝負師の顔になる。この手袋は験げん担かつぎみたいなものだ。


    　そして、ポケットから塩の入った袋を取り出す。これで手袋をよくもむ。


    　次に、つきたまを、ぎゅっと手ではさむようにする。


    　俺はつきたまを見られるし、触ることもできる。というか、原則全職員がそうだ。


    　すごく痛い表現を使うなら「選ばれし者」である。


    　この能力がなければ、つきたま事務所に採用されなかっただろう。県公務員試験の点数はけっこうギリギリだったはずだしな……。経済学の点、悪かったんだよ……。


    「よ～し、動くなよ」


    　あとは、この手袋でつきたまを押すようにもんでいく。


    　するとつきたまはだんだんと小さくなる。


    　さらに徹底的にやると消えていくけど、そこまではやらない。時間がかかりすぎる。ある程度小さくなったら、袋に投げ入れる。


    　簡単ではあるが、この作業、一体につき、数分はかかる。なので、今回のように数が百を超えるとかなりの長丁場になる。二人がかりの仕事だから覚悟はしていたが、これは残業確定っぽいな……。いるかんも同じペースと仮定しても二時間はいる。


    　そういえば、いるかんはどういうやり方なんだろう。


    　まともに駆除方法を見たことなかった。今のところ、準備も何もなく、ぽけっとしてるけど。いや、ていうか、やれよ。


    　つきたま駆除の方法は人によって、全然違う。


    　そもそも、つきたまがわからないことだらけだから、どうすれば消しやすいかもはっきりとしない。殺虫剤のようにわかりやすい駆除アイテムもない。


    　いるかんがぽけっとしてるのに深い意味があるのか、だらけてるだけなのかわからないけど、自分のほうは動きだす。出張で帰りが遅くなるのは嫌いやだ。せっかく残業が発生しづらい窓口業務なのに、こんなところで遅くなってなるものか。そして、帰りにＣＤショップに寄るのだ。


    　ざわざわざわっ。


    　手袋についた塩をつきたまに塗りつけるようにする。


    　そうすると、なぜか水分が抜けたみたいに小さくなっていく。なぜかは不明だ。とくにつきたまが塩に弱いという報告もないし、そもそもつきたまの内部に入っているのは水じゃないから、なめくじみたいに浸透圧が云うん々ぬんということも関係ないはずである。


    「へ～、塩を使うんですね」


    　興味深そうに、いるかんが言う。今のところ、いるかんは見てるだけの姿勢だ。


    「ちょっと、漬物っぽいよね。なぜかこうやると上う手まく消せるんだ」


    　そういえば、この方法は、ばあさんが教えてくれたんだった。いかにも和風な対処方法だと思う。


    　それにしても数が多い。気分は加工場のおばちゃんだ。


    　これは、俺だけでは無理だ。いるかんの力を借りるしかない。ある意味、初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長としての腕の見せ所だぞ。


    　というか、臨りん時じ任にん用ようの人は資格がないと入れないはずだから、いるかんですら駆く除じよ士し二級は持ってるはずなのだ。絶対、駆除スキルはあるはず。ペーパー駆除士なんてものは、いくらなんでもないだろう。


    「いるかん、少しは手伝って！　俺だけじゃ無理だ！」


    「はい、わかりました～。よいしょっ！」


    　いるかんは、近くにいたつきたま一体を両手で押した。


    　ぷしゅう。


    　あっという間につきたまが縮む。


    「え……何、今の技術？」


    　神かみ業わざみたいなものを見たような……。もしや、つきたまに似せた風船だったのか？　たしかによく似てるけど、そんなドッキリをスーパーがやるはずないだろう。


    　もっとも、それは神業とはいっても、一度目を離すと二度と見られないとか、そんなレアなものじゃなかった。


    「よいしょ、よいしょ、よいしょ、よいしょ、よいしょ！」


    　いるかんは両手で、つきたまをつかむ。


    　すぐにつきたまは、縮んで小さくなってしまう。


    　それを、一秒で一体ぐらいのペースでどんどんこなしていくのである。


    「すごい……」


    　思わず感慨が口から漏もれていた。


    　俺なんて、一体駆除するのに十分ぐらいかかる時もあるのに、この速度の差は何だ……。


    　もしや、いるかんの手はつきたまにとって猛毒なのか？　触られた瞬間、縮むしかないほどの……。


    　よく見ると、いるかんは手だけではなく、全身を使って、つきたまに力をかけていた。


    　体重を上う手まく乗せて、つきたまを押しつぶしている。なんというか、和菓子作りの職人か何かではないかというような手つきだ。


    「いるかん、すごいよ！　見事な体重移動だよ！　いるかん、絶対に武道なんかもいける口だよ、これ！」


    　まさに秘められた才能だ。


    「何がすごいんですか？　縮ませてるだけですけど」


    「いや、普通はそんなペースじゃできない。ほら、三十分でどれだけ駆除できるかって大会あ


    ったでしょ、あれで入賞できるレベル。というか、それ、絶対に駆く除じよ士し一級取れると思うよ……？　どうして二級なの？」


    　今のご時世、一級があれば、就職口はいくらでもある。特殊技能を持った人間にとって就職戦争などないに等しい。民間のつきたま駆除会社で実績をあげれば、臨りん時じ任にん用よう職員の三倍ぐらいの給料はもらえると思う。


    「筆記試験で落ちました～」


    「納得した」


    　やはり、そこそこの知識は必要ということか。本物の職人には生きづらい世の中なのかもしれない。


    「さて、ラストスパートですかね～」


    　縮んだつきたまを集めて、また力を入れる。さらにつきたまは小さくなる。一部はそのまま消滅する。


    「これがプロの仕事……。俺のは所しよ詮せん、腕のいい素人しろうとだな……」


    　途中から御お役やく御ご免めんになった俺は後ろから見物していた。俺が手を貸そうが、ほとんど意味をなさない。むしろ、いるかんのペースを乱すだけ邪魔な可能性も高い。


    「よいしょ！　よいしょ！　よいしょっ！　よいしょっ！　よいしょ！」


    　前かがみになって、いるかんは作業を続けていく。


    　微妙にスカートの中が見えかけた。


    　なんか、妙な罪悪感を覚えたので、隅っこのほうで駆除作業を復活させた。


    



    　結局、予想よりもはるかに短い時間で終わってしまった。あまりに早いのでスーパーの人もびっくりしていた。俺もびっくりしています。


    　圧縮したつきたまは袋に入れて、ワゴン車の後ろに収納した。


    　これを山中にある処理施設に持っていくのだ。さらに専門的な技術で圧縮したり、消滅させたりして、つきたまは俺たちのあずかり知らぬ世界に消えていく。少なくとも、現在の人間の科学では認識できなくなる。


    「正直、見直したよ、いるかん」


    　車を運転して箕み原はら市の郊外へと向かう。つきたま処理施設はごみ焼却場の隣だ。箕原市と隣の萩はぎ谷や市の境である山の中腹にある。駅前はともかくとして、しばらく車を走らせれば、まだ箕原は畑が多いことがわかる。


    「見直したってことは、これまではマイナス評価だったってことですか～？」


    「そうです」と言うわけにもいかないので、それにはノーコメントで応対した。


    「いるかんは頭使うの苦手なんですよ～。でも、体動かすのは好きなんで、ああやって、つきたまつぶすのは楽しいですね～」


    　強い。まさに怖こわいものはないという感じだ。


    　向かうところ、敵なし。


    「あのさ、いるかん、質問なんだけど」


    「はい、何ですか？」


    「いるかんにとって、怖いものってある？」


    「ゴキブリ～」


    　すぐに答えが返ってきた。


    「なるほど。それは間違いない」


    　人によってはゴキブリよりもつきたまが怖い、なぜなら得体が知れないからだという人がいるが、絶対ゴキブリのほうが怖い。


    　だけどつきたまが怖い人の気持ちもわからなくもない。いつのまにか地球に当然のように存在し、何もしない「物」に、戸惑うのはわかる。


    　道が坂に差しかかる。ここからだんだんと山に入っていく。


    「いるかん、もう一つ質問なんだけど。こっちは答えづらかったらパスでいいよ」


    「はいはい、何ですか～？」


    「つきたまをあれだけつぶして……平気なの？」


    　俺の頭に浮かぶのは薬やく師し寺じエナのことだった。


    　何の躊ちゆう躇ちよもなく、いるかんがつぶす一方で、パートナーのように思っている子がいた。この違いはどこに由来するのか。


    　ちょっとだけ間まがあいた。


    「あのですね、いるかんの生まれ故郷は瀬せ戸と内うちのほうなんですね～」


    「うん、聞いたことがある。港町なんだよね」


    「そこでは、佃つくだ煮ににするために小魚をたくさん収穫するんですよね～。でも、それで漁師さんも食べる人も抵抗を感じるわけじゃないですよね～」


    「まして、つきたまって害虫みたいなものだもんな」


    「そんな感じですかね～。でも、つきたまって生き物なんですか～？」


    「そういえば、そうだったね」


    　つきたまは生物ではない。公務員の俺はルールに従うのみだ。


    　ちらっと、いるかんの胸のほうを見た。


    　巨乳と言ってよかった。


    　やはり胸がある人は、つきたまに執着がないのだ。この俺の経験則はよく当たる……。


    「あっ、『たけのこの農村』いりますか？」


    「そしたら、一個ください」


    　一仕事終えたあとの、一個はうまい。


    「それと、戻ったら、車内に掃除機かけてね。チョコと粉どころか、一個まるまる落ちてるから」


    　他部署からクレームがくると、すごくイラっとするのだ。


    



    「課長補佐、無事に出張終わりました」


    　帰庁後、復ふく命めい書しよを提出した。復命書を出すまでが出張です。


    「おや、やけに初はつ瀬せさんのことを褒ほめてあるな」


    　たしかに同行した人間の評価が具体的に書いてある復命書はそんなにないだろう。


    「書いてあるとおりです。いるかん、現場ではすごく活躍してくれますよ。おかげでこっちは楽ができました」


    「ふうん。若い者同士、何かあったのかな」


    　ちょっと機嫌が悪そうに課長補佐は言った。


    　どうして、全部そっち方面に収束させようとするんですか。彼氏いないなら、勝手に作ってくださいよと思う。この近くに、課長補佐に見合う男はいないかもしれませんけど。


    「いえ、あくまで仕事だけの付き合いです。それにいるかんの監督は僕の専門ですよ。初瀬射鹿いるか教育係長なんですから」


    「あっ、そうだった」


    　早くも忘れていたのか、任命権者……。


    「役職給として、ちゃんとおごってもらいますからね」


    「忘れてたら言ってくれ」


    　このまま破棄されそうだ……。そんな危うさを感じた金曜の夕方だった。忘れたとか言ったら、労働組合に訴えることも視野に入れるぞ。


    「もう、勤務時間も過ぎている。帰ってもらっていいぞ」


    　復ふく命めい書しよを作っていたら意外と時間がかかってしまって、六時前になっていた。窓口はまだ開いてはいるが、夜間対応の職員が細ほそ々ぼそとやっているだけだ。


    「では、お先に失礼いたします」


    　裏手から、そそくさと庁舎を出る。かなりいい笑顔で。


    　仕事が楽しかったからではない。明日が休みだからだ。日本人のワーカホリックは深刻なので、俺ぐらい休日を愛する程度でちょうどいいと思う。いつか俺の仕事に対する姿勢がスタンダードになる社会を待ち望んでいる。


    　以上がつきたま事務所勤務のよくある一日だ。これからも当たり障りなく、仕事をしていきたい。事なかれ主義、万歳！


    　よし、タツヤでマノ・フランクの新譜買って帰るぞ。
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    ３たま　業務中にクレーマーが来所した際における対応について


    



    



    【問題】　土曜の次は何曜日？


    



    【答え】　日曜日。プ○キュアとライダーという儀式を朝から行い、世界平和を祈願する大事な曜日。これは、まったく問題ない。


    



    【問題】　日曜日の次は何曜日？


    



    【答え】　認めんぞ、絶対に認めんぞ！　まだ、俺は日曜日なんだ！


    



    　さて、誠に遺憾ながら月曜である。


    　ブルーマンデーという言葉がある。月曜の憂ゆう鬱うつさをあらわした言葉だ。本当にいいセンスをしていると思う。


    　我われらがつきたま事務所も御多分にもれず、月曜は陰気な空気が漂う。まだ火曜も水曜も木曜も金曜もあるだなんて、こんなことがあっていいのか。倒しても倒しても次の敵が出てくる。俺は戦いたくないんだ。平和に、仕事をあまりせずに、生きていきたいだけなんだ。


    　そんな悲痛な叫びも届くことなく、出勤の時間である。しかも、月曜はその週のはじまりということ以上に厄やつ介かいなのだ。


    　なにせ、月曜は一週間の中で一番混こむ。


    　当番制の土曜開庁の次に嫌いやなケースと言っていい。


    　なお、土曜開庁は本気で最悪だ。窓口は平日に来られない人間が、この日に集中するので混み合う。しかも、出勤している職員の数が少ないので、余計に混む。そんな時に時間のかかるクレーマーでも来ようものなら、殺意が湧わく。


    　百歩譲ってクレームは許す。職員から見ても、これはさすがにまずいだろ、と思うようなところもある。至らない点もあると思う。だが、せめてすいてる時にクレームに来てくれないか。混んでたら、こっちも焦るし、焦った対応したらクレーマーも余計にイライラするだろ。悪循環なんだよ。いかん、話がどんどんずれてきた。


    　とにかく、月曜は大変なのだ。


    　これは利用者にもマイナスである。銀行だろうが大学病院だろうが、混んできたら相談の時間を減らそうと試みる。そこでいつもよりじっくりやろうと思う奴やつはただのバカである。つまり、行政サービスの質としても下がってしまうのだ。いいことなど誰だれにもない。


    　自宅マンションから北ほく武ぶ電鉄の笹ささ舟ぶね駅まで八分、電車待ち四分、電車に乗って二駅、つきたま事務所のある箕み原はら駅まで六分。事務所まで徒歩五分。合計二十三分で庁舎に着く。


    　東京の会社に出るのに一時間かかる人と比べれば、通勤だけは楽である。これで、客が少なければもっと楽なのだが。


    　庁舎に入ると、どんよりとした空気が襲おそってきた。


    「おはよー」「おはようございます……」「おはよう……」「おはよう……ございます」


    　みんな月曜のつらさを知っているので、あいさつのテンションも低い。空気が重い。そんなことも考慮してか、つきたま事務所一階はやけに天井が高い。おかげで冬は寒いけどね。


    「おはよう。なんだ、低血圧な顔をしているな」


    　いつも[image: ][image: ]冷静な六ろく条じよう課長補佐は涼しい顔をしている。


    「月曜を迎えて乗り越えるだけのパワーが足りないんです」


    「そういう時は時計を見ずに働け。ひたすら、目の前の案件をこなすことだけ考えておけば、いつのまにか昼休みが来て、いつのまにか業務終了時間になっているものだ」


    「たしかに、時計を見てると長く感じますからね……」


    「君の場合、面倒なお得意さんがいるわけでもないから、まだマシだろう」


    「それは、そうですね。僕はお得意さんがつくタイプじゃないから」


    　お得意さんというのは、特定の職員と話したいと言って、何度もつきたま事務所に足を運ぶ利用者のことである。


    　常連さんは「この人と話がしやすいから、この人を指名したい」と窓口番号を選びたがる。あと、稀まれなことだが、世の中には男性恐怖症の人や女性恐怖症の人もいる。


    　そういうニーズに対応して、指名システムがあるのだ。おかげで、お得意さんが生まれることにもなる。


    　もっとも、俺の場合はほとんど関係のない話だ。


    　そもそも、窓口職員というのは、いくつかのタイプに分かれる。


    　基本業務は同じでも、ちょっとずつ違うタイプの職員が配置されており、利用者のニーズに柔軟にこたえられるようになっているのだ。テキトーにずらっと並べられているわけではない。


    



    タイプ①　「事務的に淡々と応対するよ」派。


    　いかにも役人的に、かといって相手に不快感を与えない程度に機械的に応対。


    　多くの人数をさばけるが、強い信頼などは得られない。


    　信頼を得られるように、時間をかけて応対しろよと思われるかもしれないが、全員に時間をかけられるほど職員が余っているわけではない。一定数はどんどん人をさばく職員がいないと混こんでいる日はまわらない。


    タイプ②　「人情味を持って応対するよ」派。


    　相談者の立場に立って、じっくりと話を聞く。


    　やたらと信頼されて、つきたま以外の相談までされることも多いが、その分混こんでる時などは時間がかかるので困る。あと、たまに客の目線になっちゃう人もいる。所しよ詮せん、俺たちは公こう僕ぼくであって利用者にはなれない。あまりシンパシーを感じすぎるのもよくない。


    タイプ③　「歯に衣きぬ着せない」派。


    　思ったことをそのまま言っちゃう人。いきなり相手のことを「それぐらいたいしたことないでしょう」などと否定したりしてトラブルの元になることも。


    　でも、こういう人のほうが話が早くていいというお客さんもいる。本音で向き合ってくれている気がして、他人行儀な対応よりいいというのだ。こればっかりは相性である。


    タイプ④　「やる気がない」派。


    　公務員がクビになることは、まずない。ただ、知らないうちに公務員待遇が悪くなってることは近ちか頃ごろよくあるが……だからといって転職を真剣に考えるまでではない。だから、最初から昇進とか興味ない人は、やる気なくだらだら勤め上げることしか考えてない場合がある。こういう人は全然人数をさばいてくれないので迷惑。


    



    　俺の場合は①だ。昇進に興味はないが、仕事は最低限ちゃんとしてるはず。数をこなす対応だから人に指名されることは普通ない。


    　課長補佐は①と②を組み合わせられる、いわば最強型だ。もちろん、炎魔法を使える奴やつがいっさい水魔法を使えないとか、そういう極端な違いではない。ベテランになってくれば、相手に合わせて対応を変えていける。


    　それと、バカみたいな本当の話だが、どうせなら若い女の子と話したいってことで課長補佐を指名するような人はたまにいる。いっそ、指名料金とってやったらいいんじゃないか？


    　説明がすごく長くなったが、課長補佐とのお得意さん云うん々ぬんの会話はこういう前提があってのものなのだ。


    「月曜っていっても何度も経験してるわけだし、切っては投げ、切っては投げの精神で、やりたいと思います」


    「うむ、頼むぞ。私は鶴つる見み君を信じている」


    　課長補佐のこの言葉は信じていいのだろうか。微妙なところだ。


    　そこに、いるかんが出勤してきた。


    「おはようございま～す。滝たき理りちゃん、鶴見さん、おはよ～！」


    　おおっと、また課長補佐にタメ口モードでの「おはようございます」が出ました！　じわりじわりとボディブローのように課長補佐をイラつかせている！　さすが、いるかんだ！


    「ああ、鶴見君、（初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長の仕事も）頼むぞ」


    　どことなく、さっきの「頼む」よりも重い「頼む」が来た気がする。お前以外にこの仕事をこなせる人間はいないんだ、お前だけが頼りだ的な。


    　でも、ウザいクレーマーに粘着されているわけでもないし、いるかん一人ぐらい、コントロールするのはやれなくもないか。


    　八時半になった途端、窓口にお越しくださいというアナウンスが流れる。


    　朝イチで来ている客も一部にいるのだ。大病院の診察じゃあるまいし、いくらなんでも八時半になる前から来て待たなくてもいいのにとは思う。なお、開庁して発券機から番号札を取れるようになるのは、八時二十分から。それより早く来ても庁舎の前で待たされることになる。


    　さてと、ステレオタイプに粛しゆく々しゆくと窓口応対させていただきますか。さあ、鬼でも悪魔でもかかってこんかい！　※ただし、クレーマー以外に限る。


    　気合を入れて、相談をこなしていった。月曜ともなると、気合ぐらいは入れないと利用者の数に押しつぶされてしまう。元気に、はきはきと、短時間で、受け流していくのだ。


    　そして十一時。


    　自分およびほかの職員の健闘もあり、現在待たせてる人数欄が「〇人」になった。これは素晴らしい成果ではないか。月曜にしては奇跡である。


    　なんだ、これならのんびりと食事にもありつけそうだ。久しぶりに近所のラーメン屋「鳳ほう凰おう」で麻マー婆ボー豆どう腐ふとラーメンのセット（七百五十円）を食べるか。普段はコンビニでおにぎりとパンを合計三つ食べるだけで単価も三百五十円までにおさえている。


    　だが、甘かった。


    　ここは戦場なのだ。利用者という名の敵が騙だまし討ちや奇襲をしかけてくることだってあるのだ。油断した時点で俺の負けだった。


    　ピコン！


    　俺の席にある発券機端末の子機、それの色が変わった。


    　一瞬、見慣れない色だと思った。たんに一人、待ち人数が増えただけの時とは違う。いつもはオレンジ色なのだが、今は黄緑だ。


    　これは…………「ご指名の人がいます」の色。


    　だが、いったい、誰だれだ？


    　心当たりがない。俺は特定の客が来るタイプじゃない。まさか、過去に応対した人の中で、苦情を言いに来たのがいるとか？　自分が悪者にならないように、誤解を受けないように、最大限、気を使っていたはずだが……。


    　あるいは、たまに「初回に相談した人のところで相談しないといけないと思っていた人」がいる。それで入り口横のインフォメーション窓口で覚えていた職員名を告げて、指名扱いにしてしまうのだ。それなら話は早いのだが……。


    　周囲の職員がざわつきはじめた。


    「あれ、女子高生……？　もしかしてゴイクの子？」


    　内うち川かわさん（三十八歳・男性・二児の父）に聞かれた。


    「ゴイク？　庁舎見学の授業って、もっと先ですよね？」


    「う～ん、学校休んできたのかな……？　まあ、頑張ってやって」


    　いったい、何だ……？　想像もつかんぞ……。あと、ゴイクって何だっけ？　隠語？


    　しかし、無視するわけにもいかない。もしクレーマーだった場合、待たせれば怒りが増幅するだけだ。とっとと片してしまったほうがいい。


    『67番の番号札でお待ちのお客様、７番窓口へお越しください』


    　髪の長い、若い女性だ。というか、制服を着てるし、女子高生だろう。


    　このブレザー、紅こう燕えん高校の制服だな。箕み原はら駅から歩いて十分の高校である。レベルは、中の上ぐらい。箕原には下の下みたいな高校もなければ、超進学校みたいな高校もない。


    　女子高生に使う言葉かどうかわからないが、かなり美しい。髪の手入れも時間をかけているのがすぐにわかる。下へ手たすると勉強よりそっちに時間かかっているんじゃないか。


    　でも、なんで俺？　世代的に近そうな奴やつと話したいってことだろうか？


    「お久しぶり。自習の時間だったから、抜け出してきたわ」


    「へ？　お会いしましたっけ？」


    「ちっ」


    　うわ、こいつ、今、舌打ちしたよ！　今時の女子高生、怖こわい！


    「これで、どうかしら……？」


    　その子は両手で髪を持ち、ツインテールのような格好にする。


    　はて、ツインテールと言えば前に、魔法少女────


    「…………………………………………あっ、あ……………………あぁぁぁぁぁあああああああああああああっっっ！！！！！　来たっ！」


    「声が大きいわっ！」


    　ばしん。


    　薬やく師し寺じエナが軽く机を叩たたいた。態度悪いと思うが、俺の声がうるさすぎたのも事実なので、喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだ。


    「今日は何のご相談でございましょうか……？　ここでは、魔法少女に関する質問は受け付けておりませんが……」


    「魔法少女って言うな（ぎろっ）」


    　にらまれた。


    　見た目は昨日と比べて清せい楚そ（というか前回が前衛的すぎた）なのだが、中身は変わらないらしい。これじゃ、ギャップ萌もえというのも、とくに起こらんな。


    「それじゃ、何の用？　ああ、うち、マジックアイテムも売ってません。駅前の骨こつ董とう品ひん店だったら万に一つぐらいチャンスがあるかもしれませんから、場所を教えましょうか。逆に言えば、万に一つしかチャンスないけど」


    「だから、その話題やめなさい！」


    　ここまで来客をおちょくるのは珍しいというか、あってはならないのだが、薬やく師し寺じの場合は特別だ。まだ俺の中では客認定してない。


    「わかった、話を聞こう。つきたまを駆除したいってことであれば、リストに入れとく」


    　俺は俺で淡々と仕事をやるだけのことだ。


    「話はすっごく簡単よ」


    　そう言う奴やつに限って面倒なのは世の常なんだが。


    「つきたまの駆除をやめてほしいの」


    「は？」


    　こいつは何を言っているんだ。


    「駆除をしなくていいんだったら、ここに来ても意味ないぞ。頼まれてないものは駆除しないから。そんなに潤沢に予算はないから」


    「違う。県がやっている駆除そのものをやめてほしいの」


    「それは、ボクサーに人を殴なぐるのをやめろと言ってるようなものだ。なぜ俺に言う？」


    「だって、つきたまがかわいそうでしょ」


    「かわいそう？　生物じゃないんだからかわいそうも何もないだろ。だったら、お前、かわいそうって理由で牛も豚も魚も野菜も食うの、やめるのか？」


    「だって、つきたまはそんな動物や植物と違って、もっと崇高な存在でしょ」


    　どうして、そんな解釈が可能になるのか。


    　いや、もしかして、薬師寺の言ってるつきたまというのは、俺の見ているつきたまではないのか？　念のため、確認してみよう。


    「ちょっと待っててくれ」


    　庁舎の中にちょうどつきたまがいた。ほんと、いつのまにか、いるのだ。


    　近づいて持ち上げる。かなり軽い。


    　それを、薬師寺エナのほうに向ける。


    「薬師寺、これは何だ？」


    「つきたま」


    　どうやら、熊や鹿しかや猪いのししを、こいつの語ご彙いでつきたまと呼ぶわけではないらしい。


    「これのどこが崇高なんだ？　巨大なゼリーやグミみたいなものだろう？　それともお前の崇高の範囲が広すぎるのか？　前にも言ったかもしれんが、おおざっぱすぎる」


    　膝ひざに載せたつきたまを押す。ぷにぷにした感触がある。


    　夏場は涼しげだが、とくに涼しくはない。かといって、冬もあったかくはない。


    　ぷにぷに。


    　薬やく師し寺じエナももみだした。こいつ、つきたまを触らずにはいられないらしいな……。


    「この透き通る体が、心が清らかなことを表わしてるわ」


    「それじゃ、お前はクラゲも崇高な生き物と見なすのか。夏に海水浴にでも行って刺されるがいい。ここから海に出るの、かなり遠いけど」


    「あっ、そういえばクラゲもけっこう好きかも……」


    「たしか、山形にクラゲ専門の水族館があるらしいぞ。いや、クラゲ話はもういいな。つきたまは、まあ、どこにでも転がってるモノだ」


    　ぐにゃり。


    　つきたまをちょっとつねる。


    　当然悲鳴など上げるはずもないし、抵抗もないし、痛そうでもない。目らしきものはあるが、それが目なのかどうかもわからない。


    「あっ！　あっ！　つきたまをいじめないで！　罰ばち当たるわよ！」


    　ばんっ、ばんっ。机を打楽器のごとく軽く叩たたいて、薬師寺が抗議する。


    「いじめる気にもならん。そんなに言うなら、薬師寺が愛めでてやってくれ」


    　つきたまを机に載せる。視界が半透明な物体で覆おおわれる。


    「うん！　はぐはぐさせて」


    　薬師寺はつきたまを自分の膝ひざの上に載せて、抱きついている。


    「ああ、気持ちいい……つきたまぁ……はうううううう！」


    　あんまり公共の場で恍こう惚こつとした声は出さないほうがいいぞ。俺はうれしいけど。


    「なんか、つきたまは自分にないものを持ってる気がするの。つきたまと出会うことで、本当の自分になれるっていうか。はうぅ～」


    「ああ、それはアレだな」


    　絶対に胸だ。自分の持ってない弾力性みたいなものにあこがれるのだ。たぶん。


    「アレって何？」


    　ここで胸だと言う奴やつは公務員に向いてない。


    「ほら、お前、やせてるから、太ってる感覚をつきたまを触って感じたいんじゃないか」


    　本音を隠すのは得意です。公務員ですから。


    「なるほどね～」


    　いかん、話が明らかにそれている。別に薬師寺がつきたまを愛そうが憎もうがどうでもいい。カモシカがシカの仲間ではなく、ウシの仲間だという豆知識ぐらいどうでもいい。


    「それで、そのつきたまのどのあたりが崇高で、駆除すべきではないんだ？」


    「このパンフレットを読みなさい。これで、つきたまの素晴らしさがわかると思うわ」


    　薬師寺は両面カラーのチラシを渡してきた。


    



    　つきたまと供存できる社会、それが新しいグローバルスタンダード


    　近年、日本全国でつきたまを社会から排除していこうという動きが進んでいます。これは恐ろしい事態というしかありません。


    　なぜなら、つきたまは私たち人類が一緒に地球で生きていくうえで最高のパートナーだからです。


    　以下、その理由を列挙していきましょう。


    ①　かわいい。


    　このフォルム、このほどよい弾力性はつきたまでしか出せません。つきたまは、人類とのコミュニケーションがとれる動物なのです。


    ②　意思疎通がはかれる。


    　楽しんでいる人や悲しいんでいる人のそばにつきたまが集まるという事例は、東ひがし吉よし沢ざわ関東国際文化大学の西にし村むら教授などの研究などによっても証明されています。つまり、つきたまは人の心がわかる動物なのです。


    ③　つきたまはご先祖様？


    　まだ解明はされていませんが、こんなつきたまをご先祖様の霊魂であると主張されている人々も多数います。もし、そうだとすれば、つきたまを駆除するなどという行為はご先祖様を傷つけ、悲しませる行為です。即刻止やめなければなりません！


    



    
      市民団体　つきたまを護まもり育てる会

    


    



    



    　最後の市民団体名を見て、前の名刺を思い出した。


    　ああ、名刺にこの名前がしっかりあったわ……。


    　そして、ゴイクって、この会の「護」と「育」からとった隠語か……。この団体、たまに来るんだよな……。ヒラ職員が対応する案件じゃないから、気づいてなかった。


    「どう？　これで私の主張の意味がわかったでしょ」


    　なぜか薬やく師し寺じはドヤ顔だった。この自信はどこから来るのか。


    「パンフについて一問一答で聞くぞ。まず、この東吉沢関東国際文化大学ってどこだ？　名前からして、とてつもなくうさんくさいというか、これ、Ｆラン大学じゃないのか？」


    　Ｆラン大学、それは【次の計算をしなさい。15＋33＝　】とか【次の□に漢字を入れて四字熟語を完成させなさい。弱肉□食　一石□鳥　□里霧中】とかいった、到底大学受験とは思えないようなテストをパスするだけで入れる、恐ろしい大学である。


    「ええと、たしか群馬県の山中にあるけど、訪れたものはいまだかつていないという話ね……」


    「そんな剣と魔法とドラゴンの世界みたいな大学の教授の言葉を信用するなよ。というか、この教授、うさんくさい学説を連発して、学会では完全に無視されてる存在だからな。ネットのまとめサイトでとりあげられるレベル」


    「えっ……そ、そうなの……？」


    　やはり、何も知らない奴やつが肩書きに騙だまされるのか。しかも、このチラシ、紙質悪すぎるぞ。もうちょっといいの、使えよ。


    「というか、つきたまはご先祖様と言っているのって具体的に誰だれ？」


    「東ひがし吉よし沢ざわ関東国際文化大学の西にし村むら教授」


    「同一人物！　ソースも共通！」


    　もしや、ふざけた相談で業務の妨害をはかる新手のテロなのか……？


    「それと漢字間違えてるぞ。『供存』じゃなくて『共存』だ。冒頭から間違えるなよ！」


    「あっ……ちゃんと作ったつもりだったのに……」


    　薬やく師し寺じは顔を赤くしている。


    　この様子だと、けっこう随所で頒はん布ぷしたらしいな……。


    「これはね……人とつきたまが寄り添うことを意味するために、にんべんをつけて──」


    「取ってつけたような説明で誤ご魔ま化かそうとするな。あと、前の名刺、市民団体のトップって扱いになってたけど、高校生がなんでトップなんだよ」


    「インターネットで叫んでたら、意識の高い大人の人が力を貸してくれたの。みんな、ほかの団体にも入ってるかもしれないけど」


    　つまり、似たような考えの大人が高校生の遊びに手を貸しているということか。代表の名前はあげるけど、実質はほかの大人が仕切っているんだろう。


    「とにかく、つきたまはかわいい。これで私の主張の正当性は認められたわよね」


    「かわいいだけでなんでも護まもり育てちゃうのかよ」


    　あまりにも無茶苦茶な論法だ。


    「あのね、もちろん、お魚もお肉も食べちゃダメなんてことは言わないわよ。だって野菜だけじゃ栄養偏かたよるし。お肉おいしいし。所しよ詮せんは動物」


    「そこはドライなんだな、お前」


    「でも、つきたまは別！　昔は見えなかったものが見えるようになったわけだし、見えない人には見えないんだし、動物とはワケが違うと思うの！」


    「つきたまが特殊なのは、そうだな。でも、人によってはつきたまは邪魔なんだよ」


    「わかってくれないんだ」


    「残念ながらな」


    「どうして？」


    　ずいっと、こちらに身を乗り出してくる薬師寺。


    　やけに顔が接近して、少しどきっとした。


    　なんというか、カウンターごしにキスをしようとしているようにも見えたからだ。


    「鶴つる見みだっけ、あなた、木曜はさ、私のことだって、邪魔者のはずなのに、慰なぐさめてくれたじゃない。だったら、邪魔者のつきたまの面倒だって見てやってよ」


    「それはそうかもしれないけど、それとつきたまとどう関係が……」


    「あなたは敵にだってやさしくできる、それならつきたまになら、もっとやさしくできるはずなの。それってそんなに変なことかな？」


    「やさしくも何も、俺は県が定めた条例に従って動くだけで……」


    「県は間違ってる。国も間違ってる。少なくとも、何もわかってないのにつきたまを駆除していくのは変だよ」


    　さらに薬やく師し寺じは顔を近づけてきた。本当にキスが目的なのかと思うような距離だ。


    　おそらく、近すぎるなんて意識は皆無だろうな……。空気読めてないし、行動力だけは異常にあるしな……。


    　薬師寺は直ちよく情じよう径けい行こうで猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがある。


    　椅い子すを引くことはできたが、その応対は薬師寺を裏切るような気がして、できなかった。


    　それと、また妙な現象が起きていた。


    　薬師寺の膝ひざのつきたまが発光している。


    　これはどういう効果なんだ……？　二度目ってことは偶然とは言い切れないぞ……。


    「鶴見、私はあなたのことを信じてる。だから、鶴見も私を信じて。つきたまは生きてる。特別な存在で、私たちに不思議な力も与えてくれるの」


    　お前が信じようと無意味だと言える空気ではなかった。


    　薬師寺の目は有無を言わさずこちらを納得させてしまうパワーがあった。なんだ、この目め力ぢからは……。覚悟のようなものは……。


    「素質があろうとなかろうと、俺は県の職員でな……」


    「そんなの辞めて、私に協力して！」


    「えええええっ！」


    「そうよ、こんな仕事、テイクオフすればいいのよ！　辞めちゃえ！」


    「お前、テイクオフの使い方、自由自在すぎるぞ……」


    「あっ……これは魔法少女の言葉だから、変身前はあんまり言っちゃダメなのに……」


    　なんだ、そのどうでもいい自分ルール……。


    　とんでもないことを頼まれた。


    　俺に公務員を辞めろ、だと……!?


    　バカな……たしかに思っていた以上に給与も低いし、数年おきに県内の違う庁舎に転勤させられるかもしれんし、今後、人員削減とかされそうで未来が明るいとはお世辞にも言えないが、それでも、ここにはそれなりの安定があるんだ。たとえ、最低限であろうともな！


    　お気楽公務員川柳⑤　早まるな 再就職は 厳しいぞ


    　いくら、嫌いやなことがあっても、次の仕事が今より楽とは到底思えん。まして、市民団体に入っても給料出ないんじゃないか？


    　交渉というのは、それなりのエサがあって成り立つものだ。そのエサをいっさい出さずに誠意だけで口説き落とそうとするだなんて交渉とすら呼べない。


    　そんな愚ぐを薬やく師し寺じエナはやっているのだ。


    　ピュアすぎるんだよ、こいつ……。どっちかというと、悪い意味でピュア。


    　なんていうか、信じることだけが武器とでもいうような生き方だ。


    　でも、俺は所しよ詮せん大人の論理に染まってしまった人間なので、どんなに突撃されても、それに流されるわけにはいかない。大人と子供の越えられない壁がある。


    「何がお前をそんなに突き動かすんだ……？　つきたまを守ったからといって、つきたまがお前に米や金銀財宝の恩返しをしてくれるわけではないだろ……？」


    「私はつきたまに助けられてきた。だから、今度はつきたまを守るの。それだけ。かわいいとかそんなことは本当に些さ細さいなこと。つきたまは人類と未来を生きる友達、パートナーになってくれるはずなの！　鶴つる見み、私は本気だから！」


    「いや、お前が本気なのはわかってるが……」


    「本気なだけじゃダメってことなの？」


    「そう、まさにそういうことだ」


    「それじゃ、鶴見、何かほしいものがあるの？」


    　助けを求めるような表情で薬師寺は俺に尋ねた。


    「私があげられるものなら、あなたに全部あげる。それぐらいしかできないから……」


    　思わず、噴ふき出しそうになった。それぐらい、ショッキングな発言だった。


    　お前、何を言い出してるんだ……？


    　そしたら俺が「お前がほしい」とか言ったらどうするんだ？


    　お前には前途が（おそらく）ある。そういう危なっかしい表現はやめろ。


    「それじゃ、ためしに、ほしいもの言ってよ。それで決まりってわけじゃないし」


    　なんだ、この「お前がほしい」って言ってＯＫな流れは。というか、県職員が女子高生に「お前がほしい」的なことを言ったら普通に不祥事だろ。


    　いや、別に言葉だけなら卑ひ猥わいな単語が交じっているわけではないし、あくまでも向こうの要請に対しての受け答えだし、これぐらいなら許されるのだろうか。どうせ、オチとしても「ふざけるな、バカ！」とか言われて叩たたかれるぐらいでとどまるはずだし……。


    「それじゃ、言うぞ。もらえるとしたら、お────」


    「────お話し中、失礼しますね」


    　椅い子すを動かして、隣のあの人が割りこんできた。


    　そう、六ろく条じよう滝たき理り課長補佐です。


    　入ってきた途端、オーラが漂う。俺のような下したっ端ぱとは格が違うのだ……。


    「わたくし、当事務所の課長補佐をしております六条と申します。よろしくお願いします」


    　丁てい寧ねいだけど、やけに冷たい言い方だ。


    　それと、あの軍人みたいな口調も消えてしまって、見事な丁寧語になっている。


    　でも、目も笑ってないし、顔も笑ってない。修しゆ羅らモードだ、これ……。


    「あ、私は市民団体、『つきたまを護まもり育てる会』の代表、薬やく師し寺じエナ……」


    　薬師寺もビビっている。


    　当然だ。まともな人間ならこの人が来たらビビる。


    「薬師寺さんの団体の方は、うちにも何度か足を運ばれていらっしゃいます。ご意見も伺っています。ただ、ひと言で言うと、この事務所に何か言われても、それで県の施策が変わることはありえません。陳情なり訴えなりは、もっと上級の部署に言っていただかなければ」


    「え、あ……」


    「それと横からお話を盗み聞きする形になってしまい申し訳ありませんが、庁舎内で公務を止やめるよう要求したり、まして、職員に退職するよう勧奨するという行為は、住民サービスへの阻害にもなり看過できません。また、薬師寺さんの声も大きく、ほかのお客様のご迷惑にもなっています。もし、このままお帰りいただけないようであれば──警察に通報させていただきます。あと、ご実家と高校にも連絡させていただきます」


    　法的に合ってるのかわからないが、こんなふうに言われると事実のように聞こえる。


    　いつのまにか、つきたまの発光も終わっていた。薬師寺の熱意が落ちたせいか？


    「ええと……その……あの……あわわ……」


    　薬師寺の頰ほおを冷や汗が伝っているのが見えた。しかも、かなり大量に流れている。


    　逃げたくても逃げられない状況に追いこまれると、人間はこういうしどろもどろ状態に陥おちいるのだ。


    「それと、テーブルを叩たたくような行為も示じ威い的行為と判断するケースもありますから、ひかえていただきたいですね。実際にそれで通報した事案もほかの庁舎では聞いておりますので」


    「ええと……………………」


    　しどろもどろ状態を通り越して、ついに沈黙に入ったか……。


    　きっと、俺もあの立場なら似たような反応をとると思う。走って逃げるわけにもいかず、かといって何か言い返す勇気などあるはずもなく、最後には石のように黙りこむしかなくなる。


    「薬師寺さんの活動は否定いたしません。ただ、ルールを守らない行政サービスへの妨害は断固とした対処をとらせていただきます。このまま、居座られても間違いなく、薬師寺さんのためにもならないと思いますが、どうなされますか？　どうなされますか？」


    「こ、高校に……か、か……帰るわ！」


    「ご理解いただきありがとうございます」


    　にっこりと、あまり信用のできない笑えみで課長補佐は応対した。


    「怖こわくなんてない……怖くなんて……ない……」


    　見てはいけないものを見てしまったような歩調で薬やく師し寺じエナは帰っていった。お前にはまだ課長補佐は早すぎた。レベルを上げてまた出直せ。まずはちゃんと高校で勉学に励はげめ。


    「あ、課長補佐、その……ありがとうございます……」


    　何か言わねばならないので、とりあえずお礼を言った。冷静に考えれば、変なクレーマーが帰ったのだからありがたいことである。


    「やはり、ゴイクの関係者だったか。あの団体はいつもあんな調子だ。幹部職員のところに直接来るから、あまり鶴つる見み君は知らないだろうが」


    「そうですね、はっきりと見たのは初めてかもしれないです……」


    「彼女が来るのは初めてだったが。あの調子では彼女は見た目重視で代表に据えられたのだろう。いわば、広告塔だな。かわいそうに。子供の遊びに大人が手を貸したせいだ」


    　ずばっと課長補佐はおっしゃられた。それで正解だろう。


    「人類のパートナーだとか、何の根拠にももとづかないことを叫んでいる連中だ。つきたまが動物というなら、動物の定義を書き換えねばならない」


    「まったく、そのとおりです……」
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    「ところで、一つ尋ねたいことがあるのだが、いいか？」


    「はい、なんでありましょうか？」


    　ここで、いいえ、と答える権利が俺にあるのだろうか。


    「あの薬やく師し寺じさんと君の間で、先週、何があった？」


    　いかん、顔は笑っているが目は笑ってない表情だ。これは一番怖こわいパターンだ。


    「何がというと、どういうことでしょうか……？」


    「慰なぐさめてくれたとかそんな言葉が聞こえてきたのだが、いったい何をどうして慰めたのか？


    厄やつ介かいな団体の娘をどう扱ったのか、とても興味がある。ぜひ後学のために手法を聞きたい。あと、まさかとは思うが、前回の廃校舎の出張の件はあの子か？」


    　…………。


    　インチキ名古屋弁風に言うと、どえりゃーてーへんなことになってもーたで。


    　インチキ関西弁風に言うと、えらいたいへんなことになってしもたわ。


    　そんなわけのわからんことで気をまぎらわせるよりないぐらい、追い詰められていた。


    「あの、職員として……僕は適切な対応を……」


    「小会議室が空あいている。話はそこで聞こう」


    　そんな……。密室だったら何が起きても周囲に見えないじゃないですか……。


    



    　以下、小会議室で、拷問に近い詰問を受けた。


    　つまりは、先週の木曜、廃校であったことを包み隠さず話さなかったことが発覚し、きつ～いお灸きゆうを据えられたのである。正論という剣で滅めつ多た刺ざしにされた感じだ。


    　こういう時、淡々と注意されるほうがこたえる。感情的に怒られたりすると、「でも、向こうにも問題があるな」とか後のち々のちに自己弁護も働くのだが、たしなめられてしまうと、こっちの過失割合百％だからな……。


    「話はわかった。少なくとも君が職務自体はまともに遂行していたことは信じてやろう。それを否定する根拠もないし」


    　本当に信じてもらえているのか、これは……。


    「はい、報告が遅れたこと、本当にすみません……。なにせ、警察に通報する案件とも思えないし、多くの人の手をわずらわせるのもアレかなと……」


    「それを決めるのは君ではない」


    「おっしゃるとおりです」


    　ぐうの音も出ないとは、このことだ。


    「でも、不思議だな」


    「何がですか？」


    　課長補佐にとって不思議なものなどあるのだろうか。


    「つきたまの発光だ。君の報告を読んだ時は見間違いで流していたが、さっき、生なまで目撃してしまったからな」


    「そういえば、不思議ですね……。どういう効果なんだろう……」


    　人間の感情に反応？　いや、つきたまのそんな性質は聞いたこともないし、それならもっと報告事例があるだろう。


    「もっとも何か害が出たわけでもないし、うちは研究機関でもない。放ほうっておこう」


    　そう、それがつきたま事務所の正しい姿勢だ。


    　とにかく、これで反省会は終了だ。業務に戻ろう……。


    「ああ、それともう一つ聞きたいのだが」


    「はい、何ですか？」


    「さっき、あの子にあんなふうに迫られてドキドキしたか？」


    　緊張感の解けた表情になって、課長補佐が聞いてきた。この人は年相応に恋バナがお好きらしい。けど、それ、下へ手たするとセクハラぎりぎりですよ。


    「正直、ちょっとだけ……。でも、あんな理由で仕事辞めませんよ」


    「私も高校生の頃ころのことを思い出して、ちょっとドキドキしてしまったよ」


    「いや、それはないでしょう」


    　しまった、またもや、つい言ってしまった……。


    　あなたに恋する高校生の時なんてなかったでしょう、張ちよう飛ひは高校生の頃から張飛です。猪いのししにかわいいうりぼう時代があるかのように言うのはやめてください──とまでは言わなかったが、十分フライングしてしまった……。


    「君は、私が冷血動物だと思っているのか」


    　課長補佐は不機嫌どころか、ちょっと苛いら立だった顔をされた。こういう発言をする俺は、出世レースからはずれるのだろう……。


    「案ずるな。この程度で怒ったりはしないさ。この程度ではな」


    　絶対、怒ってるじゃないですか……。空気が変わってますから！　殺さつ伐ばつとしてますから！


    　──などとは言えなかったチキンな俺だった。


    　もっとも、さらにうかつな勇み足をすれば、フライドチキンになっていたかもしれない……。

  



  
    



    


    ４たま　休日に魔法少女と出会った際における教化活動について


    



    



    　朝十一時起床。


    　仕事が嫌いやになって辞めたのではない。嫌にはしょっちゅうなっているが、辞めはしない。本日は土曜。オフの日なのだ。


    　友達と遊びに行く予定があれば出かけるが、そうでない日はだいだいずっとごろごろしている。本日もごろごろする側がわの日だ。


    　なんか今週は過剰に疲れた……。


    　理由は単純で、月曜から薬やく師し寺じエナと出会ったからである。


    　さすがに追い払われた手前、それからは来なかったが、なんかまた会いそうで怖こわい。つきたま事務所もあいつの高校も箕み原はら駅の近所だし。


    　まあ、会ったからっていきなりぶん殴なぐられるわけでもないんだろうけど、あいつといると人生が破滅に導かれていく気がするのだ。


    　少なくとも、六ろく条じよう課長補佐はあの市民団体をかなり煙たがっていたし、微妙に不穏な感じだ。あの人、合法的につぶせるものは確実につぶしそうだからな。


    　そんな団体とつながりがあると見られたが最後、俺も同じように標的にされないとは限らない。


    　なんていうのかな、Ｂ級サスペンス映画で、「君は知りすぎた」などと言って、銃を部下に向けるマフィアのボスみたいな……。はっきり言って、超似合うと思う。


    　いやいや、オフの日に仕事に関することを考えるのは不健全だ。


    　昼飯でも食べに出かけるか。


    　一人暮らしにしては、少し広すぎる十畳近いワンルームマンションを出て、笹ささ舟ぶね駅前の大きなスーパーに向かう。


    　埼玉県といっても群馬のほうに近いぐらいなので、箕原市のマンションは安い。しかも笹舟は箕原から二駅離れていて、箕原の中心部に住むよりさらに安い。


    　それと、こういうところで狭い部屋を借りると、激安すぎるためか、怪しい人だらけのマンションに住むことになりかねないので、ケチりすぎは危険だ。家賃の半分は住居手当として県から補助が出るし。


    　さて、スーパーに向かうといっても、昼から弁当を買ってくるというわけではないし、自炊するわけでもない。


    　向かうスーパーは、近年よくあるタイプのチェーン店がいくつか入っている複合施設なのだ。チェーン店のうどん屋も出店なさっている。困ったら、とりあえずここに入っておけば問題ない。


    　スーパーまで歩いて十分弱。自転車は使わない。車の通行量が多くて危なっかしいのだ。


    　ただ、歩道にもつきたまがいるので、要注意。誤って踏むと、こける。


    　それにしても、つきたまのカラーって何で決まってるのかな。


    　赤と緑のつきたまが並んでるところを見て、そう思った。


    　性格の違いとかではないらしい。赤は攻撃的で、緑は自然を愛するとか、そういうわけではない。そもそも生物かわからんのに性格を考えても無駄だ。赤はリーダーで、緑はお調子者でムードメーカーだとか、戦隊物の色の分け方も通用しない。無色のもいるし。


    　だけど、何の理由もなく、バリエーションがあるとは思えないんだよな。誰だれかに選んでもらおうとしてるわけでもないし、まさかファッションで色を決めてるわけでもないだろうし。


    　なあ、どうなんだよ。


    　ワゴンセールのワゴンに載ってる一体を突いてみた。載るなよ。


    　ぷにぷにしていた。


    　まだまだ、つきたまは謎なぞがいっぱいだ。


    　そんな調子でだらだら歩いていたら、うどん屋についた。


    　うどんとかきあげのセットを頼むかと慣れた調子で入店したら──あいつがいた。


    　上司の六ろく条じよう滝たき理り──ではない。あの人はチェーンのうどん屋などには絶対入らない。いや、絶対と断言していいかわからないけど、キャラ的にいてほしくない。バイキングスタイルのランチあたりを食べていてほしい。それと、あいつ呼ばわりできない。


    　薬やく師し寺じエナだ。


    　魔法少女の服でも、制服でもなくて、私服。パーカーにホットパンツ。なんか、すごく普通で無難だった。


    　奴やつは、笹ささ舟ぶねに住んでいたのか……。いや、笹舟のあたりも家はいくらでも建ってるし、十二分にありうるわな……。ここは駅前だし。


    　中央のカウンタータイプの席に座っている。横長のテーブルの間についたてを置いて、ぐるっと囲むように八人ぐらい座れるようになっている席だ。お一人様向け仕様。


    「いらっしゃいませー。一名様ですか？」


    　ここは目が合うこともないボックス席に行こう。俺の十八番、見て見ぬふりだ。良心が咎とがめないシチュでは、積極的に活用していきたい。


    　お気楽公務員川柳⑥　見ていない だから僕には わからない


    「あの、できればボックス席に──」


    「そちらのカウンター席をご利用ください」


    　しまった！　お昼時だし、当然のようにカウンターへ案内されてしまった！


    　ちょうど薬やく師し寺じと対角線上の位置に座る。


    　カウンター席のついたてが視線をさえぎっているので、こちらの様子はまったく見えないはず。このまま気づかずに帰ってくれ。


    　ことっ。


    　コップが置かれる音だ。ああ、水が来たな。えーっと、店員さん、俺はうどんとかきあげのセットを──


    　どんっ。


    　続いてうどんの鉢が置かれる音だ。店員さん、いくら俺が常連だからって頼みもする前から持ってくるのはすごいな。いやいや、そんなわけない。だとしたら、これは────


    　薬師寺が席を移動してきていた。


    　なぜか、まんざらでもなさそうな顔をしていた。


    　俺のほうは、まっぴらごめんな顔をしていた。


    「奇遇ね」


    「奇遇というほどじゃない。庶民同士が庶民御ご用よう達たしの店に来ただけだ。これが高級料亭とかだったら、すごい偶然だけどな」


    「やっぱり、あなたはつきたまを守る運命にあるとしか思えないわね」


    「話聞けよ。何が悲しくて、そんな怪しすぎる運命に従事せねばならんのだ。つきたまを助けたら、人間になって恩返しにでも来てくれるというのか」


    「じゃあさ、せめて付き合ってよ」


    　さらりと、何のこだわりもなく薬師寺はそう言った。


    　え……？　まさか、薬師寺、本当に俺に気があるのか？


    　それはちょっと持ち帰って検討させてもらわなければ……。あっ、持ち帰るって、連れて帰るって意味じゃないからな。それに、相手は女子高生だから……。歳としが離れすぎ……。


    「──ねえ、鶴つる見み？　聞いてる、鶴見？」


    「あ、ああ、聞いてるぞ。ただ、付き合うって言っても──」


    「仕事辞められないなら、せめて今日一日ぐらいつきたまの件で付き合ってよ。鶴見、プロだからいろいろと話、知ってるでしょ」


    「え、ああ……そっちの『付き合う』ね」


    　自意識過剰な勘違いをしてしまった。誰だれか、穴を掘って埋めてくれ。


    「そうは言っても俺も暇ひまじゃな…………」


    　暇じゃないと言おうとしたが、普通に暇だった。


    　医者みたいに突然急患が出て仕事に引き戻されることなどもないし。


    「これから、どこか行くの？　でも、もうお昼だし、遊びに行くには遅いよね」


    「俺、昼から空手の道場に行かないといけないんだよ」


    　根も葉もないウソを堂々とついて誤ご魔ま化かしきろう作戦。


    「道場名教えて」


    「山やま田だ道場」


    「ふうん。ちょっと検索してみるね」


    　薬やく師し寺じはスマホを取り出した。


    「ああ！　ウソだよ、ウソ！　暇ひまだよ！　お前、そういうところ、しっかりしてるな！」


    「そんなの、あなたの顔を見てたらわかるわ」


    「もっと、ブラフをかます能力を磨かねばならんな……」


    「それで暇だったら、付き合ってほしいんだけど」


    　ここは思案のしどころだな……。


    　さて、どう答えたものか。


    ①　わかったよ……。仕方ないな……。


    ②　暇でもお前なんかと付き合うわけないだろ。


    ③　実は、俺は魔法少女を滅ぼそうとしている組織、『アクマ機関』の一員なんだ。


    ④　お前は知らないかもしれないが、空手の山田道場は本当にあるんだ。


    　②と③と④を選ぶ勇気がなかった。その決断は俺には荷が重すぎる。


    　それにいろいろと間違っているけど、熱意があることだけは確かだ。問題はその熱意が、アンチつきたま事務所の方向だという点である。


    　そういう意味では、薬師寺みたいな奴やつほど、しっかり教育するべきではなかろうか。こんなのが社会人として世に出るのは国の将来にもまずい。俺の将来にもまずい。


    　つきたま事務所に来られたら、水かけて塩まいて追いかえすわけにもいかん。水の入ったペットボトルを並べたり、いらんＣＤを木に吊つるすわけにもいかん。人間と見なして、平行線をたどるってわかりきってる話し合いをしなければならんのだ。


    　芽は今のうちに摘んでおくか……。


    「わかった、やってやろう……」


    「ほんと？　ありがと！」


    　やたらと喜ばれた。女の子の喜ぶ顔を見られるのはよいことだ。たとえ、薬師寺でも。代価が割りに合うのか、けっこう微妙なところだけど。


    「それじゃ、俺はかきあげ丼のセットを食べる。それまで待っててくれ」


    「うん。こっちも追加注文するよ。おばさん、しょうゆラーメン追加してください」


    　食いすぎだろ。あと、どうして、うどん屋でラーメンを頼む……？


    　たしかにパスタもラーメンもあるけど。


    



    「ふう、食った、食った。五百六十円で腹いっぱいになるのは助かる」


    「私はもう少し食べられるけどね」


    「お前の胃はブラックホールか」


    　さて、飯は食べ終えたのだが、これからどうやって時間をつぶすのか。


    　何一つプランが決まってない。


    「あのさ、鶴つる見みってつきたま事務所の職員でしょ」


    「なんなら、職員証を見せてやろうか。埼玉県の公務員だよ」


    　この前、窓口で会ったばかりだろうが。


    「だったら、職員しか知らないような情報もいろいろと持ってるよね？　そういうのをぜひとも後学のために教えてほしいんだけど」


    「お前が俺にやたらとくっついてくるのはそれが理由か」


    　ある意味、利害関係がはっきりしているからわかりやすい。


    　たしかに一般人よりつきたまに詳しいのは間違いない。『月刊つきたま対策』『つきたま文化』『人とつきたま』『つきたま都市』の四誌は読んでいるし、つきたまトレンドなら、熟知しているのではないか。つきたまにトレンドなんてないけど。


    　ちなみに、どれも一般人が買うようなゆるい雑誌ではなく、硬くて薄くて高い雑誌である。俺も自費で買えと言われたら買わん。あと、薄いからすぐ読める。


    「ただ、そこまで詳しいこと知らないぞ。期待して幻滅するなよ」


    　たまに、国民に知らされてないようなつきたまの情報を知っているのではないかというような陰謀論めいた思考の人が来るが、そんなものはありません。


    　というか、仮にあったとしても、一地方公務員のレベルまで伝わったら、もはや機密じゃないだろ。絶対に「ここだけの話」といって、吹ふい聴ちようする奴やつが出てくる。


    「それと、公務員には秘密遵守義務があるからお前に教えられるのは、ほんとに『誰だれに言ってもかまわないレベル』に限られる。そこのところは理解しておいてくれ」


    「うん、それでいいよ。クオリティが低すぎたら、二度と頼まなければいいだけだし」


    「そうだな。そのほうが俺も気楽でいいよ……」


    　結局、なし崩しで付き合うことにはなりそうだった……。俺も年齢的には大学生と大差ないし、お互い私服ならトラブルもないだろう。つきたまに詳しい人間がつきたまについて教えるのは悪ではないはずだ。


    「まずはね、つきたまがとくにたくさん集まる場所を教えてほしいんだけど」


    「それなら笹ささ舟ぶね駅だな」


    　徒歩数分だし、歩いていくと駅前にうじゃうじゃとつきたまがいた。


    　改札階へあがる階段を占領しそうなほどにいる。


    「うわ、たしかに多い！　百体はいるんじゃないの？」


    　薬やく師し寺じは普通にびっくりしていた。


    「そんな珍しいことか？　駅に多いっていうのは統計でも出てるだろ。本当は箕み原はらのほうがたくさんいるんだけど、雰囲気はこれでもつかめる」


    「あ、そうなんだ……。でも、どうして駅に多いんだろ」


    　むむむ……。これはまずいかも……。試してみるか……。


    「薬やく師し寺じ、今から問題を出すぞ。ちなみに、難易度はかなり低めに設定している」


    「何よ、いきなり。私は子供じゃな──」


    「つきたまの面積あたりの発生率が一番高い都道府県はどこ？」


    「え、ええと……ええと……」


    「答えは東京。第二問。全国に現在、つきたま事務所は何か所ぐらいある？」


    「百か所ぐらい？」


    「約二百四十だ。次。つきたまは一般的に昼と夜ならどちらが活発に動くことが多い？」


    「夜……？」


    「お前、二択でも間違ったか……。昼だ、昼……」


    　俺は、「はあ」とちょっと嫌いや味みにため息をついた。


    「あっ、なんかバカにされた気がする……」


    「うん、正解だ。よかったな、一問当たったぞ」


    「わーい……じゃないわよ！　どうして、バカにするのよ！」


    「いや、だってバカだし」


    　なんでこんなに知識を持ってないんだ、こいつ。


    「ほら、私って理論派じゃなくて、足で稼ぐタイプだから……」


    「『足で稼ぐ』をいい意味で使いすぎだろ。お前な、それは数学者以外はかけ算できなくてもいいって言ってるようなもんだぞ」


    　一応、専門的な仕事をしているとよく勘違いしそうになるが、一般人は本当につきたまについて知らない。え、その程度のことは常識ですよねということを知らない。というかそもそも興味がない。


    　でも、こいつの場合は、立場上、セミプロぐらいの知識は持ってないとダメだろ。つきたまが好きなんだろうし、それぐらいは知っていると信じていた。過大評価だった……。


    「お前、ひょっとして、全然つきたまについて知らないな」


    「だってぇ……」


    「だってぇじゃない！　愛の反対は無関心だ！　お前はつきたまを守るとか言っておきながら愛してないっ！」


    　無知を思い知らせるために指を差してやった。


    　無関心ではないから、これは愛だ。ラブじゃないけど。


    「私がつきたまを愛してないだなんて……。家では、つきたま枕まくらやつきたまパジャマで寝てるのに……」


    「そんなところにこだわる前に、もうちょっと知識を身につけようとしろよ」


    「うう……バカにされてムカつくけど、自分のほうが確実にバカだから言い返せない……。でもムカつきはするわ……」


    「というか、なんで、それで団体の代表やってるんだよ」


    「みんなから、薬やく師し寺じさんは目立つから、ぜひ代表をやってくれって……。代表として写真とかで顔を使わせてくれたら、それでいいって……」


    　課長補佐、あなたの読みどおりです。


    「お前、知識もないまま、代表やらされて、屈辱を感じたりしないのか？」


    　わざと奮ふるい立たせるためにこんなことを言ってみた。


    「でも、人間って適材適所だから私は足で稼げばいいかなって」


    「お前、都合悪くなると、すぐに『足で稼ぐ』って表現使うな……」


    　はっきり言って、努力をメインに据えてくる奴やつは社会人的視点で見ると無能である確率が極めて高い。こいつの場合は一介の女子高生なので、多少は甘くは見るけど。


    「もうちょっとは向上心を持て。お前の振る舞いが団体の信用にも関わってくるし」


    「ごめんなさい……」


    　ぺこりと頭を下げられた。


    「頑張りますから、だから、手伝って……」


    　まさか、そんなふうに下した手てに出られるとは思っていなかった。


    　こういうところは素直でよろしい。世の中には自分の非だけは絶対に認めないようなのもいるからな……。ただ、大きな悲劇を引き起こす人間って根は悪くない奴なんだよね……。無知で信念だけ持ってるような奴が悲劇を起こすんだよね……。


    　やはり、悲劇が起きる前に知識を植えつけておかねば……。


    　ぽんぽんと、薬師寺の肩を叩たたいた。


    「安心しろ。お前はまだ若い。これから伸びる。手伝ってやるよ」


    「ほんと……？　公務員やめて団体に入ってくれるの？」


    「図に乗るなよ、小娘」


    　甘やかすと付け上がるタイプか。


    　今の二十代が求めているものは夢や理想じゃなくて安定なんだよ。ご理解ください。


    「基礎的なことをしっかり叩きこんでやるからな。むしろ、基礎的なこと以上教えてもパンクしそうだし」


    「うん、私、頑張る。鶴つる見み、何でも教えて！」


    　──こうして、つきたまレクチャーがはじまった。


    



    レクチャー①　つきたまって結局、何なの？


    



    　場所は引き続き、笹ささ舟ぶね駅前である。


    　つきたまがわんさか集まっている。とりあえず駅前。なんか、とくにやることもない地元の不良と同じ行動パターンである。でも、笹舟駅前にはとくに何もないけどね。チェーン店のヴィド・フィレンチェぐらいしかない。


    　俺はつきたまのうち一体を持ち上げた。


    「では、まず、基礎の中の基礎。つきたまって、つまりは何だと思う？」


    「かわいいもの」


    「お前の主観は聞いてない。動物だとか魂たましいだとかプラズマだとか、そういうやつだ」


    「あ～、なるほどなるほど。かわいい動物かかわいい魂かかわいいプラズマ」


    　こいつ、予想を上まわるバカなのか……？　こいつの高校、そこまで偏差値低くないはずだが……。


    「あくまでも今の科学の水準だが、よくわかっていない。ただ、少なくとも一般的な進化の系統樹に位置する生物ではないということになっている。だから、生物ではないという表現がされることも多いが厳密には違う。俺たちとまったく異質なタイプの生物がこの世にいないとは断定できないからな。だから、異なる銀河の生命体だとか宇宙人だとか言う奴やつもいる。たしかに、それなら十年ほど前から突然存在が確認できた説明もつく。ただ、消滅と発生のメカニズムがわかってないから、生物と呼んでいいかは微妙だ」


    「ねえ、鶴つる見み」


    「なんだ？」


    「寝ていい？」


    「寝ずに聞けよ！」


    「難しくて、よくわからない」


    　俺、教えるセンスがないんだろうか……。


    　たしかに大学時代、教員免許は取得に必要な単位が多いので諦あきらめたのだが……。それと、教育実習がだるそうだったし……。


    　でも、間違いなく、薬やく師し寺じも教わるセンスがない。教師、大変だろうな、これは……。


    「難しくてもついてこい。続けるぞ。よくテーマにされる『どうして特定の人間だけ見たり触ったりできるか』ということだが、これもよくわかってない。生まれつき触さわれる奴もいれば、ある時から触れるようになった奴もいる。ＤＮＡから生活環境、喫煙や飲酒による影響まで、なんとかして共通点を見つけようとしたが、よくわかってない」


    「…………」


    「もっとも、これも当然と言えば当然なんだよな。西洋由来の現代科学の体系からつきたまははみだしているんだから、科学を使って説明しようとしても上う手まくできないのかもしれない」


    「…………」


    「ちなみに、人間には永久に理解できないかもしれないという学説もある。つまり、人間の脳が理解できるものには限界があり、その限界の外につきたまはいるんだとか。なんか、全知全能の存在である神を認識することは人間が不完全である以上、不可能なはずだとかいう論理に近いものがあるな」


    「…………」


    「これで、たとえば人間にとって危険だとか、逆に人間にとって有益だとか、そういう事情があれば、もっと研究も進んだんだろうが、いてもいなくてもどっちでもいいような存在だからな。研究すらあまりされなくなってきているので、全ぜん貌ぼうの解明は時間がかかりそうだ」


    「あっ、あそこにたこ焼きの店あるよね。食べない？」


    「話を聞け！」


    



    レクチャー②　つきたまの生態


    



    　引き続き、駅前である。


    　つきたまの現物がいくらでもいるので説明しやすい。まあ、本当にどこにでもいるんだけど。街の雀すずめや鳩はとぐらいありふれている。


    　むしろ、多いことが問題になりそうだった。


    　やけに俺たちの周囲につきたまが増えている。


    　たしかにつきたまは、触さわれる人間のところに集まる性質がある。二人も触れる人間が並んでいるから、寄ってくるのかもしれない。俺たちはさながら餌えさを持って、まいているようなものである。


    「たくさん集まってきたね。かわい～」


    　薬やく師し寺じはつきたまを一体ずつなでてまわっている。


    「なんか、追い詰められている感があるな。ちょっと寝て、目覚めると取り返しがつかないことになってた、みたいな」


    「大丈夫だって。つきたまは私たちに力を与えてくれるけど、襲おそったりなんてしない。そういうやさしい存在なの」


    「お前がそう思うのならそうなんだろう。お前の中ではな」


    　今のところ、さほどの害はないのでこのままでいく。


    「さっき、都道府県で東京都が一番つきたまの数が発生率として高いって言ったよな。それはどうしてだと思う？」


    「流行の最先端だから」


    「お前は日本の教育における負の側面の象徴なのか」


    「これでも真ま面じ目めなんだって！　そしたら、電波か何かによって集まってくるとか？」


    「ああ、そんな電波な意見を言ってたトンデモ教団もいたが、何の根拠もない」


    「ええと……人口が多いとつきたまが集まってくるの？」


    「そのとおり。つきたまは人間が活動しているところほど、出てくる。だから、人が集中している東京にやたらと多いってわけだ。これは一般に、夜より昼のほうがつきたまが活発ということにもつながってくる。地方都市やベッドタウンは夜になったら静かだからな。つきたまもあまり動かずにじっとしていたりする。ただし、これはあくまでも一般論だ。人がいない山野にもつきたまはいるし。鹿しかや猪いのししの住むところに集まってるんじゃないのって研究もある。ただ、多数ではない」


    「そしたら、つきたまは人がいるところに出るってこと？」


    「データ上はそう言えるが、理由はよくわからない。近づいて悪事を働いているわけでもないしな。というか、人に集まる性質がなかったら、駆除の必要も減っただろうな」


    「こんなにかわいいのに！」


    　また主観を根拠にして薬やく師し寺じが怒った。


    　もしかすると、この慈愛の精神は薬師寺という名前ゆずりなのだろうか。それなら六ろく条じよう課長補佐も苗みよう字じを東大寺とかに変えてみてはどうだろうか。そんなこと言ったら、どこかの寺の墓の下に入る破目になりそうだけど。


    「ねえ、やっぱり鶴つる見みもつきたまを駆除してるんだよね？」


    　少し、むっとした表情に薬師寺がなる。


    　薬師寺は、やはり生き物という認識なのか。そこは魔法同様、ぶれないんだな。


    「ああ、山に捨ててる。あんまり一か所に集まりすぎると、俺たちみたいに見える人間にとって邪魔だからな」


    　そこで、スペシャリストたちによって圧縮されたり消滅させられたりする。つきたま駆く除じよ士し一級・二級が三年前に国家資格として認定された。


    「せめて、生き物かどうかわかってからでもいいじゃない！　害は認められてないんでしょ！　なんとなく不安ってだけで消しちゃうのはエゴだと思うわ」


    「いや、野放図に増やすことがつきたまの利益になるかもわからないんだよ」


    　俺はやたらと密集している、駅前のつきたまに目をやる。


    「たとえば、あそこ、おしくらまんじゅうみたいになってるだろ」


    「うん、アイスクリームの三個載せみたい」


    「あんなに集まると一部が消滅したり、縮んだりする」


    「えっ……そうなの……？」


    　やはり知らなかったか。


    　たしかに消滅がはっきりと目で見えるなんてことは滅多にないし、しかも見られる人間が限られているのだから、なおさらだ。


    「ある環境下で、生物が増加できる限界ってあるんだよな。ほら、ネズミを狭いケージで飼うと、不衛生になって病気で死ぬ率が増えたり、共食いをはじめたりするだろ。もしかすると、つきたまもそうなのかもしれん。山にいる個体のほうがサイズとしては大きいらしいし、十分ありうる仮説だ。でも、生物って認められてないんだけどな……」


    「ふうん……。でも、私が瓶びんに入れてるつきたまは消えないよ」


    「そういや、押しこんでたな……。それは忍耐強いタイプなんじゃないのかな……？　個体差はあるだろうし……」


    　思ったよりも熱心に聞いてくれている。つきたまに対する理解を深めるのも、俺たちの仕事だ。


    　というか、厄やつ介かいな団体の（形式上とはいえ）トップを懐かい柔じゆうしたとしたら、これは功労賞ものなのではないだろうか。課長補佐に自慢しよう。


    　でも、オフでも会ってましたと言うのは危険すぎるか……。あの人、他人が異性と仲良くしてるとイライラすることがあるんだよな……。婚期を焦っているのかもしれんが、あなたの場合、選ぼうと思えばいくらでも選べるのだからいいじゃないかと思う。


    　薬やく師し寺じはじっとつきたまの集団を見ている。観察も立派な勉強だ。立派になってくれ。


    「ねえ、鶴つる見み」


    「ああ、何だ？」


    「たこ焼き食べない？　つきたま見てたらボール状のものが食べたくなってきた」


    「わかった、わかった！　それぐらい、俺のおごりでいいよ！」


    



    　そのあと（たこ焼き食べたあと）、駅前のヴィド・フィレンチェに入った。


    　ちなみに、俺はチェーン店ではホシノバックスが一番好きだ。トトールより落ち着いた感じがする。もっとも、そんな選択肢など笹ささ舟ぶねではない。ヴィド・フィレンチェしかない。箕み原はら駅前にはトトールだけがある。ホシノバックスも出店してください。


    「ありがと。かなり勉強になったよ」


    「〇点を五十点に上げるのは、楽だからな。少しは正しい理解を元に活動してくれ」


    「うん、そうする。団体のメンバーももっと増やさないといけないしね」


    　あれ……。そういえば、何かつながりの悪いものを感じた。一本の木からトマトとキュウリが同時にできてる的な違和感。


    「あのさ、薬師寺、お前の団体と魔法少女ってどういうつながりがあるんだ？」


    　素朴な疑問を聞いてみた。二つの接点がつかめない。


    「魔法少女のことは言わないでよ……。知られたらまずいっていうか、知られたくない……」


    　すねたように、薬やく師し寺じはそっぽを向いた。


    　どうやら聞いてはいけないポイントだったらしい。乙女心も魔法少女心も難しいな。


    「魔法少女のことはメンバーにも言ってないの。どうせ、笑われるから。というか、笑われるだけですめばいいけど、ふざけるなって言われるかも」


    「そりゃ、誰だれもが魔法少女を当たり前に受け入れる世界というのもまずいだろ」


    「そういう次元じゃないんだってば！」


    　逆げき鱗りんに触れてしまった……。少し、やりすぎたか……。


    「茶ちや化かすのはやめてよ。公務員でも鶴つる見みは信じられると思ってるから話してるんだよ」


    「す、すまん……」


    　今のはまずかった。自分のためですらないのに、人を不快にしたらダメだ。


    「あっ、わかってくれたんならいいから。これで鶴見のことが嫌いになったとかじゃないから……」


    「まるで、俺のことが好きみたいな言い方だな……」


    「だから、茶化すな！」


    　身を乗り出して怒られた。すみません。


    「あのさ、こっちも質問していい？」


    　少し気まずそうな顔になって、薬師寺が言う。
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    　多少は薬やく師し寺じにも遠慮の精神があるのか。これは大発見かも。カビから特効薬の成分が見つかる並みの発見である。


    「ああ、どうぞ。答えられる範囲で答えよう」


    「鶴つる見みって、いつからつきたまに触さわれるようになった？」


    　あんまり想定していなかった質問が来た。なんというか、つきたまに対する質問というより、俺に対する質問って感じだ。


    「生まれつきなのかな？　それとも、きっかけがあったりした？」


    　どうして、そんなことを聞かれるのかわからなかったが、隠すようなことでもなかった。


    「俺のばあさん、中学生の時に死んだんだけどさ」


    「あっ、ごめん。聞いちゃいけないことだった……？」


    　途端に申し訳なさそうに薬師寺は眉まゆをひそめた。こいつが一応でも遠慮しているのが新鮮ではあった。人の気持ちを考える能力があるだけ、優秀だ。


    「謝ることはないぞ。問題ないから話すわけだし。それで、ばあさんが生前、よく『たま』が見えるって言ってたんだ。つまり、つきたまだったんだけどな。やたらと虚こ空くうを見つめているので、ついにお迎えの死神でも見えるようになったのかと思っていたんだけど、違ってた」


    　今、思い出しても、あれはなかなかシュールな光景だった。


    「それで、亡くなる一か月ぐらい前かな。俺の背中をさすって言うんだよ。俺につきたまが見える力を授けてあげるって。自分には必要ないからって。そしたら、ばあさんが亡くなって二か月後ぐらいかな。ちょっとずつあのボール状のものが見えるようになってたし、触ることもできるようになってた」


    「そしたら、おばあさんが力をくれたんだね」


    　感心したような、放心したような調子で薬師寺は聞いている。


    　たしかに、できすぎた童話みたいに聞こえるだろう。俺ですらそう思う。


    「科学的には不明だ。つきたまを見る能力が遺伝するかどうかも、よくわかっていないし、まして秘伝の技じゃあるまいし人に授けられるのかって気もする。スパンも二か月あったしな。まったくの偶然という可能性もありうる」


    「鶴見自身はどう思ってるの？」


    　一般論なんて興味ないぞとばかりに薬師寺が突っこんで聞いてきた。


    「ばあさんの力だと思ってる」


    　非科学的だろうとなんだろうと、それでいいじゃないか。どうせ、わからないんだし。


    　結果的にその力のおかげでつきたま事務所に採用されたわけだし、そう考えれば、ばあさんは孫のために職の世話までしてくれた、偉大なグランドマザーだ。天国でその力を自慢してくれていいよ。


    「いいなあ。ほんとに」


    　うらやむように薬やく師し寺じは言う。


    　女の子がこんな方法で力を受け継いだら、たしかに絵になるかもしれない。


    「薬師寺の場合はどうだったんだ？」


    「つきたまがこの世に現れはじめたらしい頃ころには見えてた。小学校入る前ぐらい」


    「だとしたら、先天的なタイプか。見える人にはよくある型タイプだな」


    「そう、鶴つる見みみたいな泣けるような話もないよ」


    「いや、俺の話でも泣くのは無理だろ。それは涙るい腺せんの病気だ」


    　あんまり話したくもないようだし、この話はここで終わりとするか。


    「それじゃ、行くか。授業はこれでおしまい」


    　あんまり遅くまで連れまわすのもまずいし、夕飯の前に別れるほうがいいだろう。


    「うん、ほんとに今日はお世話になりました」


    　薬師寺はぺこりと頭を下げる。そういう教育は行き届いているらしい。あるいは魔法少女になると性格が凶暴化するのだろうか？


    　なんだかんだで一日、薬師寺のために時間を使ったな。終わってみれば、思ったよりも充実した休日だったかもしれない。


    「そしたら、次に会う時もお手柔らかに頼むよ」


    　これでトラブルメーカーと信頼関係を結べるなら悪い話ではない。敵の立場で毎日のようにつきたま事務所に来られたら、さすがにシャレにならん。


    　俺はなりゆきにまかせて右手を差し出した。


    　かっこつけすぎかもしれないが、何か終わりの合図みたいなものがほしかったのだ。最後に握手をして別れるというのは、わかりやすいし。


    「あっ……鶴見……」


    「これにて受講修了だ。お疲れ様」


    「ありがとう、そこまでしてくれるなんて思ってなかった……」


    「なんだよ、まともに扱ってもらえてうれしいってことか？」


    「思っていた以上に真ま面じ目めに教えてもらったけど、そういうことだったんだね」


    　あれ、何か反応が変だぞ……。


    「いや、そういうことって、どういうことだ？」


    「その握手、うちの市民団体に入ってくれるってことだよね？」


    「違うわ！！！」


    　大至急で手を引いた。世界を狙ねらえる速度かもしれん。


    「どうして俺がお前の団体に所属せんといかんのだ！　まだ老人会の太たい極きよく拳けんサークルに入る可能性のほうがなんぼか高いわ！」


    「何よ！　そしたら今のは一日無事に終わったことに対する握手ってこと？」


    「それで大正解だよ！　ほかに意味などないわ！」


    「な～んだ、淡い期待を抱いだいちゃって損した。ついに公務員辞める決心もついたのかなと思ったのに。つきたま保護に一生を捧げるんだと思ったのに」


    「お前、その期待は、現金一億円入ったカバンを拾わないかな～って思いながら散歩してるようなものだぞ……。というか、なんで半日レクチャーしただけで辞めるきっかけになるんだよ。居酒屋のバイトを辞める要因にすらならんわ」


    　今の仕事を辞めるだなんて、課長補佐とケンカしたってありえないね！　むしろ、課長補佐と大ゲンカしちゃったら、本気で辞めるか悩むね！　あとが怖こわいからね！


    「ふん！　次に鶴つる見みと会う時はきっと敵同士だから、覚悟しなさいよね！」


    「えっ……宣戦布告……？」


    　せっかく一日使ったのに、その対価が宣戦布告……？　ドＭでもなければ、そんなの報酬にならんぞ……。


    「そしたら、バイバイ。私は本でも探しに行くから」


    「ああ、商店街の箕み原はらブックスか」


    「うん、あそこで気になってた本があるの。『つきたまはやはり神である』って本」


    「だから、そういう偏かたよった本、チョイスするなよ！」


    　せっかく妥当な情報を教えたのに、結局そんなうさんくさいものを読むのか。


    「読書の趣味ぐらい、何だっていいでしょ！　ちゃんと鶴見からのレクチャーも覚えてるから！」


    　そのまま、嵐あらしのように薬やく師し寺じは帰っていった。まわりのお客さん、うるさくてすみませんでした。すべて、「つきたまを護まもり育てる会」が悪いんです。つきたま事務所は何も悪くありません。


    　俺も、さほど時間をあけずにげんなりしたまま帰った。


    　この疲労は薬師寺と話しすぎたせいだ、間違いない。


    　ただ、とある事実に気づいた。


    　最初に会った時と比べると、会話になってたな。


    　話し合えないレベルから話しはできるレベルに昇格したというか。


    　もっとも、普通は話しぐらいできるのが当たり前なので、そんなところをポイントにしても無駄かもしれない。


    　料理を作るのが面倒なので、夕飯はまたうどん屋に行った。
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    ５たま　自称ヴァンパイア来所時における特別対応について


    



    



    【質問】　警察が忙しい街と警察が暇ひまな街、どちらがいいですか？


    



    　俺としてはもちろん後者だ。


    　警察二十四時みたいな世界はテレビで見るにはいいけど、家の近所で起こっていると困る。バトルものの漫画やアニメだって、安全な場所で見るから楽しいのであって、殴なぐったり殴られたりする環境になど絶対に参入したくはない。


    　そういう点では、つきたま事務所も暇であるにこしたことはない。


    　行政が忙しい時は、つまり、何か問題が起きている時だ。利潤を追求してない以上、いい意味で忙しい必要性は皆無。ガラガラすぎて、あくびが出るぐらいが一番よい。さらに言えば、人員削減されないのが一番よい。


    「今日、楽だね」「お客さん少ない」「早く五時にならないかな」「眠い」


    　昼過ぎ、そんな声が職員の間から聞こえるようになってきた。


    　みんな、同じような立場にいるから、発言も似たり寄ったりだ。


    　課長補佐は黙々とパソコンで作業をしているが、この人が常時忙しいのは規定路線なので仕方ない。この人まで暇そうにしているなら、人員カットは確実である。


    　一方でいるかんは後ろの席で寝ていた。


    　さすがにそれはまずいだろ。


    　寝ちゃったら、職務怠慢扱いだぞ。ここは初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長として働かねば。


    「起きろ、起きなさい、いるかん」


    　そうっと、後ろから声をかける。できれば課長補佐に聞こえない程度の声で。


    　でも、そんな簡単に起きないのがいるかんなので、こっちも悪ノリしてみる。


    「勇者いるかん、目覚めるのです。旅立ちの時です。私たちの世界を救ってください」


    　ＲＰＧ風にしてみた。


    「いるかん、私の声が聞こえますか？　『たけのこの農村』を悪から救ってください」


    「大丈夫ですよ、死ぬわけないじゃないですか…………」


    　何、これ、寝言？　いったい、どんな夢見てるんだ。


    「いるかん、いるかん、勤務時間中だよ」


    「はは、これぐらいいるかんひとりで……きゃっ……」


    　夢の中で何かが起きたらしい。


    「助けてくださ……………………」


    　寝言が途切れた。どうやら、夢の中でいるかんは死んでしまったらしい。というか、死んだところで、普通目覚めないか？


    「あ、えんまさま。えっ、いるかん、地獄なんですか？」


    　ついに裁きの間まにまで呼ばれたのか。死んでも地獄編に続くなんて、いるかん、さすがだ。


    「おかしいです！　いるかんが地獄なのは納得いきません！　帰ります！」


    　そこでいるかんの目が開いた。地獄編、打ち切りか……。


    「あれ、鶴つる見みさん、どうしたんですか？」


    「いや、いかにもいるかんらしい夢だなと思って」


    「あまりにも平和だったんで、眠っちゃいました。てへっ」


    「てへっじゃないよ。仕事してね。せめて仕事やってるふうに見えるように寝てくれ」


    　でも、平和なのは確かだ。


    　このまま何事もなく時間が過ぎればいいやと思いながら、自分の席に戻る。混こむと混むでうっとうしいが、かといってがらがらだと時間を持て余す。


    　と、誰だれかが番号札を取ったという表示が子機に表示された。


    　呼び出しボタンを押す。どうぞ、今日はすいてるのでいつもより丁てい寧ねいに対応しますよ。


    　やってきたのは、おそらく十代と思われる女の子だった。


    　長い髪の手入れ具合が、明らかにつきたま事務所にくるお客さんの中で群を抜いている。あと、ホットパンツがちょっと目のやり場に困る。これが若さか。


    　こういう時、職員は「ラッキー、若い女の子だ」と思う。


    　これは男特有のスケベ心のせいではない。いや、そういう気分が加味されるのは否定はしないが、あくまでもそれはボーナス部分であって、本質ではない。少なくとも、女性職員の場合であっても「ラッキー」と思う。


    　どうしてか？


    　ややこしくない可能性が高いからだ。


    　誰が酒臭くて体も臭いおっちゃんと長々と話をしたいと思うだろうか。


    　誰がヒステリックなおばちゃんと長々と話をしたいと思うだろうか。


    　こういう公共の窓口というのは、変な人が来ることも多々ある。弁護士事務所なら三十分話せば五千円はとられるが、公共施設なら金もかからんしね。


    　それに、変な人の割合は、歳としのいったおっちゃんのケースが相対的に高い。だって、歳のいったおっちゃんは、もしサラリーマンとして働いてるなら、平日の窓口にはなかなか来られないはずなのだ。自営業でも忙しいなら、同様に来づらい。


    　つまり、平日にやってくるおっちゃんがいるとしたら、その時点でどっか変な確率が高い。ほんとにどういう経歴で生きてきたのかさっぱりわからん人が多い。


    　それに、大学生とかなら、ちょっと変でもやさしく教え諭さとすこともできるかもしれない。でも、年齢が高いと、二十代の若造から「あなた、変ですよ」とは言いづらい。


    　なので、若い人のほうがいいし、若い女性のほうがより安心というわけだ。説明が長くなったが、これは真理だと思う。当然、例外はある。薬やく師し寺じとかね。


    　さて、今回はどうか。


    　なんというか、ファッションリーダー的なカリスマあふれる人だった。


    　全然描写になってないが、俺にファッションを具体的に語る能力がないのでご容赦願いたい。とにかく、黒を基調に統一された服とかブレスレットとかネックレスとか、高そうなオーラが放たれているのだ。いや、これは絶対、金額的に高い。


    　というか、どこかで見たような……。


    「ご利用カードを書いてきたのだが、これはどうすればよい？」


    　年齢とミスマッチな言い方で、ご利用カードを女性がこっちに出す。


    　何、この口調？　貴族？　でも、箕み原はら市周辺に貴族はいないだろ。


    　でも、ご利用カードはちゃんと書いてくれてるんだな。ご利用カードを書かずにいきなりアタックしてくる人も多いのだ。これを書いてくれていると、あとでデータ入力が楽になる。


    　ひとまず、カードの内容を見てみようか。


    



    ○お名前　大土呂真乃　おおどろ　まの


    ○年齢　十七歳


    ○ご住所　箕原市村むら瀬せ２丁目３‐45


    ○ご連絡先　０８０‐××××‐××××


    ○ご職業　音楽関係・高校生


    ○ご相談内容　自分のつきたまを強くしたい、あるいは敵のつきたまを弱くしたい。


    



    　なんじゃこりゃ。


    　こんな意味不明な相談内容、初めて見た。


    　まず「自分のつきたま」って何？　この人、飼ってるの？　それと「敵のつきたま」って何？　この人、いったい誰だれと戦ってるの？


    　あと、職業欄が高校生・音楽関係というのも珍しいな……。「夜のお仕事」って書いてくる人もたまにいるし、これぐらいじゃ驚かんけどね。


    　これは強敵が来たかもしれんぞ……。というか、どうして高校生がこの時間に……。サボったのか？　薬師寺も自習時間に抜け出して来てたし、前例はあるけど。


    「あの、この音楽関係というのは、どういうお仕事ですか？」


    「マノ・フランクというバンドでヴォーカルをつとめておる」


    「へえ、マノ・フランクですか。奇遇ですね。よく聞いてますよ。ニューアルバムも買いまし…………あれれれ」


    　え、この人、マノ・フランクのコピーバンドしてるのか？


    　でも、バンド名をマノ・フランクって言ってたよな。そういえば、ヴォーカルのマノに似てる。というか、本名、大おお土ど呂ろ真ま乃の。しかも、高校生……。


    　これ、本人が降臨してる？


    「すみません、つかぬことをお聞きしますが、あの、マノ・フランクですか？　先日出したニューアルバム『スーパーナチュラル』をひっさげて全国ツアー中の、マノ・フランクですか？」


    「そうである。二年前にシングル、『ひずみ』でデビューしたマノ・フランクである。もうすぐニューシングル『白はつ空くう』をドロップするのでよろしく頼む。カップリングの『純情パラノイア』と『さよならゲーム』もいい曲に仕上がっておる。ライブも楽しみである」


    「うおおおおお！」


    　思わず、席を引いて、あとずさってしまった。


    　渋谷や新宿ではないんだぞ、箕み原はら市だぞ。こんなところでニアミスするとは！　というか、マノさん（本人がいるので、さん付け）、箕原市民だったんだ！　住所知っちゃったよ！


    　いや待て、こういう時こそ冷静にならねばならん。


    　マノさんにブログで「つきたま事務所、マジ最悪」とか書かれたら、かなりの信用失墜効果が出てしまう。ここはいい印象を持ってもらえるよう、全力を尽くさないと。


    　最も適切と思われる発言を心がけるのだ。


    　鶴つる見み満みつ流るよ、お前ならやれる。


    　さあ、行け！


    「このノートにサインしてくださいませんか？　家宝にしますので」


    　バカか、俺は。


    　それ、公私混同的な意味で、最も不適切だぞ……。でも、本人来てるんだもん！　プロの歌手だよ。それもインディーズで局地的に人気とかじゃないよ。音楽はそこそこ聞いてますって人なら誰だれでも知ってる人だよ。音楽性も本物感のある人だよ。


    「ああ、それぐらいかまわぬ。これでよいか？」


    　ペンでさらさらっと、マノさんはサインを書いた。さすがに書き慣れている。


    「おお！　今日は本当にいい日だ！　朝のニュースをチェックしてなかったけど、きっと運勢第一位だったに違いない！」


    「おおげさな人間であるな。たかがサインではないか」


    　こちらの興奮と対照的にクールなマノさん。たしかに、マノさんからしたらサインを書いただけかもしれないが、選ばれし者のサインには価値があるのです。


    　ほかの職員の「え、マノ・フランク？」という声が聞こえる。来客者からも一部で声が。携帯で何か書きこんでいる人もいる。このまま相談するのはまずいかもしれない。というか、サインねだったりして目立たせた俺のせいか……。


    「あの、そういえば、大おお土ど呂ろさんの話し方ってテレビやライブの時とかなり違いますね」


    　ライブのマノさんはとにかくしゃべらない。


    　マノ・フランクというバンドは曲と曲の間のしゃべり（いわゆるＭＣ）を全然やらない。そこがかえってカッコイイのだ。


    　テレビでも、歌番組ではぼそぼそと必要最低限「はい……」「そうですね」「頑張ります……」などとしゃべるだけだ。でも、曲はすごくはじける、そのギャップがまたいいのだ。


    「あれはキャラ作りなのだ。ああいう演出にしてくれとレコード会社からも言われておってな」


    　すごい暴露発言がきた。


    　というか、ファン代表としてそんな言葉を聞かされた俺はどうリアクションをとればいいんだろう……。織お田だ信のぶ長ながをお茶会でもてなすぐらい、難しいぞ、この状況。


    「それで、ご相談内容なんですが」


    　聞かなかったことにするというオトナの上級テクニックを使うことにした。


    「うむ。実は我わが輩はいには秘密があってな」


    　ちょっと待ってくれ、今、一人称に「我輩」使わなかったか……。


    　そんな言葉、フィクションの世界で猫が使う以外に使用法ないと思ってた。仮に使う人がいたとしても、杖つえをついた紳士とかであって、女子高生では、まずない。


    　しかし、そんなところはまだまだ浅瀬であるということを思い知らされた。深しん淵えんが俺を待っていた。


    「我輩はヴァンパイアなのだ」


    　ダメだ、これは場所を替えたほうがいい。


    　誰だれか、リングに白いタオルを投げてくれ。これ以上はいけない。無理です！


    　課長補佐のところに行った。この人が白と言ったものが白で、黒と言ったものが黒だ。


    「あの、芸能人の方が相談にいらっしゃってます。すでにお客さんたちも気づいているようで、小会議室を使いたいのですが、よろしいでしょうか？」


    「特例として許可するから、早く行きたまえ」


    　課長補佐、こういうことに関しては話が早い。


    　ということで──


    「大土呂さん、お話しの続きはあちらの部屋で。ご案内します」


    　あれ、でも、ヴァンパイアだったら密室は危なくないか？


    　いや、ファン的には密室でお話しできることのほうが重要だ。


    



    　さて、小会議室で仕切りなおしである。


    「……つまり、大おお土ど呂ろさんはヴァンパイアである、と？」


    「うむ。そうだということを、五年前に知ってしまったのだ」


    　けっこう最近だな……。


    「どうしてヴァンパイアだとわかったんですか？」


    「啓示を受けた」


    　だんだんと中世ヨーロッパっぽくなってきた。でも、ここは埼玉県箕み原はら市だぞ。


    「ヴァンパイアが夢に出てきて、こう言ったのだ。お前こそ、我が血を引きし者だと。ヴァンパイア中のヴァンパイアであると。にわかに信じられず、我わが輩はいはこう聞き返した。へえ、野球の審判になる素質があるのですか。それはアンパイアだと言われた」


    　ここでボケ入れるの、すごいな。さすが業界人だ……。


    「へえ、それで、どうなったんですか？」


    「まずは、このことを世界に知らしめなくてはならぬと思った。これ以上ないほどの貴種のヴァンパイアが日本にて復活したということをな。だが、壁がいくつもあった」


    「壁と言いますと……？」


    「我輩は埼玉県箕原市の出身だ。こんなところでヴァンパイアが出たといっても、ウソくさい。横浜とか神戸とか長崎とかの外国人の旧宅に眠っていたのなら、もう少しリアリティもあろう。でも、箕原市だ。最初から我輩は不利な勝負を強いられていたのだ」


    「そうですね……。食い合わせ的にあまりよくないですよね……」


    「しかも、当時、我輩は中一であった。早い中二病として一笑に付される危険もあった」


    「たしかにありえそうですね」


    　というか、まさに早い中二病だったのではないだろうか。


    「そこで我輩は芸能事務所の門を叩たたいた」


    「うわ、三回転半のひねりを利かしたデビュー秘話だ！」


    「デビューして有名になって、ヴァンパイア宣言すれば、全国に我が名を広めることもできるし、インパクトも強い。これこそ、最良の策だと我輩は思った」


    　やはり、芸能界はわからん……。というか、この人がよくわからん。


    「そこで、事務所にてヴァンパイアの出自を示す歌を歌ったところ、お前は見込みがあるからぜひともバンドを組めと言われた。それで結成したのがマノ・フランクだ。あと、ヴァンパイアであることは黙っておけと言われた。そういう発言をするとジャンルがヘビーメタルになって、売り出す方向性がずれてしまうかららしい」


    「そういうところは、柔軟に対応したんですね……」


    　そろそろ、マノさんとお話しできて光栄という気持ちより、知ってはいけないことを知ってしまったことに対する後悔の念が勝ちはじめてきている。ツイッターで著名人が素すを出しすぎて、大物感が薄れる現象に近い……。


    「でも、まだ公式にはヴァンパイア宣言はしてないですよね……？」


    「そのあとで考え直したのだ。冷静に考えればテレビでヴァンパイアということを宣言したら退治されてしまうかもしれぬ。危ないところだった」


    　ある意味、本当に危ないところだったとは思う。


    　マノ・フランクというバンドのターニングポイントだったと言っても過言ではない。


    「ちなみに誰だれかを嚙かんだこととか吸ったことはあるんですか？」


    「ない。嚙むに値する人間をまだ見つけておらぬのだ」


    　できれば見つけても嚙まないでいてほしいところだ。今のマノさんが嚙むと、スポーツ紙の一面を飾りかねない。


    　ふう、レアな体験談だった──って、まだ肝心のところを聞いてない。


    「すみません、ところで、これがつきたまと、どう関係するんですか？」


    　うちは、つきたま事務所だ。


    　ヴァンパイアと戦う特別な教会とかではない。


    　ヴァンパイアを支援する謎なぞの組織でもない。


    「ああ、そうなのだ。話をしたいというのは、我わが輩はいの眷けん属ぞくのことなのだ」


    「眷属？」


    「うむ、今も部屋の外で待機していると思う。扉を開けていただきたい」


    　よくわからない頼みだが、頼みの実行は容易なので、扉を開けてみた。


    「わわわわわっ！」


    　開けるやいなや、うねうねうねと小部屋にゴム状のものが進入してきた。


    　けど、そう恐れるようなものでもなかった。


    　ただの、つきたまだ。その数、十ぐらい。


    　もっとも、それだけの数のつきたまが、ドアの前にいたのは不自然ではある。


    　つきたまは一部の人には近寄ってくる習性がある。俺も駅で待ち合わせをしていると、寄ってこられる。でも、そういう体質の人間は、つきたま事務所には俺を含めてたくさんいる。つきたまにとっては、誰だれでもいいはずなのだ。


    　けれど、このつきたまたちは、マノさんのところに一目散に集合した。


    　まるで飼い主を見つけたがごとくである。


    「これが我輩の眷属だ」


    「ああ……大おお土ど呂ろさんはつきたまが見える体質なんですね」


    　見えるなんてレベルじゃない。ある種の交流がはかれている（と本人が錯覚する）レベルだ。眷属という言葉もうなずける。


    「そうなのだ。古来からつきたまはヴァンパイアの眷属なのだ。そして、つきたまを使役できることこそ、我輩がヴァンパイアであるという何よりの証拠。事実、ヴァンパイアの啓示の夢を見て以来、我わが輩はいはこの眷けん属ぞくたちと交流することができるようになった。それまで見えもしなかったものが、見て、触さわれるようにまでなったのだ」


    　典型的な、後天的発現のタイプだな。


    　俺もそうだが、後天的発現の中には、神秘的と感じるような体験をともなうケースが多い。


    　だから、一部の者は神に選ばれたなどと思って宗教をはじめようとしたり、逆に呪のろわれたと思って、やたらと祈き禱とうをしてもらおうとしたり、極端な行動に走る。


    　ひと言で言えば、どうしていいかわからなくなったというわけだ。


    　マノさんもそれに近いといえば近いが、妄想と社会に折り合いをつけているので、結果的に何も問題にならなかった。高校生活との折り合いは不明だが、ついていると勝手に解釈したい。


    　ヴァンパイア事件の理屈も無事に解明された。


    　わかってみれば、たいしたことじゃない。人間、誰だって自分を特別と思いたい。その結果だ。まして、マノさんは筋道は変だけど結果的にマノ・フランクという特別な存在になってしまったのだ。見事なサクセスストーリーではないか。


    　でも、話はめでたし、めでたしでは終わらなかった。


    「むっ、吸いたくなってきた」


    　マノさんはさらりと妙なことを言った。


    　これまでも妙なことだったけど、さらに危険度の高い妙なことだ。
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    「吸いたいってまさか……？」


    　自称ヴァンパイアの少女が吸いたいと言っている[image: ]つまり、血。


    　げっ！　血を吸われる！　それは傷害罪っぽい！　いろいろとやばい！　でも、ある意味吸われたくもある！　やめろ！　その感性は身を滅ぼすぞ！　あと、公務員の地位も！


    「マノさん！　ここはこらえてください！　吸うというのは、ちょっと……」


    「だが、この衝動をこらえることは我わが輩はいにはできそうにない。耐えようとすると、頭が割れそうになるのだ……。そうなると、だんだんと自分が誰だれかわからなくなる……ウグオオオアアアアア、グオオオオアアアア！」


    　なんか、うら若い少女が発してはいけないタイプの声が出てる！　デスメタル系の声が出てる！　どうするんだよ、これ！


    「限界である！　吸うぞ！　吸うのだっ！」


    　軽く恐怖を感じた。やはり、こんな時のために護身用にバールのようなものは購入しておくべきだったか？　でも、マノさんを殴なぐれるわけないし、ヴァンパイアに襲おそわれそうになったなんて警察に言って信用してもらえるわけないし……。逃げよう。早く逃げよ──


    　がぶり。


    　マノさんが食らいついた。


    　つきたまに。


    「えっ？　吸うってそっち？」


    　そういえば、血を吸うとはひと言も言ってないよな。吸うとしか言ってない。


    　それでつきたまが縮むようなことはない。あくまでも嚙かんでいるだけという感じだ。いろんな駆除方法があるが、嚙んで小さくさせるなんて聞いたこともないし。


    　なんか、縁日でとうもろこしにかぶりついてるのに近い。


    　だが、だんだんとマノさんの目がとろんとしてきた。


    　依然として、つきたまに嚙みついているので、声はないのだけど、違う世界に旅立っているような顔になっている。


    　やけにエロかった。


    　ばたん。


    　マノさんはテーブルに倒れかかった。自分を支えられない状態らしい。


    「あの、マノさん……？　大丈夫ですかね……？　あの……？」


    　どうしよう、これ？　誰か呼んだほうがいいのかな。でも、この光景を他人に見せていいのか？　むしろ、俺も見てていいのか……？


    　悩みつつ、結局何もアクションを起こせずに三分ほど経たっただろうか。


    「覚かく醒せいしたっ！」


    　がばっと、マノさんが身を起こした！　まさにお目覚めだ！


    　この人畜無害のつきたまから何を得たんだ？　そりゃ、触さわれる人間は嚙かみつきもできるんだろうが……。


    「あ、あの……吸えましたか……？」


    「うむ。眷けん属ぞくから定期的に吸わないと力が出ないのだ。これで戦える。今ならライブで何十曲でも歌える感じである」


    　そういえば、顔がつやつやしているっぽいのだが……。つきたまは栄養ドリンクか。いやいや、つきたまを吸っても何も取り出せないはずだぞ……。タウリンなんて配合してないぞ。マノさんはいったい、何を吸収したんだ……。


    　ためしに今度、一体、嚙んでみようかな。やめとこう。なんか、汚そう。


    「おお！　歌詞を思いついた！　すまぬが、紙とペンを貸していただきたい。このひらめきが消えぬうちに書き留めておきたいのである！」


    「あ、はい！　これ、線も何も入ってないコピー用紙ですけど、これでよければ！」


    　すごい勢いでマノさんは紙に書きつけていった。鬼神のごとく、という比ひ喩ゆ表現があるが、そんな雰囲気だった。何か憑ついている感じだ。むしろ、本当にヴァンパイア的な何かが憑いているのかもしれない。


    「できた！　これはシングル候補になる！」


    　三分で一曲できたらしい。


    「おめでとうございます……」


    　ううむ……。


    　あえて、直接的には言わなかったのだけど、このマノさんの反応は────かぎりなくドラッグ使ってる人に似てないか？


    　いや、あくまでもよく聞く一般論なのだが。ドラッグをやるとひらめきが来て、それで曲を思いつくとか、欧米のカリスマ的なロックバンドなどでそういう話ってあるよね……。


    　でも、つきたまを吸ったらダメなんて法律は存在しないし、まして、吸うことによる悪影響も聞いたことがない。というか、吸う人なんていたのか？


    　法的に問題なくて、体にも害がないなら、いいのかな。仮に禁断症状が出たとしても、どうせこの人の近くにはつきたまが集まってるから、それを吸うだけだろうし。


    「あの、まさか幻覚とか見えないですよね……？」


    「ヴァンパイアからすれば、この浮き世すべて幻のようなものである」


    　くそっ！　元から発言がちょっとおかしいので、判断できない！


    「ただし、麻薬的な危険はないはずだ。あんな不健康なものに頼ってはおしまいだ。健康に悪くては長く続けられないであろう。それではファンに音楽を届けられぬではないか」


    「あっ、危ないクスリではないとは自覚されてるんですね。なら安心だ」


    　そうだ、そうだ！　ファンのためにもマノさんには長生きしてもらわないと困るのだ！


    「それに、高校生らしく節度を守った生き方をしなければならぬ。ロックだからといって、飲酒・喫煙などもってのほかだ。一日七時間以上寝るし、早朝に起きてランニングもする」


    　なんか、健全すぎてロックっぽくないな。いや、既成概念に反発することこそ、ロックなのだろうか。ロックって表現、なんでもありで使われていて、よくわからないよね。


    「念のため、過去に医師の診察も受けたが、健康に何も異常はなかった」


    「堅実だな、ほんとに……」


    　ちょっと胸のあたりを確認する。


    　胸にふくらみはあまりなかった。やっぱりか。


    　つきたまに吸いつくぐらいだから、まさかと思ったが、こういう強い執着を示す女性はことごとく貧乳なんだよな。あくまでもプロとしての経験則であって、データはないが。データがあっても公開できなさそうだし。


    　あっ、そういえば、まだ肝心の相談内容に入ってなかった……。ヴァンパイア話のインパクトのせいで、完全に脱線していた。


    　自分のつきたまを強くしたい、あるいは敵のつきたまを弱くしたい──ってどういうことなのか？


    「あの、『敵のつきたまを弱くしたい』というのは、何なんですかね？　つきたまブリーダー同士で対決とかしてるんですか？」


    「相手のつきたまのほうには特定の主人はいないようなのだが。たとえば、近所のファミレスにできているコロニーと我わが輩はいの眷けん属ぞくが争っておったようなのだ」


    「争っている？」


    　そんな話、初耳だぞ。争うも何も、そのへんに存在してるだけだろ、こんなの。


    「夜に我輩のそばを離れて、ファミレスの者たちと抗争を繰り広げておったらしい。一度、徹夜して後ろをついていって、確かめた。つきたまは夜中に決闘し、そして、朝方に帰ってきておったのだ。もちろん、傷ついたものは縮んだり、消えたりした」


    「へえ……」


    「どうやら、その抗争には勝利したようだ。だが、また新たな敵が出てきたらしくてな。夜な夜などこかのコロニーと戦っておるのだ。この敵がなかなか強いようで、眷属の数が若干減ってきておる。看過しがたい事態である」


    「だから、眷属を強くするか、敵を弱くしてほしいということですか」


    「そういうことだ」


    　マノさんが冗談を言っているようには見えない。


    　目は真剣だし、騙だまそうという意志もカケラもないだろう。


    　そもそも、この人の根が正直なのは、俺はよく知っている。音楽のほうで。


    　キャラ作りがあろうとなかろうと、音楽そのものにひたむきだからこそ、こちらもファンをやっているのだ。


    　だけど、このケースは……。


    「俺も曲がりなりにもプロです。つきたまにおける、いろんな事例を経験してきました。ですが、つきたまが争うなんて話は聞いたことが……」


    　はっきりとは言いづらいが、何かの勘違いではないか？


    　原則として、信じられないような事例は話半分で聞いて流すのがいい。つきたま事務所は現場で数をこなす機関であって、つきたまの調査・研究の組織ではない。


    　でも、ストレートに答える勇気が俺にはなかった。


    　つきたま同士の抗争？　縄張り争い？　つきたまの中にも政治などというものがあるのか？　仮に感情がないとしても集団意識のようなものはあるのか？


    　いろいろと気になりはするが……。やはり、勘違いということにするしか……。


    「わかりました……ええとですね……」


    「ありがとう！　本当に助かった！」


    　あれ……。この流れは嫌いやな予感が……。


    「こんな話をしても、とても信じてもらえないと我わが輩はいも思っていたのだ。だが、『わかりました』と言ってもらえた。本当に我輩はうれしい！」


    　薬やく師し寺じもそうだが、どうしてみんな自分に都合よく結論を下すんだ……。


    　そして、この笑顔。


    　ジャケットなどで斜にかまえたかっこいい雰囲気のマノさんはたくさん見てきたが、こんな春はる爛らん漫まんといった笑顔のマノさんははじめてだった。等身大の女子高生の表情というか……。ダメだ、この笑顔を曇らせることはいくら公こう僕ぼくとはいえ、俺には無理だ！


    「わかりました。手伝わせてください……」


    「よろしく頼む！　やはり、マノ・フランクのファンはよい人ばかりだ！」


    　マノさんに褒ほめられて、恥ずかしいような光栄なような。まんざらでもない。


    　だけど──


    「評価してくださるのはもう少しお待ちください」


    　ここで保留を入れられるのは、我われながら公務員的だと思う。


    「かなり特殊なケースなので、調査の許可が出るかはわかりません。内容的にも深夜の仕事になりそうですし」


    「それは、たしかにそうかもしれぬ。警察や麻薬取り締まりではあるまいし、この組織は夜中に活動する前提がないであろう」


    「そうなんです。だから、蹴けられることはありえます。その場合は、公的な仕事にはできませんが──」


    　ここが男の矜きよう持じの見せ所ではないか。


    「──俺自身の趣味ということでやらせていただきます。夜中につきたまの生態研究をするのは、犯罪でもなんでもありませんから」


    　いきなり、マノさんに手を握られた。おお！


    「ありがたい！　我わが輩はいは君のような人間に出会えてうれしい！　ぜひ、ヴァンパイアになってもらいたいぐらいだ！」


    「ええ、こちらも頑張ります！　でも、ヴァンパイアは遠慮します！」


    　あのマノさんと握手している。よし、今日は手を洗うまい。


    　ただ、風呂には入らないと汚いよな。早めに起きて、朝風呂にしようかな。


    



    　そして、課長補佐に調査の起案を提出してみたのだが──


    「ダメだ」


    　一いつ蹴しゆう。


    　覚悟はしていたが、ＮＯを突きつけられると、少し落ちこむ。自分の存在まで否定されたような気持ちになる。


    「やっぱり、通りませんか」


    「夜中にやるなんて前例がない。内容的にも研究機関の管轄だ。つきたま事務所はあくまでも、迷惑なつきたまの駆除をやる。それ以外の問題も、もちろん相談窓口としては聞くが、お客様のニーズに合った別の適切な機関を紹介するのが、仕事になるはずだな」


    「なるほど……。正論です」


    　ルールの面で、課長補佐と戦って勝てる気がしない。というか、戦ってはならない。


    　キャリアと地方公務員の間には、大魔道士とかけだし魔法使いぐらいの越えられない壁がある。


    「──以上が、課長補佐としての意見だ」


    　課長補佐が素直に笑った。


    　あっ、これは成功フラグではないだろうか……。


    「面白そうだな。仕事としては許可しないが、私は君の趣味にまでは干渉できない」


    　つまり、これは趣味としてやるなら認める、ということか？


    「ああ、夜中の趣味が高じて、眠くて動けないなら言ってくれればいい。有休はそのためにあるのだからな」


    「ありがとうございますっ！　課長補佐の下もとで働けて本当によかった！」


    　課長補佐、マジで課長補佐。ちゃんと日本語が通じるって、なんて偉大なことだろうか。


    「礼を言われるようなことは何もしてないがな」


    「それでも、ありがとうと言っておくのが社会を円滑に生きる智ち恵えなんですよ」


    「私は仕事熱心な人間は好きなんだ」


    「はい？　好き？」


    　どきりとした。まさか、さりげなく、告白されたのか？


    「仕事をしたくないと言ってる部下や同僚と楽しく仕事ができると思うかね？」


    　当たり前だろうという顔を課長補佐はしている。しまった、完全なる早とちりだ。現実をよく見ろ。


    「わかりました！　では、趣味でつきたま生態調査をやらせていただきます！」


    「それから、趣味で手に入れた調査データは全部教えてほしい。場合によっては、本省のほうにも伝えておきたい」


    　しれっと、課長補佐は言った。


    「調査データ？」


    「あくまでも、何か変な結果が出た場合の話だ。何もないなら、それでいい」


    　すべての道は仕事に通じるんだな。ある意味、職員としては正しいけど。


    「ああ、それと、あのヴァンパイアさんのことだが、何か変な言動はなかったか？」


    　変な言動というと、アレか。つきたまを吸うとハイになったというアレか……。


    　でも、あんなこと話していいのかな……。


    「何かあったらしいな」


    　一瞬で見抜かれた。そりゃ、課長補佐の前じゃ、どうしようもあるまい……。言って、マノさんの身に危険が及ぶことでもあるまいし、いいだろう。


    「つきたまを吸うとやたらと元気になるんですよ、あの人」


    「自己暗示だな。たまにある」


    　ほかに何があるとばかりに課長補佐は即答した。


    「それでは趣味を頑張ってくれ」


    　よくわからないが、とにかく許可は得た。


    　俺はつきたまの「抗争」に参戦することになるらしい。

  


  [image: ]



  
    



    


    ６たま　深夜におけるヴァンパイア応援業務について


    



    



    　草木も眠る丑うし三みつ時どき。


    　この言葉もだいぶ死語になりつつある気がする。二十四時間開いてる店が珍しくなくなってきた。草木が眠ろうと人間は眠らない。健康にいいかは知らないが（いや、たぶん悪いが）、昼夜逆転している人間は確実にいる。


    　それでも活動している人間の絶対数が少ないことは間違いない。昼間は交通量の多い道路もひっそりとしている。


    　そんな道路を俺と大おお土ど呂ろ真ま乃の──つまりマノさんが歩いている。


    　断じて密会などではない。


    　そんな甲か斐い性しようは俺にない。


    　では、仕事かというと、そうでもない。


    　俺はそんなに仕事熱心ではない。地方公務員も仕事熱心ではない──と言い切るのはまずいが、深夜にまで働きたい人間は滅多にいないだろう。


    　これは趣味だ。だから、俺も夜中まで起きて活動しているのだ。


    「かたじけない。人間が働く刻限はとうに過ぎておるというのに」


    　時代劇の台詞せりふではなく、マノさんの素すです。


    「いえいえ、わかっていて受けた仕事ですから、そこはお気になさらず」


    「もしも、怪しい者を見かけたらばすぐに教えてくれ。まさかとは思うが、ほかのヴァンパイアかもしれぬ」


    　おそらく、マノさんが言動レベルでは一番怪しいだろう。そんな伝奇バトルみたいなことが現実に行われても困る。


    「このへんで、ヴァンパイア見たことあるんですか？」


    「同族を見かけたことはないが、コートを開いて裸を見せつけてくる男は二度見た」


    「それは変質者ですよ！　気をつけてくださいね！」


    「人間ごとき恐るるに足らぬ。股こ間かんをブーツで蹴けり上げたら、逃げていきおったわ」


    「マジで撃退したんだ……」


    「夜は眷けん属ぞくを吸ってから出かけるから、気力・体力ともに充実しておるのだ」


    　俺とマノさんはとぼとぼと道路脇わきの歩道を歩いている。


    　その前をつきたまが動いている。


    　その数、およそ七十ほど？　眷属という言葉がふさわしいほどの密集具合だ。これほどの数が大おお土ど呂ろ家のマノさんのあたりにいたということなんだろう。個人に集まる数としては、ちょっと異常なぐらいに多い。


    　ほんとに非科学的なイメージ論なのだが、個人のカリスマ性とつきたまを引き寄せることには関連性があるのかもしれない。そう考えると、すとんと腑ふに落ちるのだが。


    「やはり、これまでのファミレスと方向が違う。ほかの場所に向かっているらしい」


    「いったいどこなんでしょうね。道としては、郊外のほうですね。それにしても暗いな」


    　街灯も少ない、田舎いなかのほうにつきたまは向かっている。


    　市内でもまだ農村の空気が色濃く残っているエリアだ。


    　一方で、そのそばに新興住宅地を作ったりして、昔はトラブルの種だったらしい。それも、もはや新興とつけられないような古い住宅地になってしまったが。


    　そこでつきたまが道路を横断する。


    　当たり前だけど、信号無視だ。途中、一台の車が上を走っていったが、つきたまには被害なし。車が踏んでも、すり抜けるだけだ。


    　公務員だけど、信号のないところで渡ります。お許しください。


    「完全に農村のほうに向かってますね。収穫のお祭りでもするんでしょうか」


    　無論、つきたまが祭りをするなんて思わないが、マノさんに合わせて発言してみた。


    「我わが輩はいの眷けん属ぞくはそんな牧歌的なことをやらん。邪神でも崇拝しているのだろう」


    　ヴァンパイアのイメージにそぐわないものはＮＧらしい。


    　つきたまの目的はいまだ不明。


    　ただ、一定のペースで移動しているだけだ。こんなに動くのは珍しい。


    「あれ？　なんか、この道、来たことがあるような？」


    　薄暗くてよくわからないが、記憶の奥底を突っつかれているような気持ちだ。


    「ほう。君も夜道を徘はい徊かいしておるのか。実はグールか何かなのか？　だが、あまり腐ってはいないようだな」


    「去年の健康診断では、まともな人間という結果が出てます」


    「そうか。ただ、あれはあまりあてにならんぞ。我輩は何度健康診断をしても正常という結果が出ておる」


    「健康でなによりじゃないですか」


    「どうしてヴァンパイアであるという結果が出ぬのだ！」


    「ああ、そっちの意味ですか……。でも、ヴァンパイアってばれても都合が悪いからいいんじゃないですか？」


    「…………だが、血液検査の注射が怖こわいし、我輩がヴァンパイアなのは間違いないのだ」


    「いえ、一般人でも注射怖い人はいますよ！」


    　話せば話すほど人間ということが確定していく気がするが、俺の仕事はヴァンパイアか人間か判断するものではないので、かまわないだろう。


    「いや、本当に人間をはるかに超えて注射が恐ろしいのだ……。もっと短時間で終わればよいのだが、ガーゼですうっとさせたところに刺す、あの待ち時間がこう、なんというか、おぞましい気持ちにさせられる……」


    「ああ、それはわかります。処刑を待ってるって感じですよね」


    「サードシングルの『毒針』はあの注射の待ち時間をイメージして作った」


    「楽曲にまで多大な影響を与えていた！」


    　謎なぞの特権で、どんどん裏話を聞いてしまっている。


    　公務員になってから一番うれしい。初任給もらった日の百五十倍ぐらいうれしい。


    　そして、雑談をしながら歩いていて、さっきのデジャヴの理由がわかった。


    　目の前にそびえているのは、廃校。


    　俺と薬やく師し寺じエナとの出会いの場である。


    　ああ、あの時は官かん用よう車しやで来てたから、すぐに思い当たらなかったのか。徒歩と車だと風景の感じ方も違うからな。しかも今は夜だし。


    　マノさんの眷けん属ぞくであるつきたまたちは、迷いもなく廃校に向かっていく。


    「おお、いかにもヴァンパイアの眷属にぴったりの雰囲気ではないか。我わが輩はいの眷属たちは空気を読んでおるな」


    「たしかにお化けは出そうですけど……ヴァンパイアが似合うのかな……」


    　どことなく嫌いやな予感がした。


    　ある意味、墓場なんかより、はるかに不吉だ。


    　つきたまは廃校の中に入り、階段をのぼる。


    　入っていく部屋は────ああ、やっぱり、前に薬師寺がいた教室だよ。


    　そこには、つきたまが揃そろっていた。


    　どうやら、廃校舎の中でもこの部屋にとくに密集しているようだ。


    　廃ビルなどに集まる事例でも、特定の部屋にかたまるらしい。その部屋に、どういう特徴があるのか、そのへんは解明されてない。今回もこの教室にどう特別なものがあるのか、よくわからん。


    　でも、考察を加える余裕はなかった。


    　うにゅうにゅうにゅにゅ！（つきたまが這はう音。見える人間にだけかすかに聞こえる）


    　マノさんのつきたまが校舎のつきたまのほうに向かって「進軍」した！


    　うにゅにゅにゅにゅ！（同様につきたまが這う音）


    　それに対して、校舎側のつきたまも、わずかに動きだした。


    　つきたまの二つのかたまりが真ん中でぶつかり合う。


    　うにゅにゅ～にゅにゅにゅにゅ～！（つきたまがもみあう音）


    　そのまま、両陣営はぐちゃぐちゃに交ざった。争ってるように見えなくもない。


    　そして、こんなに離れたつきたま同士が集まる事例は聞いたことがない。


    　これは極めて貴重な研究報告になるかもしれない！　課長補佐も褒ほめてくれるんじゃないだろうか。


    「この廃校のコロニーとの争いということか！　我わが輩はいの眷けん属ぞくたちよ、その力、存分に発揮するがよい！　ははは、血の饗きよう宴えんだ！　破滅のサバトだ！　サンクチュアリを犯せ！」


    　マノさんが人差し指を、びしっと差して声をかける。なんというか、おおぎょうな振る舞いがメタルバンドっぽい。そして、ギターロックのマノ・フランクらしさはない。


    「お前を藁わら人にん形ぎようにしてやろうか！」


    「マノさん、それは人形違いではないでしょうか」


    　おそらく、蠟ろう人にん形ぎようだと思う。でも、藁人形にされるほうが怖こわいかもしれない。


    「さて、鶴つる見み殿、本題である」


    　こほんと咳せき払ばらいしてマノさんが言う。


    「この血で血を洗う殺さつ戮りくの宴うたげで、我が軍が勝つように手を貸してほしいのだ」


    「ああ、そういえば依頼内容はそういうものでしたね」


    　まさか、地方公務員に就職して、血で血を洗う殺戮の宴に手を貸すことになるとは思わなかった。ただし、つきたまに血はない。


    「どうも、真正面からぶつかるとだな、我が眷属の消耗が激しいらしいのだ。どうか、眷属を助けてやってほしい」


    「そうですね、まずは状況を確認させていただきます」


    「これ以上、眷属の力が弱まってしまうと、我輩の埼玉征服の夢が遠のいてしまう」


    「えっ、そんな野望を抱いてるんですか……？」


    　しかも、なんとなく中途半端な野望だ。


    　世界征服とまで言わなくてもいいから、せめて日本征服ぐらいは言ってほしい。


    「ヴァンパイアとして生を得た以上、それぐらいのことはやらねばならぬ」


    「おそらく、バンド活動のほうで征服を考えたほうがいいんじゃ……」


    　そんなことを言いつつも、俺はつきたまの「争い」に目をやっている。


    　つきたまの行動パターンを考えるうえで、これはとても大切なデータになる。


    　現在のところ、つきたまが人間を襲おそったという事例は──これは被害妄想だろうというものを除いて──ない。ただし、被害妄想っぽいのは多いが……。


    　ほかの動物を襲ったという事例もない。植物に関しても以下略。


    　無害だからこそ、さほどの対策もなく、つきたまは世界に浸透しているし、とくにパニックにもなってないのだ。存在すら忘れかけている人も増えてきている。


    　つきたまはあるだけ。


    　そのつきたまがほかのつきたまに向かっていく性質があるとしたら、しかもこんな長距離を動くとしたら、これは発見と言っていいレベルだ。


    　たしかに、あれだけ集まれば、圧迫されて消滅するものも出てくるだろうし、それを「争い」と表現することも可能かもしれない。


    　あとは、マノさんについてきたつきたまの手助けをすればいいわけだな。


    　ただ──


    　うにゅうにゅうにゅにゅにゅにゅ～にゅにゅ～。


    　部屋の中央でつきたま同士がぶつかりあっている。


    　たまに、つきたまが消滅したらしい音が耳に入る。


    　風船が割れたような破裂音がするのだ。


    　なんか、涼しげなのか暑苦しげなのかよくわからん。


    「すみません、マノさん」


    「うむ、何だ？」


    「これ、どっちがどっちの陣営かよくわからないんですが」


    　赤つきたまＶＳ青つきたまとか色の統一もないし、判別ができない。


    「実を言うと、我わが輩はいもよくわかっておらぬ」


    「やっぱり、そうなんですね……」


    　状況から想像はついたが、本当にそうだった。


    「これでは援護ができません。というか、争ってるんですかね、これ。集団でのお見合いじゃないですよね？」


    　だんだんと自信がなくなってきた。一か所に集まったものを、どう比ひ喩ゆでたとえるかだけの問題な気もする。


    「では、我輩の眷けん属ぞくが識別できるような方法を試してみようか」


    「どんな方法なんですか？　名前を呼ぶとか？」


    「上う手まくいくかもわからぬが、眷属のために戦いくさの歌を聴かせてやろう」


    　そして、マノさんは息を吸いこむと──


    　──歌いだした。


    「クラッシュした未来の残骸を♪　拾い集めてゴミ箱に捨てよう♪　


    　スライムだらけの閉鎖区域で♪　今日も君の声だけ響いてる♪」


    　おお！　これはライブの定番曲、「アンハッピーアイスクリーム」だ！　まさか、生で聴けるだなんて！


    　やはり、プロなのだと実感した。歌いだした途端、周囲の空気が明らかに変わってしまったのだ。廃校がライブハウスになったかのようである。そして、マイクも何も使ってないとは思えないような声量。本当にいいものを見させてもらっている。ファン冥みよう利りに尽きるよ！


    　だが、言わずもがな、マノさんは俺のために歌ったわけではなかった。自分の眷けん属ぞくのためである。モーツアルトを流して育てたトマトじゃあるまいし、そんなもので効き目なんてあるのかよとは思うが、一種の応援歌なのだろう。「アンハッピーアイスクリーム」はタイトルも歌詞も不吉なのでぶっちゃけ応援には向いてないが。


    　だが、どうして、どうして、謎なぞの現象が起こっていた。


    　一部のつきたまの動きが、加速しているように見える。


    　うにゅにゅにゅから、うにゅにゅにゅにゅにゅぐらいになっているものがある。


    　タイミング的に、歌の影響としか思えなかった。人間の声に反応したのか？


    「今、激しく動いているものが我わが輩はいの眷属に違いない！　よく動いているのが攻撃しているつきたまに絶望という名の闇やみを見せてやってくれ！」


    「つまり、小さくしろということでいいですか……？」


    「戦いくさがあれば、我輩の眷属が傷ついてしまう！　そんな目には遭わせたくない！」


    　マノさんの目には熱意がこもっている。


    　そうだ、マノさんにとってこれは他人事じゃない。


    　自分の仲間が命を懸けて戦っている状況なのだ。


    　俺は手袋の上から塩を塗りこむ。それからマノさんの側がわではないと思われるつきたまを両手で触る。


    　心なしか、つきたまが小さくなるのが早い気がした。事前に圧迫を受けていたせいか。


    　そんなことを何度か繰り返す。


    　しかし、俺が手を出すまでもないというのが実情だった。


    　歌の力のせいか、マノさん側のつきたまは動きが活発化していた。そのせいか、廃校のほうのつきたまがかなり消滅しているようなのだ。


    　争いに見たてれば、マノさん側の勝利は近そうである。


    　だけど、素直に喜べるかというと、ちょっと微妙だ。


    　これは、つきたまの「命」を奪うことに加担しているのではないか。


    　その考えがおかしいのは言うまでもない。


    　生きているかどうかわからないものの「命」をどうやって奪うのか。


    　それに、仮につきたまが生きていたとして、俺の仕事はつきたまの駆除である。人間の都合だけで数をコントロールしているのだ。それで何を今更、罪悪感を覚えるのか。


    　中途半端に罪の意識を感じるだけ、タチが悪い。


    　かといって、複雑な気持ちになってしまったのも事実だ。


    　──ここは、俺と薬やく師し寺じが出会った部屋なのだから。


    　今、俺が消そうとしているのは、薬師寺が泣いていた時、近くに寄ってきたつきたまなのかもしれない。


    　薬やく師し寺じエナから見れば、人の悲しみを理解し、それを慰なぐさめようとしたつきたまなのだ。


    　そんなつきたまを俺は消そうとしている。


    　胸が気持ち悪い。決して楽しい仕事じゃない。


    「よし！　我が眷けん属ぞくたちよ、そのままこの廃校を制圧するのだ！　こうして埼玉征服の道ははじまるのだ！　我わが輩はいもお前たちのために歌うからな！」


    　また、マノさんが歌いだす。体をよじりながら、心をこめて。


    「大好きだって気持ちに支配されてる　君の声聞くだけで無敵になれる♪


    　単純明快すぎる私の構造なかみに　誰だれよりも私が惑わされてる♪


    　見えないものがとにかく多すぎて　何も言えなくなってしまうよ♪


    　だけどこの手　その手　触れ合った瞬間　これでいいんだって　思えるはず♪


    　せつなさは風の様な速度で　駆け抜ける　私、走り出せる♪


    　きっとまだ追いつけない、だけど　その先に君がいるのなら♪」


    　うおお！　今度は初期の名曲、「ポストモダンハイゲイン」の一番ではないか！　しかも無茶苦茶、心がこもっている！


    　とくに「見えないものが」からのＢメロと、「せつなさは」からのサビの流れこみ方が半端ない。


    　マノ・フランクの歌は等身大だ。背伸びもしなければ、過剰に人を驚かすようなはったりもない。中には地味ではないかという人もいる。だが、この真剣勝負の楽曲を前にしたら、そんなしょうもない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようなんてへっちゃらである。


    　もう、ハスキーなマノさんの声に溺おぼれたい、そのまま溺でき死ししたいぐらいだ……。


    　そして、これがマノさんの答えというわけか。


    　眷属という表現を使っていたが、マノさんにとって、つきたまはペットのようなものだ。


    　誰が自分のペットを傷つける者を許そうとする？　許せるわけがない。だから、せめて応援歌を真剣に伝えようとしているのだ。どこにも矛む盾じゆんはない。


    　俺の気持ちが晴れないだけだ。


    　ほぼ決着はついた。


    　廃校側のつきたまが突如、動きだした。教室の隅に寄っていく。全滅しそうなので、退却したみたいだった。数は最初の半分ぐらいじゃないだろうか。


    　だが、それで眷属つきたまがじっとしているわけでもなかった。また、うにゅにゅと床を這はって、廃校側が動いた先に接近する。


    　もう、やめてやってくれとかすかに思った。


    「いいかげんにしなさい！」


    　陰惨な空気が漂う教室を、高い声が貫いた。


    　その声の圧力に、俺もマノさんも思わず、入り口のほうに目をやる。


    



    　そこにいたのは、魔法少女姿の薬やく師し寺じエナだった。


    



    　その時の薬師寺の姿は、二度目ということもあるのかもしれないが、何の違和感もなかった。


    　月明かりを浴びて、まるで本物の魔法少女みたいだった。


    「つきたまに乱暴しないで！　つきたまをいじめる悪人はこの私が許さないんだから！」


    「愚かなことを申す女だ。我わが輩はいの眷けん属ぞくは校舎のつきたまと覇権を懸けて戦っておるだけだ。我輩が止めようと、つきたま同士の争いが消えるわけでもない。つきたまは血に飢えておるのだ。無論、我輩の眷属もなっ！」


    「はあ？　眷属？　何をわけのわからないことを言ってるの？　痛い中二病はやめてよ」


    　お前こそ、痛い魔法少女やめろよと思ったが、マノさんもさすがに突っこんだ。


    「お前こそ、なぜそんなコスプレーヤーみたいな姿をしている。我輩を舐なめておるのか？」


    「あなたこそ、何よ、その時代がかった口調は！　我輩なんて一人称、初めて聞いたわ！」


    「時代がかったというのは、あながち間違いではないな。我輩は五百年ぶりに蘇よみがえったヴァンパイアである」


    「は？　ヴァンパイアですって？　もしかして、私は魔法少女として、そんな異い形ぎようの者たちと戦う運命にあるのかしら……」


    　いかん、魔法少女とヴァンパイアの夢（ただしおそらく悪夢）の競演になりつつある！


    「なっ、お前、今、魔法僧そう正じようと言ったか？」


    　マノさんが変な聞き間違いをした。


    「もしや、お前はヴァンパイア殺しとして恐れられた、鮮血のヴェネディクト大僧正の生まれ変わりなのか？　こんな極東の地であいまみえることになるとはな！」


    「やっぱり、運命なのね。私の魔法で灰にしてあげるわっ！　この世界からテイクオフしなさい！　灰は海にまいてあげるわ！　魚の餌えさにでもなりなさい！」


    　なんで、こんな超絶異文化交流なのに、話が通じ合っちゃってるんだよ！


    　ど　う　し　よ　う　。


    　まさか、こんな展開になるとは……。どうしたらいいんだ？　いっそ、警察に通報するか？


    偶然、夜中に廃校に行ってみたら、ヴァンパイアと魔法少女がケンカしてますなどと言えば────電話切られるな。いくらなんでも警察はそこまで暇ひまじゃないだろう。というか、暇でも来ないだろう。俺なら絶対行かんわ。


    　でも、このままキャットファイトみたいになってもまずいしな。マノさんは日本が誇るヴォーカリストなのだ。ケガをされては困る。


    　薬師寺も、（高校生にみんな前途があると仮定すれば）前途ある少女なのだし、ケンカはよくない。


    「あれ……もしかして、鶴つる見みなの？」


    　こっちが何か言う前に、薬やく師し寺じが反応した。


    　そういえば、俺のことに気づいてなかったのか。夜で暗いしな。


    「こんばんは」


    　どう答えていいかわからないので、無難なあいさつにした。


    「いや～、月がきれいないい夜だな」


    　すっごく場にそぐわない台詞せりふで、誤ご魔ま化かそうと試みた。村人Ａ戦略と呼んでくれ。


    「そっか。ヴァンパイアの悪事を食い止めるために、ここまで来たのね。さすが、公務員！　見直したわ！」


    「お前は公務員を何だと思っているんだ」


    　税金を払った程度で、公務員がヴァンパイア退治までやると思ったら大間違いだ。そういうのはせめて県警とかに頼んでくれ。つきたま事務所は暴力反対だ。


    「それは違うぞ、小娘。彼は我わが輩はいの眷けん属ぞくであるつきたまを守るために同行してくれたのだ。いわば、ヴァンパイアに並ぶ存在、グレイトウィザード・オブ・ミハラだ！」


    　俺、いつから箕み原はらの魔法使いになったんだろう……。ただの公務員ですよ！


    「そ、それは何かの間違いよ！　鶴見は悪の味方をするような人間じゃない！」


    　いかん。二人の女子高生が俺をめぐって争っている──とは言わないよな、これ。


    「鶴見殿、この小娘は何者なんだ？　見たところ、ヴァンパイアの敵のようだが」


    「鶴見、見損なったわよ！　私の味方をしてくれたと思ったら、こんな悪魔に魂たましいを売っていたのね！　やっぱり公務員は真実を覆おおい隠す存在なの？」


    　両側から二人が詰め寄ってくる。


    　これが、前門の狼おおかみ、後門の虎とらという状況か……。


    「二人とも落ち着いてくれ……。こんな時こそ、話し合いが大切なんだ」


    　一緒にラブアンドピースについて語ろう。


    　お気楽公務員川柳⑦　贔屓ひいきすな あとで恨うらまれ 損になる


    「ほら、コンビニで酒でも買って、話し合おう」


    「未成年よ」「未成年だ」


    　ああ！　年齢という越えられない壁にはばまれた！


    「いいか、俺は公務員だ。公務員は住民の要請に応じて行政サービスを提供する。その住民が魔法少女だろうとヴァンパイアだろうと差別なくサービスを提供する、それが正しい公務員のあり方ではないか？　何が言いたいかと言うと、俺は間違ってない」


    　おかしいな、何も間違ったことを言ってないはずなのに、言い訳がましく聞こえるのはどうしてだろう……？


    「行政サービスのためなら、この子たちを犠牲にしてもいいんだ」


    　責めるような口調で、薬やく師し寺じは言った。


    　役所としての正しい回答は「ＹＥＳ」だ。


    　つきたまは駆除してもかまわない。俺の行為は法的には何も問題はない。深夜に高校生とうさんくさい場所に出かけたのはまずそうだけど、法には触れてない。


    　けれど、答えることはできなかった。


    　廃校のつきたまが薬師寺にとって特別な存在なのは、痛いほど知っていたからだ。


    　たとえばまったく芸術的価値のない学校の壁画が取り壊されるとしよう。価値がないものが壊されるだけなのだから悲しむ必要はないよという奴やつがいたら、心が貧しいどころか壊れていると言われても仕方ないだろう。


    　つきたまがルール上無価値で無意味でも、それに価値を見み出いだした人間の心まで否定することはできない。


    　私情をはさむのはよくないが、はさんじゃうのが人間というものだよな……。


    「それは…………」


    「もう、いいわ。喫茶店で『次に鶴つる見みと会う時はきっと敵同士』って言ったけど、まさか本当にこんなことになるだなんて思ってなかった」


    「そういえば、そんな捨て台詞ぜりふ吐いてたな、お前……」


    「あなたたちを魔法で吹き飛ばすから。悪い奴は爆発しろ！」


    　つきたまの入った瓶びんを薬師寺は取り出し、


    「──キックオフ」


    　その瓶を開けた。


    　中のつきたまが金色に発光する。


    「みんなも力を貸して。あの悪いヴァンパイアをやっつける！」


    　そのまわりに、やられかけていたつきたまたちが集まっていく。


    　えええええ！　どうして薬師寺の言葉に反応するの!?　意思疎通ができてるってこと？　いや、つきたまは生物でないのに、そんなことできるわけが……。


    　瓶のつきたまだけでなく周囲のつきたまも発光をはじめる。


    　これまでとは、数があまりにも違いすぎる！


    　まぶしくて目も開けていられないような状態だ……。


    「何っ！　本格的な神の使徒かっ！　金こん色じき孔く雀じやくのサーヴァントか？」


    「もう、知らないからね！　ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ……」


    　これは、何かとんでもないことが起こるぞ……。


    　直感がそう告げている。


    　このままではえらいことになる。これは冗談ではすまない。校舎ぐらい吹き飛ぶような異様な空気が漂っていた。前回の廃校の一件とは明らかに違う。薬師寺を説得しないと……。


    「薬やく師し寺じ、早まるな！　今、お前がやろうとしていることは危険だ！」


    　薬師寺が少したじろぐ。まだ俺の声は聞いてもらえているらしい。


    「何よ……。私が魔法を使うことなんて信じてないくせに……。私が成功したとこだって見たこともないくせに……」


    「人を傷つけるためにつきたまを使ったらダメだ！　後悔するのは薬師寺だぞ！」


    「うるさい、うるさい！　みんな爆発しちゃえ！」


    　説得は無理か。薬師寺は意固地になっている。


    　ほんとに爆発なんてことになったら、しゃれにならない。


    「ああ……目がくらむ！　これが神の力かっ！　ヴァンパイアの血が焼けるっ！」


    　いかん、このままではマノさんが巻きこまれるかもしれない。


    「マノさん！」


    　とっさにマノさんに抱きついた。自分の体で包むようにする。


    「やっぱり、私じゃないんだ……。ヴァンパイアの味方なんだ……」


    　失望をにじませる薬師寺の声。


    「お前が言うこと聞かないからだろ！」


    　そこでまた状況に変化が起きた。


    　マノさんの眷けん属ぞくが俺たちを囲むように移動する。
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    「おお！　お前たち！　守ってくれるのか！　そうだ、ヴァンパイアが滅ぶわけがないのだ！　我々は永遠を確信している！　神の使いよ、来るなら来い！」


    　力のこもった声でマノさんが言い切った。ヴァンパイアであるということに一点の疑いも抱いだいてない。


    「うっ……」


    　その声にわずかに薬やく師し寺じがひるんだ。


    　力の差を見せつけられたような表情。


    「もういいわ！　ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ、キエテウセヨ！」


    　光がひときわ強くなり、俺もマノさんも目を閉じた。


    　宇宙の開かい闢びやくを示すかのようなつきたまの閃せん光こう！


    　何も起こりませんように！


    　──で、本当に何も起こらなかった。


    　目が慣れてくると、その場で爆発も消滅も、考えられる何の変化もないことがわかってきた。つきたまは発光をやめていた。


    　直感ははずれたのか。はずれるにこしたことないけど。でも、今のは心臓に悪かった。本当にカタストロフ的なことになるかもと思った。


    「無事だったようだ。鶴つる見み殿、礼を言うぞ」


    「あ、ありがとうございます……」


    　さりげなく抱き合ったまま、礼を言われてしまった。なんという僥ぎよう倖こう……。その幸せを噛かみ締める余裕はないが……。


    　なにせ、もう一人かかわりのある人間がこの場にはいるのだ。


    「私、鶴見にレイオフされちゃったのかな……。ヴァンパイア側がわにつかれちゃった……」


    　寂しそうな声で薬師寺が言う。


    「そうだよね。こんなインチキな魔法少女の言葉なんて誰だれも信じてくれないよね。魔法を見せたこともないんだから、魔法少女かすらわからないよね」


    　薬師寺の顔には表情というものがなかった。


    　もう、何も感じなくなってしまったような顔。


    「ああ、魔法が使えなかったのは当然か。いまだに使えるって私が信じきれてないんだ。信念だけなら──ヴァンパイアのほうが上だった」


    「薬師寺、ちゃんと現実に向き合えば──」


    「もう、いいよ。鶴見の力なんていらないから。私一人だけでやる」


    　薬師寺は教室に背中を向ける。


    「国になんて頼らない。国家公務員にも頼らない」


    「俺は国家公務員じゃなくて、県の職員で……」


    「そんなの、全部同じよ！　キツネとタヌキぐらいの違いよ！」


    「キツネとタヌキは違いすぎる！　だから、お前、なんでもおおざっぱなんだよ！　現実はな、そんなおおざっぱにできてないんだ！」


    「知らない、知らない！　もう帰る！　科学で染まった公務員の言葉はもういらない！」


    　そして、薬やく師し寺じは走って、廃校を出ていった。


    　バカ野郎、何の説明も聞かずに出ていきやがった……。


    　どうやら俺に裏切られたように見えたうえに、魔法も失敗に終わったダブルパンチだったらしい……。しかもフォローする前に帰るし……。


    「ほんとにバカだな、あいつ……。せめて世渡りぐらい学んで大人になれよ……」


    　こんな調子で一生生きていく気か？　無理だよ。どっかで壁にぶつかって跳ね飛ばされるぞ。今は高校生だからいいけど、社会に出たらつぶされる。


    　純真なだけで許されるのは、あと数年なのに。


    　これじゃダメだって、本当は俺みたいな大人が教えてやらないといけないのに。


    　聞く耳も持ってもらえなくなってしまった。


    　半分はあいつのせいだけど、残りは俺のせいだ。


    　大人の俺が信頼を勝ち取り得なかったんだから。


    　公務員だって真ま面じ目めにやってる、この仕事だって楽しいからやってるってもっと伝えるべきだった。それと、決まりがどうとかじゃなくて、もっと俺の言葉でつきたまについて伝えるべきだった。


    「もしや、我わが輩はいは君たちの仲を割さいてしまったのだろうか……？」


    　ほら、マノさんにまで心配されている。


    「いえ、マノさんには何の罪もありません。それに仲なんて最初から良くもありませんよ。公務員の妨害ばかりする話の通じない団体です」


    「それにしては、言葉のやりとりが慣れている様子だったのだがな。なんというのだろう、二人で同じものを作ったことがあるような雰囲気があった」


    　その言葉はあいまいながら、正せい鵠こくを射ているところがあって、さすがだなと思った。でも、そんなことは言えない。


    「作るどころか、あいつと一緒にいると破壊的な感じになりますよ」


    　廃校舎のつきたまは校舎の隅にかたまり、眷けん属ぞくのほうもマノさんのそばに戻っている。


    　血の饗きよう宴えんは終わったということだろうか。


    　結果的に、つきたまたちも、無意味につぶし合ったのか。


    　人間と一緒だな。

  



  
    



    


    ７たま　緊急災害時における魔法の使用について


    



    



    　課長補佐から「よくやった」と最大級の賛辞をいただいた。


    　初めてのおつかいに成功したからではない。


    　つきたまがテリトリーを持って争っている可能性があること、及び、つきたまの発光現象についてまとめたものを提出したのだ。


    「今のままでは、あくまでレポートの形だが、私が論文の様式になおして、機関誌に発表しておこうか？　上う手まくいけば出世レースで一気に前に出られるぞ」


    「いえ、出世なんてそんな……。俺はしょぼい仕事をしていくだけでけっこうです」


    「出世に興味はないのか？」


    　課長補佐が不思議そうに尋ねてきた。


    　偉くなったら、責任ばっかり重くなるし、仕事増えそうだし、つまるところ、偉くなんてなりたくない。もう少し給料があがるとありがたいが、割りに合わないぐらい疲れるなら、このままでいいや。しかも偉くなるって言ったって、県の中で偉くなるだけでしょ。国王になれるわけでもなんでもないのだ。


    　──などと答えるわけにもいかないので、


    「現場が好きなんで」


    　などと、なんとなくかっこよく聞こえなくもない表現でお茶を濁した。


    　本音を言うと、現場もとくに好きではない。


    「あと、鶴つる見み君、どことなく、覇気がないな」


    　課長補佐には、気持ちの面まで見透かされているらしい。


    「ははは、草食系ですから覇気はいつもないですよ」


    　テキトーなことを言って、ひとまず誤ご魔ま化かした。


    　だって「大正解です！　女性問題で悩みがあるんです！」だなんて言えるわけもない。


    　女性問題というと、ものすごくスキャンダラスだが、ストイックというか、もっとしょうもないレベルの問題だ。


    　薬やく師し寺じのことが地味に引っかかっていた。


    　あいつは勝手に決断して、勝手に傷ついて、勝手に逃げていった。


    　つきたまがやさしいもの、かわいいものというレベルでしか見られていないのだ。


    　たしかに俺はほんのちょびっと、廃校のつきたまが縮んだりするようなことをした。だが、つきたまが勝手に密集してもみくちゃになっていたところに介入しただけにすぎない。


    　もし、あそこで薬やく師し寺じがつきたまに争い自体をやめて仲良くしろとか言っても、聞いてもらえなかっただろう。つきたまは平和を愛してなどいない。人の声や音に反応する性質があったとしても、平和なんて概念は有するはずもない。


    　そんな事実を確認することもなく、薬師寺は廃校から離脱したのだ。


    　客観的に見れば、あいつが悪い。あいつの認識不足のせいだ。イメージでつきたまを見るから、現実との間にギャップが生まれてしまうのだ。


    　そんな、過ぎてしまったことが気にかかり、四六時中頭から離れてくれずに苦しんでいる。実に非生産的だ。


    　──だからって、そんな簡単に割り切れたら苦労はしない。


    　薬師寺の気持ちはわかる。


    　俺も廃校のつきたまをつぶすのに加担していた時、罪悪感があった。かといって、何も手を打たずに、マノさんの眷けん属ぞくがたくさん消えていくのを見て、納得できたかというとそんなわけなかった。


    　ああ、世の中って難しい。


    　難しいのは知ってたけど、まさかこんな問題が自分に突きつけられるなんて。


    　この仕事、そんなに悩みもなしにやれると思ってたのにな。


    



    　あれから薬師寺と会うこともないまま週末を迎えた。


    　一日一日が過ぎるのがやけに早かった。


    　それぐらい、ルーティンワークというわけだ。変わり映えがしない。薬師寺みたいにイレギュラーを持ちこむ人間がいないせいだ。窓口業務というのは、同じようなことをひたすら繰り返す部分が大きいので、慣れてくると毎日がすごく短く感じる。


    　ふう……。


    　目の前に「たけのこの農村」の箱が差し出された。


    「一個どうぞ～。疲れてるみたいですから～」


    　能天気な実力者、いるかんだった。


    「ありがとう。一個いただく」


    　本当はあんまりよくないんだけど、誰だれも見てないようだし、さっと口に入れてしまう。


    「なんだか、鶴つる見みさん、ため息の数が増えましたね～」


    　いるかんにまでそんなことを言われた。ショック！　これだけ洞察力の低いキャラにまでわかるというのは、相当なものだぞ……。


    「そう？　とくに意識もしてないんだけど」


    「なんか、恋の病って感じですよ～。青春ですね～」


    　やはり、いるかんの視点は微妙にずれてる。恋なわけがあるまい。


    「恋だなんてロマンティックなものじゃないよ、いるかん」


    　イメージ先行の市民団体代表に振り回されているだけだ。むしろ、振り回されていたのも過去形だ。


    「いっそ、誰だれかと恋にでも落ちることができたら楽なんだけどね」


    「えっ……鶴つる見みさん、大胆なこと言いますね。いるかん、ちょっとびっくりしました……」


    　いるかんは目をぱちくりさせている。


    　俺、そんな変なこと言ったっけ？


    「でも、いるかんはまだ心の準備ができてないので……ごめんなさい。ほかの人を当たってください……」


    　俺、いるかんに何か要求してたかな。頭がぼうっとしてて、いまいちよくわからない。


    　そんな調子で、あまりにぼうっとしてたら、肩を叩たたかれた。


    　六ろく条じよう課長補佐に……。


    「小会議室に来たまえ。君に言いたいことがあるから」


    「いい話ですか、それとも、悪い話ですか？」


    「残念ながら後者だな」


    　まあ、聞かなくてもわかったけどね……。


    



    「ひと言で言うと、勤務態度が悪い」


    　開口一番、見事に切り捨てられてしまった。


    　課長補佐の目つきが鋭い。笑えみもどこにもない。仕事の鬼モードだ。


    「申し訳ありません。何か頭にもやのようなものが……」


    「ふうむ。恋でもしたのか？　雰囲気からするとそんな感じだが」


    「恋なんかじゃありません」


    　まったく、二十代の女子はどいつもこいつも恋バナに結びつけようとする。


    　かといって薬やく師し寺じの件ですとも言いづらいな。少しぼかそう。


    「お客さんと本音で話し合う機会が持てなくなったことがあって、それが心残りなんですよ……。後悔していると言いますか……」


    　不完全燃焼。


    　大事なところを置いてけぼりにして逃げられてしまった。


    　本音をぶつけたからといって、薬師寺とわかりあえるとは思ってない。あいつはそんなに大人じゃないし、賢くもない。


    　ただ、言うことを言ってわかりあえないねって結末なら納得はいく。あとは自分の信じる道を進めばいいからだ。


    　想いを伝えるチャンスまで奪われたことが地味にこたえていた。


    　もしかすると、どんなわからず屋でも話をきちんをすれば、わかってもらえるという幻想が俺の中にあるのだろうか。そんなに世の中が単純だったら、もっとよくなってないとおかしいのに。


    「そういうことか」


    「そういうことです」


    「鶴つる見み君、そしたら、先輩としてアドバイスをしてあげよう。これを守ることだけを考えるがいい」


    　課長補佐は人差し指を突きだした。


    「そんな失敗した相談は忘れてしまうがいい。君に何の利益も生み出さないからだ」


    　あまりに単純で、課長補佐の言葉かと疑ってしまうぐらいだった。


    「きっと、これだけ聞くと、君は薄情だと思うだろう。でも、相手がまだ君を必要としているなら、出会うんだ、絶対に。人と人とのつながりというのは、そういうものだ。理屈など関係なくな」


    「なんだか運命論みたいですね」


    　課長補佐に似合わない発言だ。ロマンティックすぎる。言ったら怒られるから言わないけど。


    「相手は職員がこの事務所にいると知っているわけだ。会わないといけない時には来てくれるさ」


    　ごくごくありふれたことを確認するように課長補佐は言った。


    　ああ、窓口でのトラブルだと課長補佐は思っているんだ。


    「それでも、出会えないということは相手が会いたくないと思ってるからだ。どちらか一人が会いたくないと思ったら、もうコミュニケーションはそこでおしまいだ。そういうケースは諦あきらめろ。だが、もしお互いに必要性を感じてるなら──」


    　──必ず出会う。


    　そう、課長補佐はおっしゃった。


    「そうですよね。便りがないのはいい便りって言葉がありますけど、一人で悶もん々もんとしてても何も変わらないし」


    　薬やく師し寺じが俺に何か言いたいならば、ここに来る。


    　それがないということは、薬師寺は俺に会いたくないか、あるいは俺が必要ないのだ。


    　ならば何も問題ない。俺の仕事は困ってもいない人を無理矢理助けることじゃないんだ。


    「ありがとうございます。心の整理がつきました」


    「かといって、すぐには切り替えられないだろう。昼は出張に行ってくればいい。外で一人になったら嫌いやでも動くしかなくなるはずだ」


    　スケジュール帳を確認しながら、課長補佐が言う。何手も先を読める人だな。


    「山中の不法投棄多発エリアでつきたまが出没するらしい。調査を頼む。おそらく、何もないだろう。森林浴でもして帰ってくればいい。溜ためこんだことでも、思い切り叫んで帰って来い」


    　出向く必要もない仕事をわざわざまわしてくれてるわけか。迷惑ばかりかけて情けない。


    「すみません、早めにペースを取り戻しますので……」


    「思うことがあれば、口にはっきりと出したほうがいいぞ。私でよければ聞いてやる」


    「ありがたき幸せです……」


    「こんな時もあるさ。今の君は、私の中学の頃ころに似ている。何日も上うわの空でぼうっと過ごしていたものだ」


    「まさか、そんなことはないでしょう」


    「そんなこともあったのだ。あこがれの先輩に恋いこがれていてな」


    「どうせ、その先輩を陥おとしいれる算段でもしてたんですよね！」


    　あれ、いつのまにか俺、とんでもない失言を……。


    　おかしい、不調のためか、本音セーブ機能を喪失してしまっていた……。


    「口にはっきりと出したほうがいいと言ったが、まさか、こんなことを言われるとはな……ははは……」


    　あれ、課長補佐の声は笑っているが、目も顔も笑ってない……。


    「どうして、そこまでして私の過去をつぶそうとするんだ、君は……。私だって人並みの青春もあり、人並みの恋とかもあったんだ……。実りはしなかったがな……」


    「あの、今のは、コミュニケーションをはかるための小芝居でして、ええと……受け流していただければ……」


    「山にでも行って遭難してしまえ、バカ……」


    　顔を赤くした課長補佐に「バカ」と言われてしまった。


    　あわてて密室から退散した。こんな調子じゃ、昇進はできないね……。


    



    　一人で車に乗って出かけられるというのがありがたかった。


    　一人なら会話もしなくてすむ。


    　一人なら相手の気遣いもしなくてすむ。


    　窓口業務は空っぽの頭だと上う手まく成立しない。その点、リハビリも兼ねて山へドライブするのは悪くない。課長補佐、ありがとう。それと失言、ごめんなさい。


    「不法投棄か。ありえないことはないな」


    　つきたまは人工物が多いところにも集まりやすい。廃校舎にかたまっていたのも、その性質のせいだ。人が多いなら、そっちに流れるが、もしも人がいなくて人工物がぽつんとあれば、そこに寄っていく。


    　だから、山中に不法投棄の現場なんてあれば、集まっていてもおかしくない。といっても、たいした数じゃないだろうが。山にあんまり人が住んでないのと同じで、山にはさほどつきたまはいない。


    　まさか不法投棄の業者と殴なぐり合いのケンカをするわけでもないし、業務としてはずいぶん楽な部類だ。


    　駆除がしづらいなら、つきたまの数でもチェックして帰ればいい。息抜きにしては悪くない。


    　山道に入る直前のあたりで車を停とめる。いくらなんでも「不法投棄専用駐車場」なんてものはないだろうし、現場はゴミしかないところだし、このあたりから歩いていくことにする。


    　運悪く、怪しい業者がいて、トラブルになったりしませんように……。


    　少し歩くと、ゴミの山がそびえていた。


    　いらないゴミを積み上げて、どんどん高くなっていったように見える。そして、あとから存在を知った業者もそこに捨てるから悪循環になる。今では黙認されているとしか言えないような廃棄場になっている。


    　ただ、厄やつ介かいなことに来客がいた。


    　声の感じからして、あまり楽しそうではないようだ。


    　テレビ局の取材班あたりが業者を待ち伏せしていたんだろうか。


    　あるいはもっと単純に警察が犯人摘発のために張りこんでいたのか。


    　俺の頭だと残念ながらそれぐらいしか思いつかない。ゴミ山の前で、痴ち話わゲンカするカップルはいない。いたとしても、そこまで空気読めないなら、そのうち別れるだろう。廃はい墟きよマニアはいても、不法投棄場所マニアはいない。


    　でも、そこにいたのは見知った顔だった。


    　ここで会ったが何度目だろう。因縁の相手、薬やく師し寺じエナだ。


    　やはり箕み原はら市って人口が少ないのかな。よく出会う。しかも、つきたまがいそうな場所にお互い向かえば、出会うのも当然か。


    　だけど、「よう、久しぶり」と言い出せる場所でも雰囲気でもなかった。


    　どうも薬師寺とその他の人間数名が口論になっているようなのだ。隠れて様子を窺うかがったほうがよさそうだ。


    　でも、何の話なんだろう。場所が場所なので不穏な空気を感じさせるが、ゴミが多いということは捨てに来る奴やつも多いわけだから、死体を埋めるだなんて危ないことはやらないはずだ。というか、やらないでください。いくらなんでも困る。


    「もう、そろそろ認めたらどうなんだ？」


    　薬師寺に向かって男が言う。


    「何を認めるんですか？　私が正しいことはすぐに証明されるんですから」


    「つきたまが魔法のエネルギー源だなんて、いくらなんでも無理がある。そんな夢物語のようなことを代表に言われたら、来る人も来なくなる。頭がどうかしてる集団だって思われちゃうんだよ！」


    　男の発言に、ほかの連中も同意しているらしい。こくこくとうなずいている奴やつもいる。


    「まったく！　ここまで来た理由がコスプレを見せるためとは思わなかった！　もう少し真剣につきたまのことを考えていると思ったから、協力してあげようとしたのに」


    　そこまで聞いて、ゴイクの中での仲間割れだということがわかった。


    　どうやらメンバーの大人に本音をぶつけて、それが裏目に出ているらしい……。


    「これはコスプレじゃなくて魔法少女なんです！　街中でこんな格好できないから、ここに来たんです！　ここならつきたまもいるし、魔法を見せようと思って……」


    「いいかげんにしてくれ！　どっちにしろ、君はつきたまを魔法を使うための資源だと考えていることになる。それじゃ、つきたまは電池だ。『護まもり育てる会』の立場として、それはないだろう！　つきたまを保護しようという気持ちがまるでない！」


    「違うんですって！　つきたまがパートナーなのは変わらないの！　つきたまは人に力を与えてくれるんだから、それをちゃんと使っていこうってだけで……」


    「そんな格好で言われても説得力がないな！」


    　そうだよな、「そんな格好」だよな、常識的に考えれば。


    　すでに三度目の魔法少女姿だからさほど異質な感じもしないが、市民団体のメンバーは初見らしい。とげとげしい印象の何割かはそのせいだろう。


    「薬やく師し寺じさん、君を除名する。いや、逆か。我々全員は『護り育てる会』から脱退する！」


    　そして、六～七人のメンバーはぞろぞろと帰っていく。


    　薬師寺は何も言わずに、しばらく立ち尽くしていた。


    　言葉もない、という状態らしい。


    　俺は出ていくかどうか迷っていた。


    　今更、俺が何か声をかける権利があるのか。よくわからない。


    　でも、ふっと課長補佐の言葉を思い出した。


    



    　────相手がまだ君を必要としているなら、出会うんだ、絶対に。


    



    　こんなところで出会うってことは、俺は必要とされているんだろう。自意識過剰な誤解だったら、その時はその時だ。


    　これは運命なんだ。俺があいつに名刺を不用意にも渡しちゃった時点で、こうなるようにできてたんだよ。


    　そう強引に信じて、薬師寺の前に出た。


    「けっこう、修しゆ羅ら場ばだったみたいだな」


    「は～、みんな、魔法を見ようともしてくれないんだから。どうしてあんなに頭が固いんだろ。つきたまを見習いなさいよ」


    「お前、つきたまをぷにぷにするのが癖くせになってるだろ、あんまり人前でやるなよ」


    「だって、つきたまを触ってると落ち着くんだから。どうせ誰だれも見てないし──」


    　あっ、何かに気づいたな。


    「わっ！　わわわわわっ！　ど、どうして鶴つる見みがここにいるのよ！」


    「不法投棄の現場にはつきたまが多くてな、それの調査だ。あっ、ほんとに多いな」


    　よくよく見ると、つきたまがそこらじゅうにいる。密度だけなら駅前には劣るが、山中でこれだけつきたまがいるというのは、かなり珍しい。


    「そうなんだ……。私はみんなを説得しようとして失敗しちゃった」


    「うん、見てたから、わかる」


    「つきたまをかわいいっていうだけで保護しろっていうのは限界だとは思ってるの。鶴見みたいに血も涙もない人もいるわけだし」


    「なぜ、そこで俺をディスる……？　血も涙もあるぞ。その証拠に献血したことだってある」


    「とにかく、つきたまをつぶしても平気な人はいるわけだから、かわいさを押すだけじゃ無理だと感じたの。だから、ほかにも有用な価値があるってことを教えてあげればいいんじゃないかなって」


    「そこまではまっとうな論理展開だな」


    「だから、私たちに魔法が使える力をくれるんだって見せようとしたの」


    　そこに飛躍があったわ……。その価値創出がアブノーマルすぎる。


    「それで、人ひと気けのないここに来たのか……」


    「ここにつきたまが多いのは知ってたから。当たって砕けろの精神でやったわ」


    「で、見事に砕けたってわけだな……」


    　俺は頭を抱かかえた。


    　焦って自爆するという若者にありがちなパターン……。


    「どうして、そんな急進的なことをしたんだ……。魔法という概念自体が、相当トンデモなのに……」


    「味方がいないと思ったから」


    　恨めしそうな目でにらまれた。


    「鶴見はヴァンパイアの女に抱きつくし……。つきたまを守れるのは自分だけだって……」


    　ああ、神よ、誤解を弁明するチャンスを与えてくださってありがとうございます。


    「あのな、あれはつきたま絶滅をはかる計画でもなんでもなくてだな……」


    　マノさんの素性は隠して、あとのことはそのままストレートに説明した。つきたま同士が一か所に集まって、文字通りつぶし合う可能性があることを話した。


    「そんな……。つきたまたちがそんなことを……」


    「信じたくないかもしれないが、本当だ。だから、余計に難しいんだけどな」


    　見ているうちに、消すのも気分が悪くなってきたんだっけ。本当に生物同士の「争い」に見えてしまったのだろうか。


    「そしたら、鶴つる見みはヴァンパイアの味方じゃなくて、私の味方ってこと？」


    「味方とか敵とかそういうもんじゃないんだよ。俺は住民が困ってたら手助けしないといけないの。ヴァンパイアも、魔法少女も、正規の手続きで俺のところに来たら手を貸す、それだけだ」


    「公務員だったら、そう答えるしかないってことか。事務的だね」


    　首の後ろで手を組んで、薬やく師し寺じは言った。


    　言葉では納得できるけど、気分のほうは別、そんな表情だ。


    　俺ってこんなんだからもてないのかな。あそこで、「そうだ、お前の味方だ」って言えば、薬師寺の信頼は得られただろう。そこから先が大変だろうけど。


    「あ～あ、魔法少女として生きるのって大変だな」


    　どことなく吹っ切れた声で、薬師寺はゴミ山にもたれかかった。


    「おい、あんまり寄りかかると危ないぞ。本物の山じゃないんだから」


    　そう言いつつ、俺もその横にもたれかかる。


    　向き合うよりは、お互いに同じ方向を見ているほうが気楽だ。


    「現実ってせちがらいな～。魔法を使えてたのも勘違いだったのかな」


    　ウサを晴らすみたいに、薬師寺は足もとの小石を蹴けった。


    　石はつきたまをすり抜けて、転がっていった。


    「そういえば、どうして魔法少女になんてなろうと思ったんだよ？」


    　つきたまに触れられるようになったことも、魔法少女のことも、聞いてなかった。前に俺が話した時には、どことなく言いづらそうな感じだったし。


    



    「魔法が使えたからに決まってるじゃん」


    



    　薬師寺の目は遠いところ──きっと過去に向けられていた。


    「そうでなきゃ、こんな恥ずかしい格好までしてやろうとしないよ。でも、形だけ魔法使えそうにしてもダメなんだよね。信じる心が足りてないんだ。自分で疑っちゃってるんだ」


    「話したくないのなら、無理に話さなくていいぞ」


    　これは窓口職員の勘だ。


    　どこまで他人に話していいかわからずにいる人は多い。そういう時は自分が納得できる範囲でお願いしている。


    　俺はカウンセラーではないし、取り調べ室の人間でもない。話したくなったことを、二つの耳で聞く。それだけだ。無理矢理聞きだして、上う手まくいくことはない。


    「大丈夫。それに前に鶴つる見みのことは聞かせてもらったから、お返し」


    「それは俺が隠す必要を感じなかったからだ。無理はするな」


    「無理なら、もうすでにしちゃったよ」


    「それは、そうかもな……」


    　ここは逃げたらダメなところなんだろうな。


    「わかった、言うがいい。プロとしてしっかり聞いてやる」


    　勤務時間中だ。薬やく師し寺じだからって手を抜かずにやってやる。


    「やっぱり、鶴見っていい人だね。真ま面じ目めだ」


    「公務員は真面目じゃないとダメなんだよ」


    　不真面目にやる勇気なんてないだけとも言えるが、そんな勇気はないほうがいい。


    「あのね、今から七年前ぐらいかな。まだ小学生だった頃ころね。クラスで男の子がイジメに遭っててね」


    「お前が首謀者か」


    「なんでよ！　そんなひどいこと、するか！　元イジメの首謀者の魔法少女とかタチ悪いわ！」


    「適任だと思ったのに……」


    「魔法で爆発させるわよ！」


    　タチ悪いこと言ってるし。


    「それでね、ちょうどその頃の私はつきたまがもう見えてたの。よく夕方とかつきたまたちと遊んだりしてたな。ほかの人に見えないから、場所は選んでたけど」


    「つまり、人間の友達はいなかったと」


    「勝手にマイナスイメージで解釈するな！　友達ぐらいいたわよ！　エリとルカとよっちゃんとエリがいたわ！」


    「エリという人間が二周目に突入しているから、合計三人ぐらいか。やっぱり、あんまり友達いなかったんだな……。クラスの微妙な連中数人が連帯するというアレか」


    　足を踏まれた。踏みつぶす勢いで踏まれた。


    「すみません、横よこ槍やりはやめます」


    「それでね、私はどうにかしてイジメをなくさないといけないと思ったの。それで、つきたまにお願いしたわけ」


    「お願いって？」


    　お地蔵様でも流れ星でもないぞ、つきたまは。


    「どうか、イジメっ子を吹き飛ばしてください、ぶっ飛ばしてください、そうお願いしてた」


    「イジメをなくすというか、首謀者を消す方向だな……」


    　ケースとしてはないことでもない。幼い子供にとって、つきたまが神様のように見えることは多い。薬師寺のケースもそれだ。


    「それでね、帰り道、ちょうどイジメの現場に出くわしたの。どうしようか隠れて迷ってたら、いつのまにかつきたまが集まってきててね。すごく勇気づけられた」


    　ここまでは、よくあるパターンだ。見える人間に集まる特徴があるからな。


    「私はこう言ったわ。『イジメをやめなさい、つきたまがあなたたちを許さない』って」


    　ああ、これはイジメに介入して自分がイジメの対象になる話だろうな……。


    「でも、連中は言うことを聞かなかった。だから、私は言ったの。『つきたま、あいつらを吹き飛ばして！　テイクオフ！』って」


    「そしたら、どうなった？」


    「連中が吹き飛んだ」


    「え…………？」


    　こんなパターンは聞いたことがない。イジメっ子、やられたのかよ。


    「その日は風がとくに強いとか、敵はけっこう小柄だとか……？」


    「そよ風も吹かない真夏の日だった。あと、イジメ首謀者はデブだった。それが理由で、中学になってから、逆に『デブ死ね』とか言われまくるようになって、不登校になってた」


    「それはそれで重いな！　体格で人を差別してはいかん！」


    「とにかく、気象的にはなんでもない日だったの。でも、連中は突如として、爆風の衝撃波みたいなので吹き飛ばされたの。一番被害が大きかった奴やつは十メートルぐらい飛んで壁に激突した。全治三週間」


    「かなりの大ケガだな、それ！」


    「それで確信したの。これは魔法だって」


    　薬やく師し寺じの声には張りがある。よほど痛快だったのだろう。


    「にわかに信じがたいが、でも、勧善懲悪型の話でよかったじゃないか……」


    「そのせいで、気持ち悪がられるようになったけどね」


    　そこで声のトーンは一気に下降した。


    「あっ…………そうか」


    　もし、クラスに一人、異能を持つ者がいたらどうなるか。


    　ヒーローとしてあがめたてまつる──ことなんてしない。


    　むしろ、よってたかって引き下げようとする。それが大衆心理だ。小学校だって同じ。むしろ、小学校なんかのほうがそういうのが露骨に表われる。


    「怖こわい魔法使いだって、相当ビビられた……。イジメに遭ったわけじゃないけど、避けられるっていうか……。むしろ、手出しをしようものなら、大ケガさせられるって……」


    「きつかったら、やめてもいいんだぞ」


    「バカ。もう、ほぼ全部話したでしょうが！」


    「それもそうか」


    　また声の調子が戻りはじめていたので、薬やく師し寺じの中での胸のつかえみたいなものはとれてきているのだろう。


    「だから、誰だれもいないはずの廃校舎にいたわけか。知られると避けられるから」


    　魔法が使えることが知られるメリットなんてない。それを薬師寺は知っていたのだ。


    「ああ、それと避けられたからって、ずっと暗い人生を送ってきたわけじゃないからね。この魔法は人知れず使って、世界のために役立てる、そう決意して生きてきたから。その気持ちは今でも変わってないから」


    「そうじゃないと魔法少女の格好までしないわな……」


    「ちなみに服は自作だから。去年、作ったの」


    「聞いてねえよ」


    「昔はつきたまの力を借りて、ばしばし魔法が使えてたわ。自分は絶対、選ばれた人間だって思ってた」


    「想像するだけでウザいけど、魔法を本当に使えたなら、それも当然かもな」


    　でも、この話は、どこかでオチというかケチがつくはずだった。


    　今の薬師寺は魔法が使えないのだから。


    「なのに、高校ぐらいから成功しなくなってね……。今じゃ、つきたまが光るだけってレベル」


    「それで、廃校であんな格好して練習してたってことか……」


    「そういうこと。ほんとはね、信じる心だけのせいじゃないって、なんとなくわかってるんだ。魔法は子供の時にしか使えないんだよ。高校生はもう大人なんだ」


    　薬師寺は、不似合いなほど、弱々しいため息を吐ついた。けど、どこか吹っ切れたようにも見えた。


    「でも、あの調子だと、お前、団体から離脱する感じになっちゃいそうだな」


    　もっとも、あんなところに所属する必要なんてないが。


    「魔法少女のことをわかってくれるのは、魔法少女だけだから。魔法は無理かもしれないけど、やれるだけやってみるよ」


    　横を向くと、あっけらかんと薬師寺は笑っていた。


    「お前、それじゃ、事実上、誰も理解してくれないことになるぞ」


    「昔からそうだったんだし、大丈夫。昔に戻るだけ、一回経験したことだもん」


    　ああ、薬師寺、お前はお前なりに自分が無事だってことをアピールしてるわけか。


    　それは自分自身に対する「大丈夫宣言」というよりは、俺に心配かけさせまいというアピールだな。


    　問題は多々あれども、やっぱり、お前は相手のことを考えられる人間だ。そりゃ、つきたまのことまで考えられるんだから、当たり前か。


    　でもな、それで納得してしまったら素人しろうとなんだよ。


    　一応、こんなんでも俺もプロのはしくれなんだ。


    「一人になると、くじけるからやめたほうがいいぞ」


    　アドバイスとして、こう言わせてもらう。


    　絶対「そうか、一人で頑張れよ」だなんて言わない。


    　つきたまの悩みというのは、とくに悩みが共有化されづらい。


    　見えない人間には深刻さがイメージできないからだ。


    　だから、ほかの悩み以上に一人で抱かかえこんでつぶれることになりがちだ。


    　つきたま事務所に相談部門が置かれている理由の一つも、それだ。


    　ほかの人間に見えない奇妙なもののことで苦しんで、動けなくなる人間が当初、相当な数になった。


    　つきたま自体を恐れることよりも、それで孤立することのほうがはるかに問題だった。


    　とくに、親とか友達とか支えになってくれないといけないはずの立場から、ありもしないものに苦しむなよ、どうってことないだろだなんて突き放されると、悲惨なことになる。


    　もしも、つきたまが恐ろしい病気のもとになるとしたら？　実は侵略者だったら？


    　答えがないのだから、どこまでも悪いふうに考えていくことはできる。まして誰だれにも相談できなくなった人間は、一人で悶もん々もんとしているから、どんどん泥沼にはまっていく。最悪の、そのまた最悪を考えてしまう。そして、つぶれてしまう。


    　だから、一人で取り組んじゃダメなんだ、つきたまのことは。


    「一人でやるな。話し相手でもいいから、誰か見つけろ」


    「誰が魔法少女ですなんて言ってる女に協力してくれるのよ！　口だけでならなんとでも言えるけど────あっ」


    　左手で薬やく師し寺じの右手を握った。


    「俺がやる」


    　無責任に意見だけ言うっていうのも、恥ずかしいしな。


    「魔法少女のことは魔法少女しかわからないって言ったな。それはそうかもしれん。でも、つきたまに関する悩みなら俺にもわかる」


    　なぜなら、俺はプロだからだ。


    「鶴つる見みはいいの、それで？」


    　ようやく、そこで薬師寺の顔を見た。


    　申し訳なさそうな顔。


    　申し訳なく思うなら、もっと前から思え。遅い、遅すぎる。


    「こんなところで、偶然会っちゃうんだからさ、もう、運命なんだと思って諦あきらめた」


    　薬師寺の顔が赤くなる。ちょっとキザなことを言いすぎているだろうか。でも、後の祭りだ。このまま進め。


    「手伝いだったらさせてもらいますけど、どうしますか、魔法少女様？」


    「お、お願いします……」


    「ダメなら成功するまであがいてみろよ。お前は高校生なんだから。失敗したって許されるんだ。今のうちにたくさん失敗した奴やつのほうが将来成功する。人生って、そういうものだから」


    「ありがとう。鶴つる見みのおかげで、ちょっと救われた」


    　これで話は一段落ついたかな。俺のほうも、もやもやが取れそうだ。


    　その時──


    　──ふっと、頭に何か影がかかった。


    　ゴミ山にもたれかかってるし、影になるものなんて何もないはずなんだけど──


    　見上げると、不法投棄の山が崩れてきていた。


    　薬やく師し寺じの頭のところに。


    　古い型の洗濯機、電子レンジ、テレビ──とにかくゴミとひとくくりにされた巨大な物がかたまりになって降り注いでくる！


    「薬師寺っ！　逃げろっ！」


    「きゃっ！」


    　思い切り、薬師寺の手を引っ張った。遠くへ放ほうり投げるように。断じて暴力じゃないぞ。むしろ、もっとヤバい暴力から救うためだ。


    　距離をおいたところで薬師寺が尻しり餅もちをついたのを確認した次の瞬間、俺の体にすごい力がかかった。


    　押しつぶされる。


    　体が変な方向に無理矢理捻ねじ曲げられたような衝撃。そのあとに、視界が暗くなる。


    　生き埋めってやつだな。


    　この調子だと、ゴミ山が崩れただけじゃなくて、山の崩落がゴミ山ごと押し流した感じだろうか……。派手にやられたな……。そうか、崩落の危険があるようなところだからこそ、人も寄りつかないし、不法投棄に最適だったってことか。今いま頃ごろ理解しても遅いけど……。


    「鶴見！　鶴見！　大丈夫？」


    　遠くから薬師寺の声が聞こえる。そんなに遠いわけないんだけどな。それを遠くに感じるってのは、かなりまずいだろ……。意識のほうが遠のきはじめている危険がある。


    「ねえ、大丈夫？　ほら、返事してよ！」


    　バカ者……。この状態で大丈夫なわけがないだろう……。ただ、この声の調子だと薬師寺が元気なことは間違いないようだ。それだけはよかった……。


    　できれば、声を出して無事を伝えてやりたいのだが──


    　──声が出ない。


    　体が圧迫されているせいか？


    　それとも、そんな体力も残ってないのか？


    　せめて手が動かせないかと思ったら、かろうじて左手が動いた。


    　わずかに捨てられたテレビのすきまから光が見えた。


    　その先に、薬やく師し寺じの姿もかすかに見える。


    「あっ、やくし……」


    　ようやく、少し声が出た。


    　でも、小さすぎて聞こえてない。つか、あいつが「ねえ、どこにいるの、鶴つる見み！」なんて叫んでいるせいで、かき消されてる。


    　ふにょん。


    　背中に何かやわらかい感触が。


    　これ、つきたまか。


    　このあたり、つきたま、多かったからな……。


    　ただ、クッションになっているかというと、そんなことはない。


    　ほとんどの製品はつきたまを貫通してしまう。なので、とくに助けにはなってない。


    　薬師寺の足がふるえているのが見えた。


    　どういう手を打てばいいのかわからないのだろう。


    　そもそも、俺がどこに埋もれているかよくわからない。下へ手たをすると踏みつけることになるしな。


    　うかつに触れば、また山が崩れるかもしれない。


    　かといって、警察を呼んでじっと待つのは……待ち時間が長すぎる。


    　こういう正解がないのは困るよな。俺も窓口に配属された時、すごく困った。マニュアルが全然ないんだ。先輩には、本当に「体で覚えろ」と言われた。ダメだな、過去のことを考えだすのは不吉だ……。


    「お願い、みんな、鶴見を助けて……」


    　目を閉じて、薬師寺は祈る。


    　でも、みんなって誰だれだ？


    　ああ、つきたまか。


    　でも、つきたまはお前を慰なぐさめることはできても、人間を助けるまでのことはできな────


    　視界が光でさえぎられた。


    　これは認めたくないけど、お迎えなのか……？


    　なんとなく天国っぽいし、まあ、悪くはないかな……。


    　つきたま事務所にも二階級特進ってあるんだろうか。でも、二階級上がっても係長じゃないか……。中途半端すぎる……。


    　ああ、でも、やっぱり死にたくないな……。ここで死んだら、さすがに課長補佐、気に病むよな……。あの人のことだから、俺の親のところまで謝りに行ったりとかしそうだよな……。そういうのは申し訳ないよな……。


    　ところで、体がうっすらあったかいんだが、これも死ぬ前兆なのか。やけに背中のあたりがぬくいんだが。


    　いや、このぬくもりは──つきたまか？


    　この光も、つきたまだ。


    　発光のせいか、どことなくあったかい感じがする。


    　薬やく師し寺じがまたつきたま入りの瓶びんを開いていた。


    　中のつきたまが光って、それに感応するように、周囲のつきたままでが発光する。


    「ゴミなんて爆発しろ！　鶴つる見みを助けて！　ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ、キエテウセヨ……ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ、キエテウセヨ！」


    　また、それか。


    　薬師寺、お前がつきたまを発光させることはわかった。そこまでは何度も見てきた。それがお前の誠意にもとづくのも、なんとなくわかる。


    　俺は疑ってなんかないぞ、お前があれだけ真剣に魔法のことを語ったんだから、昔は魔法があったんだ。悪い奴やつだって、吹き飛ばしてたんだ。


    「ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ、キエテウセヨ、は、は、ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ……お願い！　魔法、発動して！　私信じるから！　魔法は絶対に使えるって信じるから！　非科学的だろうと非常識だろうと信じぬくから！　子供じゃなくなったからなんて言い訳もしないから！　そうじゃないと、鶴つる見みが死んじゃうよ！　自分のために頑張ってくれた人も救えない魔法少女なんて何の意味もないよ！」
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    　でも、呪じゆ文もんだけで人を救うことなんてできない。きっと、お前は高校生になって──大人に近づいてきて、魔法が使えなくなってきてるんだ。


    　大人は現実に立ち向かうには、現実を使うしかない。


    　大人は魔法で奇跡なんて起こせない。


    　もちろん、お前は大人じゃないから許されるまで失敗したらいい。俺もそう言った。だけど、こんな局面じゃお前も失敗を許せないだろう？


    　かえって、余計なことで悔やむだろう？


    　だから、１１０でも１１９でもいい。間に合うかはわからないが、しかるべきところに連絡してく──


    「ああっ！　私は魔法少女なんだ！　神様が認めなかろうと、魔法の原理にはずれていようと、絶対に魔法少女なんだ！　それが魔法ってものなんだからっ！　だから──」


    　俺の心の声まで薬やく師し寺じの叫びがかき消す。


    「つきたま、鶴見を救ってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっっっっ！　私に魔法の力を貸して！　嫌いやな現実をはじき飛ばしてぇぇぇぇっっっっっっ！　テイクオフッ!!」


    　────カッ！


    　ものすごい光。


    　体が揺さ振られるような衝撃。


    　のしかかるような不快感はなくなっていた。


    　むしろ、背中がすうすうする。視界にも障害物がない。


    　まさか、これ……不法投棄のゴミが爆発して吹き飛んだのか……？


    「やった！　魔法成功したっ！　爆発させたっ！」


    　薬師寺が爆発をさせたと宣言しており、やけに喜んでいるのがその証拠だ。


    　偶然、ゴミ山の中に可燃性のガスと火種があったと考えるよりは、薬師寺のせいだと考えるほうが自然だろう。


    　後ろを振り返ると、樹木まで衝撃で叩たたき折られたようになっていて、地肌が露出していた。テレビや冷蔵庫は豪快に飛び散っていた。


    　爆発があったとしか思えないような有様だった。


    　というか、これ、よく俺が巻きこまれずにすんだな……。危うく、肉のかたまりにされるところだった……。


    「あっ！　鶴見がいたっ！」


    　薬やく師し寺じが駆け寄ってくる。どうやら、助け出されたらしい。


    　本当に助けられたのかどうか、あるいは爆死させられそうになっていた可能性もあるが、一応善意で助けられたと解釈しよう……。


    「鶴つる見み、生きてる？　どんな感じ？」


    　薬師寺が俺の前でしゃがみこんで背中をさする。それだけで痛みが走るが、意識は明瞭だし、おそらくなんとかなるだろう。


    「ああ、かろうじて生きてる……」


    　むしろ、危うく、とどめを刺されそうになったぞ……。


    「鶴見、久しぶりに魔法が使えたよ！　その力でゴミ山を吹き飛ばしたよ！　これでどっからどう見ても立派な魔法少女でしょ！」


    　魔法少女なのか、発破が得意な女の子なのか、どちらの表現が適切かよくわからないが、薬師寺が危なっかしいことだけはわかった……。


    　今後、こいつがつきたまを輝かせて呪じゆ文もんを唱えだしたら、とりあえず距離をあけて逃げたほうがよい。


    　マノさんといる時に感じた恐怖は、やはり正しいものだったのだ。人間、直感は大切だ。原理は不明だが、薬師寺はつきたまで、攻撃系魔法が使えるらしい……。


    「でもさ、どうして今になって成功したんだ？」


    　条件がこれまでと違ったとは思えないのだが。


    「ああ、それはね…………」


    　少し言いづらそうに薬師寺は顔を赤く染めた。


    「……………………わからない」


    「そりゃ、そうか」


    「でも、今回は失敗が許されなかったから……失敗したら鶴見が死ぬから……。それで必死になったのかな？」


    　顔を赤くして薬師寺がぼそぼそと言った。


    「ありがとう、薬師寺」


    　ほかのどんな言葉も不適切だろう。こんな時はありがとうと言えばいい。


    「ど、どういたしまして……。ところで、鶴見立てる？」


    「背中貸してくれないか……」


    　薬師寺に担がれるようにして、なんとか起き上がることができた。


    　ちょっと、やわらかい感触が体に来る。


    　え、女の子の体ってこんなにやわらかいのか──と思ったら、間につきたまがはさまっていた。ほんのちょっとだけ期待して損した……。


    　女子高生の背中は小さい。けど、しばらくはその背中に頼るしかなさそうだ。


    「ああ、かろうじてどうにかなりそうだな。歩けなくもないか……」


    　念のため医者には行ったほうがいいが、死にはしないだろう。


    「よかった……本当によかった……もしものことがあったら、どうしようかと思った……」


    　薬やく師し寺じは泣いている。


    　感情の糸がついに切れた、そんな表現が似合うかもしれない。


    　はっきり言って、俺のせいだ。


    「おい、泣くことはないだろ。何も悪いことなんてない」


    「心配したんだから！　今日が人生で一番不幸な日になるかもしれないって思ったんだから！　この精神的苦痛を賠償してほしいぐらいだわ！」


    「そしたら、今度、何かスイーツでもおごってやる」


    「はいはい、公私混同はダメなんだよね。ったく、ケチ────え？　いいの？」


    「それぐらいならいい。いくら俺の安月給でも大丈夫だろ」


    　予想外のことだったのか、薬師寺が少し沈黙した。


    「なんだか、食べ物で丸めこまれてる気がする」


    「嫌いやな表現使うな……。お前を丸めこむメリットは俺にないだろ」


    「前におごっただろうとか言って、あとで何か要求したりしないでよね」


    「さすがに俺を過小評価しすぎだ」


    　そこまで卑ひ劣れつなことは言わんぞ、いくらなんでも。


    「ちなみに、何回おごってくれるの？」


    「普通は一回だろ！　なんだよ、その分割払い的な思考法！」


    　もしや、こやつ、たかる気か。塵ちりも積もれば山となるので回数は制限してほしい。


    「そしたら、おごってもらうのはしばらくいいや」


    「しばらくってどういうことだ？」


    「これは貸しにしとくの」


    　いるかんなら一週間で忘れるだろうが、薬師寺にそれは期待できなさそうだ。


    「勝手にしろ。ただし、利子がついたりはしないからな」


    「はいはい」


    　と、何やら後ろからつけられているような気配が。


    　まさか、不法投棄の業者じゃあるまいな……とびくびくしながら振り返る。


    　全然違った。


    　つきたまがうじゃうじゃとついてきていた。


    「見送ってくれてるんだと思う」


    「昔の俺なら、ロマンティックすぎるって言ったかもしれないが、それが正しいのかもな」


    　つきたまはまだまだ謎なぞだらけだ。


    　それと、薬やく師し寺じもな。


    　あの魔法は薬師寺の力なのか。


    　それとも、つきたまの力なのか。


    　あるいはその両方か。


    　ひとまず、薬師寺が魔法を使ったという報告はしないでおこう。


    　魔法少女の秘密は守らないとな。
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    エピローグ


    



    



    　夕方四時半頃ころ。時間としてはそろそろ業務終了の五時十五分が気になりだす頃である


    　そんな時間、座席の子機が指名表示を告げた。


    「あっ、また、いらっしゃいましたね～。もう、モテモテですね～」


    　いるかんにまで冷やかされてしまった。いや、ほんと、おそらく違う部署にまで知れ渡っていると思う。職場って噂うわさが広がるの、早いからね。


    　げんなりしつつ、呼び出しボタンを押す。可能性としてマノさんのケースもあるが、どうせあいつだろう。


    「なんか、しんどそうね」


    　どかっとあいつが座る。


    　無論、薬やく師し寺じエナが。


    　不幸中の幸いなのは、魔法少女の格好ではなく、まっとうな美少女の姿で来てくれることか。言わずもがな、こいつはまっとうな美少女などではなく、色物の美少女だが。


    「あ～、五時間目の体育で疲れたわ。六時間目はおかげで寝落ちしかけてた」


    「だったら、こんなところ寄らず、そのまま帰宅したらいいんじゃないですかね……。ここじゃお茶の一杯も出んぞ……」


    　なんか知らんが、放課後にうちに寄るようになったのだ。おじいちゃんの集まる碁ご会かい所しよじゃないぞ。


    「でも、鶴つる見みのほうがはるかにしんどそうだけど。あんまりしんどいようなら、有休とったらいいんじゃないの？」


    「お前、そんな簡単に取得できないんだよ。というか、しんどい顔になってる理由の半分ぐらいはお前──」


    「あのね、今日は、つきたまに親しんでもらう画期的な方法を思いついたんだけど」


    「都合の悪いことはシャットダウンされるんだな……」


    　なお、画期的な方法というのは、案の定、ろくでもない方法だった。


    　現在、薬師寺は個人でつきたまを受け入れてもらう方法をいろいろと考えているらしい。一応、「護まもり育てる会」という看板ははずしてないらしいが、事実上個人だ。ほかにメンバーいないし。


    　でも、前よりは楽しそうだし、いいんじゃないだろうか。せっかくの高校生活だ。楽しいのが一番である。大人になるとあまり楽しくないことも増えてくるし。


    　ただ、毎日のように、「私の考えたさいきょうのアイデア」を持ってくるのはやめてほしい。新人漫画家の持ちこみじゃないぞ。持ちこみはかまわないが、もう少し推すい敲こうを重ねてから来てほしい。


    「──というわけで、以上の理由で、それは無理だ。法的にクリアしないといけない部分が多すぎる」


    「あのさ、もうちょっと、いいところを褒ほめる流れにならないわけ？　そしたら私、もっと伸びると思うんだけど」


    　否定ばっかりしてたら苦情が来た。


    「知るか。非の打ち所のないアイデアを持ってこい」


    「ふん！　つきたまが光る理由もわからないくせに」


    「それを突かれると痛いんだが……。あと、それはあまり公言しないほうがいいぞ……。ほら、そろそろ混こんできたし、話がないなら、また今度な」


    　どうも、彼女（しかも高校生）と世間話していると思われている節ふしがあって、利用者からの視線が痛い。そんなわけがあるか。これも立派な職務だ。


    「はいはい、それじゃ、今日はこれで。また、明日ね」


    「明日確定かよ！　あ～、明日は俺、しんどいから有休とろうかな」


    「ちゃんと出勤しなさい」


    「お前、さっき言ってたことと違うぞ！」


    「はいはい、じゃ～ね！」


    　手を振って薬やく師し寺じは帰っていった。


    　リアルにお客さん二人分をさばいたぐらいの疲れがくる。あいつが来ると、いろいろと緊張するのだ……。俺、数をさばくタイプなのにな……。


    　いつのまにか、つきたまが机に載っていた。


    　神出鬼没ではあるが、そんなところにまでいるのは珍しい。


    　じぃ～っとつきたまを見つめてやる。


    　何の反応もない。


    　触ってみる。


    　ぷにぷにしていた。


    　やはり、これは生き物じゃないんだろうか。生き物だとしても、何が楽しくて活動してるんだろうか。全然、わからん。


    　なかば冗談で、つきたまに語りかけてみた。


    「でも、お前らがいなかったら、俺もこの仕事、してないんだよな」


    　そしたら、いろんな出会いもなかったわけだし、悪くはないのかもしれない。


    　もちろん、全部が全部いい出会いだったなんて言わないが、窓口職員というのは、人と出会い続ける仕事なのだ。悪いことだって受け入れてやる。それぐらいの度量がないとやっていけないし、悪い出会いも含めてけっこう面白いのだと思う。


    　ところで、薬やく師し寺じとの出会いがいいか悪いかというと────もう少し保留にしておいてほしい。今すぐ結論を出すにはいろいろと早すぎる。


    　つきたまは無表情で俺の前にいる。優柔不断だとか不合格だとか思っているのかもしれない。なんか、見ているとなごむ。公務員になってよかったなと思う。


    　もう一度、触ってみる。


    　ぷにぷにしていた。


    「悪いけど、そこはちょっと邪魔なんだ」


    　つきたまを自分の椅い子すの横にどかすと、俺は呼び出しボタンを押した。


    　次のお客様、どうぞ。

  



  
    



    


    おまけ


    



    



    　午後六時三十分。


    　俺はやけに高級そうな和食レストランに来ていた。


    　どれぐらい高級そうかというと、それぞれの部屋が畳敷きの個室になっているほどである。というか、高級だろ、これ。このシステムで一人七百八十円ですむことはありえない。


    　そして、俺の前には、バンドをやっている時とは違って、穏やかな表情のマノさんが座っている。そう、あの出会いから二人は付き合って──なんてことはない。そもそも、女子高生を和食レストランに招く勇気はない。


    　でも、マノさんとは一ファンとして、たまにメールなどさせていただいております。それだけで十分です。


    　俺の前には、六ろく条じよう課長補佐が座っていらっしゃる。


    　実は我々付き合って、かれこれ二か月目になる──だなんてことも、ない。


    　そんなうらやましい展開は現実には無縁なのだ。


    　いや、無縁って断定するのも悲しいものがあるが、レベル５ぐらいで魔王を倒そうと言ってるような分不相応な発想だ。もっとこつこつと地道なレベル上げをしなければ、そういう大きな目的は達せられないのだ。だんだん脱線しすぎて、何の話かよくわからなくなってきた。


    　では、どうして課長補佐とご飯を食べているかというと──


    「初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長、お疲れ様」


    「わからないことばかりで体当たりの日々ではありますが、なんとかやっております」


    「約束通り、今日は私のおごりだ」


    　──というわけだ。


    　初瀬射鹿、愛称いるかんの教育係という面倒くさい役を俺は（課長補佐の計略により）おおせつかってしまった。


    　その交換条件として、月に一回ご飯をおごってもらえることになっていたのだ。


    「でも、こんな高そうなお店でいいんですか……？　ちょっと申し訳ない気が……」


    「部下の労をねぎらうところで、お金をケチるのはろくな上司ではない。部下を安く扱うことは自分を安っぽくするのと同じだ」


    「これが、課長補佐の仕事哲学か……」


    　そこに、ビールとグラスが二つ運ばれてくる。


    　高そうな店で出てくると、それだけで大衆居酒屋チェーンよりおいしく見える。


    「それでは、初はつ瀬せ射鹿いるか教育係長の活躍に乾杯」


    　課長補佐が笑いながら、グラスをこちらに近づける。


    「あっ、どうも……」


    　恐縮しながらグラスをぶつける。


    　これって、どことなく、いい雰囲気ジャナイカ？


    　もしかすると、一割五分ぐらいの確率で本当に好意を持たれている可能性もあるかもしれん。頑張るのだ、俺。


    　料理は当然ながら美味だった。メインのしゃぶしゃぶも超うまかった。世の中には、こんなやわらかな肉があるのか。どういう力を使ったら、こんなにおいしくできるんだ？


    　ビールは最初の一杯だけにしておいた。アルコールがそんなに好きというほどではないというのもあるが、想定されうる状況に備えてのものだ。


    　つまり、こういう展開。


    （課長補佐）「どうやら、酔いすぎたようだな……」


    （鶴つる見み）「僕、送りますよ。ああ、これぐらい部下にやらせてください」


    （課長補佐）「いいのか？　私の家はかなり離れているぞ……」


    （鶴見）「タクシーで帰りますからいいですよ。ほら、夜道で倒れたりしたら物騒じゃないですか」（以下略）


    　柔道世界選手権できれいな一本が決まらないように、そんなに上う手まくありがちな展開になるとは思えないが、準備だけはしておかなければならない。それがスポーツマンというものだ。スポーツマンじゃないけど。


    　そして、料理も残りはデザートのみというあたりでのことだった。


    「実は、こういう個室の部屋にしたのは、鶴見君に話したいことがあったからなんだ」


    　どきりとした。


    「そ、それはどのようなことでしょうか……」


    　密室でないと語れないようなことというと、マジで艶つやっぽい話だろうか。


    　来てください、課長補佐。俺は受け止めます。


    「鶴見君の働きを見ていて、私のことを手伝ってもらえそうだなと思った」


    　ガチっぽいぞ、これ。


    　プライベートでも手伝ってくれないか？　などと言われるんじゃないか、これ。


    「どこまでやれるかわかりませんけど、全力で手伝いますよ」


    　ここは自信を持って言い切れ、男なら。


    「でもな、これは初瀬さんのお守りとか、そんな次元ではない。職場以外の時間まで、君にのしかかる部分もある」


    　つまり、プライベートな時間までということか？


    　本当に告白タイムっぽいぞ！


    「上司の言うことは聞くものなんでしょう。どうぞ」


    「よかった。それでは、話をさせてもらおう」


    「来てください」


    　付き合いましょう、課長補佐！　夜は滝たき理りって名前で呼ばせてください！


    「私は、国の特命でつきたまの国家安全保障レベルでの調査・研究をしている人間なんだ。いわば極秘の国家プロジェクトの一員だな。箕み原はら市に来たのも、そのためだ」


    「え…………？」


    「このあたりで、つきたまの特異な現象が見られるという情報を入手していてな。結果、そのうちのいくつかに君も遭遇したようだ。君はそんな本来ありえない事態にも粛しゆく々しゆくと冷静に対応した。極秘プロジェクトのパートナーとしては十分だ」


    「え…………えっ……極秘？」


    「鶴つる見み君、君にも協力してもらいたい」


    　課長補佐の顔は笑っているが、目は笑ってない。


    　つまり、これは冗談じゃない。


    「なお、すでに報告書には君の名前を共同研究者として書いた」


    　えええええ！　「妹が勝手にアイドル募集に応募しちゃったんです、てへ」みたいな軽いノリじゃすまないぞ、それは！


    「あの、僕なんかにそんな重責は──」


    「上司の言うことは聞くものだ」


    　見事に課長補佐は言い放った。


    「あの、断ることは…………」


    「断らないほうが幸せだと思うぞ」


    　脅おどしだ！　明白な脅しだ！　どうしよう、国家の暗部に踏みこんでるよ！


    「わ、わかりました……」


    　ほかにどんな答えがあるというのか。


    「ありがとう、鶴見君。いい部下を持って私は幸せだ」


    　課長補佐の笑えみはたいへん美しかった。その笑みを見る代償は、すごく高くついた。


    　こっちは、こんな恐ろしい上司を持って、けっこう不幸です……。


    　進路選択、誤ったか？　公務員になるべきではなかったかもしれない。民間企業に入っておくべきだっただろうか……。


    　俺の未来はこれからどうなるんだろう…………。


    



    
      ２巻へ続く

    

  



  
    　あとがき


    



    　ガガガ文庫ではお初にお目にかかります、森もり田た季き節せつと申します。


    　森田の世代は、小学校の頃からスライム的なぷにぷにしたものを、いろいろなゲームや商品で目撃してきました。実際、小学校の理科部でスライムを作ってました。ガチャガチャでもたしか販売してたと思います。


    　つまり、スライム的なものに埋め尽くされた青春を送っていたわけです。そんなぷにぷにしたものだらけの世界があったら面白いのではないかと思って書いたのが本作です。


    　あと、公務員の説明で妙に具体的な箇所があるかもしれませんが、取材の成果です。深くは追及しないでください。あくまでもフィクションです。現実は、こんなに若くてかわいい子と出会えたり、一緒に仕事できたりはしません。


    　思わずぷにぷにしたくなる女の子を描いてくださったｏｓａ様、本当にありがとうございました！


    　また、今回、歌詞の世界観があまりに大おお土ど呂ろ真ま乃のというキャラにぴったりだったので、「衝動的の人」さんの曲を許可を得て引用させていただきました。ご快諾いただき、本当にうれしく思います。


    　では、次の巻でまたお会いしましょう！


    
      森田季節　拝

    

  



  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    ２００８年、『ベネズエラ・ビター・マイ・スウィート』でデビュー。以後出版業界の厳しさをいろいろと知る。２００９年、就職。以後社会の厳しさをいろいろと知る。趣味は（友達がいないので）一人旅。
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